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「ひゃあああ……ああんっ!!」

　黄色い声、いや、可か憐れんな悲鳴がその場に響いた。

　……え？　だれ？　ここどこ？

　俺はさっきまでゲームをしていた。だが気づけば目の前に女性がしゃがみ込んでいる。

　いや、正しくはあられもない姿で縄で縛られている。

「どどどどど、どういう……こと……」

　驚きすぎて馬を落ち着かせるみたいな声が出てしまったが、落ち着きたいのは俺である。

「ヴァイス様……どうされましたか？」

　身体は前を向いた状態で振り返った女性が、心配そうに俺に尋ねた。

　こんな時になんだが……ものすごく綺き麗れいな子だ。瞳が輝いていて、薄いグリーンの髪はふわふわでなびいている。

　でも、どこかで見たことが……。

　ふと自分の手元を見てみると、右手には鞭むちが握られていた。

　……ん？　ヴァイス？

　縄で縛られた女性、メイドっぽい服、鞭、ヴァイス様、煌きらびやかな室内。

（もしかして俺……凌りよう辱じよく悪役貴族のヴァイスじゃないか!?）

　慌てて隣に立てられていた姿見を確認してみると、間違いなく俺は、学園ゲーム『ノブレス・オブリージュ』に登場する、極悪キャラのヴァイス・ファンセントだった。

　ということは、この前にいる女性は……メイドのリリス・スカーレットか？

「……リリス」

「はい、なんでしょうか」

　や、やっぱり……嘘うそ、嘘だろ!?

　もし俺が本当のヴァイスなら「黙れ、この雌豚が。返事をするな！」と理不尽に罵るだろう。

　けれども今は違う。俺はただこのゲームが好きで、何度もクリアしたことがあるだけの男だ。

　なのでそんな酷ひどいことは口が裂けても言わない。

　そういえば……好きなことは鞭で人を叩たたくことだったな。

　最低だなコイツ。いや、今は俺か。

「……聞いていいか？　リリス」

「はい」

「俺、君のこと……叩いた？」

「はい、二度、三度と、叩いて頂きました。ヴァイス様が、私を叩きたい、叩いて潰してドロドロにしたいとおっしゃったので、お洋服を脱ぎました」

　……なんてひどい野郎だ。どうしてそんなことするんだよ!?　こんな可愛かわいい女性を!?

　すぐに縄をほどいて……いや、さすがにそこまで切り替わると変に思われないか？

　何とか……辻つじ褄つまを……。

「……勘違いしてるな。ちょっと肉の様子を見たかったんだ。今度、ボンレスハムを作ろうと思ってな」

「ボンレスハムというのは……？」

　まずい、失敗している気がする。

　どうしよう……何か、何か別の手は──。

「ええとな、ええと、豚肉を糸で縛って燻いぶすんだ。そうすると美味おいしくなるんだよ」

「そうですか……私のような豚を燻すんですか。美味しく……召し上がってくださいね……」

　ダメだ、何を言っても逆効果だ。

　言い訳を諦め、急いでリリスの縄を外した。

「……どうされましたか」

「確認できたからもう大丈夫だ。それより……その、痛くないか？」

　俺の言葉で、きょとんとした顔になるリリス。

　え、また何か間違えたか……？

「どうしたんだ」

「い、いえ!?　まさかそんなお言葉を頂けるとは。思わずびっくりしました」

「……これからは言わないよ」

「え？」

　急いで服を着てもらい、その間に状況を整理する。

　俺の名前はヴァイス・ファンセント。今の年齢はおそらく十四歳くらいか。

　この世界は異世界ファンタジーの学園もので、その中でも悪役ゴミ屑くず最低凌辱悪役貴族と言われる登場人物が俺、ヴァイス・ファンセントだ。

　母親は幼い頃に死去、父親は外交で忙しく家におらず、それをいいことに好き放題している。

　学園に入学後、成績が悪かったり、自分が気に食わないことがあったりすると、権力を使って黒を白と屁理屈をこね、弱者を必要以上に痛めつける。

　誰かが少し口答えしただけでも、執しつ拗ように相手を追いつめる最低な野郎だ。

　だが主人公にコテンパンにされ、すべての悪事を暴露されたあげく、何もかも失って魔王の召使いになる。

　最終的には魔王の盾に変身させられて、身体からだ中じゆうに穴が空いて息絶えるのだ。

　幼い頃にいじめられていたり、信用していた使用人に裏切られたりと、同情の余地は少しはあるものの、「軽くなってよかったじゃないか、ヴァイス」という魔王の非道な台詞せりふが人気となり、ヴァイスは嫌いな悪役の首位をずっと飾っていた。

　肉抜き完了、シャワーヴァイスなど、色んなネットスラングが生まれ、そして消えていった。

　また嫌われる理由として、こいつは相当女癖が悪い。

　質たちが悪いことに、今行っていたようにメイドのリリスを傷つけることが趣味なのだ。

　俺は、とにかくそこが気に入らなかった。

　女性は守るべき尊い存在だ。なので、俺は絶対にそんなことはしない。

　ちなみに俺は、まともに女性と触れ合ったことはない。まあそれは今はどうでもいい。

「リリス、首が……」

「え？」

　そのとき、リリスの首に鞭のあざがまだ残っていることに気づく。

　こんなの他の人に見られたら……そのとき、ハッと気づく。

　……もしかしたら。

「後ろを向いてくれ」

「え？　は、はい……」

　また鞭で叩かれると思っているのか、リリスの声は震えている。

「あの、何かしたほうがいいでしょうか？」

「いや、安心してくれ」

　俺の考えが正しければ……あれが使えるはずだ。

「え？　どういう──」

「癒やしヒール」

　俺は両手を翳かざし、呪文を詠唱した。

　これは運営が隠していた魔法で、初期から使える回復魔法だと攻略本で暴露された。

　手から白い光が溢あふれ出だし、リリスのあざが見る見るうちに消えて白い肌に戻っていく。

「ヴァイス様……あったかくて、気持ちいいです」

「ああ、これで大丈夫だ」

　リリスは姿見で自分を確認し、驚きを隠せないようだった。

　俺が優しくしていること、そして魔法を使っていることが信じられないのだろう。

　ヴァイスは本当に怠惰なやつで、今まで何もしてこなかった。

　どうせ自分には必要ないのだからと、学園を卒業する時点でも最低限の魔法しか覚えていないほどに。

　だが……今日からは違う。

　俺はヴァイスであって、ヴァイスじゃない。

「ヴァイス様、ありがとうございます」

「いや、こちらこそ悪かった」

「……まるで……別人みたいで驚いてしまいました……それに回復魔法をお使いになるだなんて知りませんでしたので」

　混乱させすぎて申し訳ない。突然、縄で縛られて鞭でぶたれていたのに、その後、魔法で回復させられるなんて、よっぽどホラーじゃないか？




　その夜、執事たちが食事を用意してくれたが、フルコースの料理がどれも美味しくて、思わず笑顔になってしまい、気づけばすべて平らげていた。

「最高だった……」

　すると──。

「ヴァイス坊ちゃま……今日の味付けは特別にお気に召したのでしょうか？」

　執事のゼビス・オールディンが目を見開いていた。

　彫の深い顔、線が細いような体型だが、内にはしっかり筋肉が詰まっている。頭脳も戦闘能力ギフトも高い。

　何事にも動じないはずだが、今は表情豊かで驚きを隠せないみたいだった。

「ええと、どういう意味？」

「その……あの……」

　言いづらそうだったが、とにかく話せと少し強気に出る。

　初めから態度が変わりすぎるのは良くないだろう。

「……いつもならばマズいとお皿を地面に投げつけられるものですから、本日の味付けが満足頂けたということであれば、今後も同じ味付けに調整をしたくお聞きしました。差し出がましく申し訳ありません」

　なるほど……そんな酷いこともしていたとは、ゲームをクリアした俺でも知らなかった。

　こんな美味しい食事を投げつけるなんて……。

　だから俺が食べている間、みんなビクビクしていたのか。

　勢ぞろいで立っているなんて変だなと思っていたが、割った皿を片付ける係なのだろう。

　だがリリスだけは少し微笑ほほえんでいる。

　俺が変わったのに気づいているのだろうか。

　いや、それよりも言うべきことがある。

　当たり前のことだが。

「……今までのことは悪かった。食べ物を粗末にしてはいけないと朝目覚めて思ったんだ。だから、もうしない。今まですまなかった」

　これでいいだろう。

　けれども周りはまだ固まっている。まずい、別人とバレたか──。

「……な、なんて素晴らしいお言葉……恐悦至極にございます……」

　するとゼビスがどこからかひねり出したような声を出す。そんなキャラだったか……？

　それに呼応して、周りからすすり泣く声が聞こえる。

　なにこれ、なにこれ!?　最終回みたいになってない!?

「ヴァイス様、素晴らしいです！」

　どうやらリリスも感激してくれているらしい。

　巻き起こる拍手、俺、ご飯食べただけだよね!?

「はは、ははは、ありがとうありがとう」

　だが無事に受け入れてくれたようで何よりだ。

　まだ時間はかかるだろうが、更生の第一歩としては上々だろう。

　ただ俺はもっともっと変わらないといけない。

　なぜなら、学園の入学式が二年後に控えているからだ。

　この世界では、十五歳から十六歳の間に学園へ行くことが義務付けられている。

　貴族である俺は、もちろん良い学校へ進学するのが普通だ。

　そしてヴァイスが通いたい学園には入学テストがある。

　そこの戦闘テストで主人公に負けたヴァイスは周りからの評判が落ち、それに伴って敵が増える。

　逆に考えると、主人公と対等に戦うことができれば、尊厳や威厳を保ちつつ周りから認めてもらえるはずだ。

　ただそうなるには、入学式までに準備をしないといけない。

　このままでは──未来は変わらない。

　死ぬほどの努力して、破滅ルートを回避してやる。

　魔王の盾になって身体中に穴が空くなんて、絶対に嫌だ。

　あと、鞭は早めに処分するとしよう。
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　俺は、頭に「努力」と書かれたハチマキを巻いていた。

　ちなみにリリスに頼んで作ってもらった。「これ、なんて書いてあるんですか？」と聞かれたが、死ぬほど頑張りますってことだよ、と伝えたら笑っていた。

　ヴァイス様変わりましたね、と言われているので、よい方向には向かっているんだろう。

　ただ少しだけ貴族のコネを使わせてもらっていた。

　王都で最強に最も近いと言われている、Ｓ級冒険者の剣士、ミルク・アビタスに指導をお願いしたのである。

「ヴァイス、真面目にやってるのか？」

「や、やってますよ！」

　燃えるようなウルフカットの赤髪、褐色肌、ボンキュッボンのナイスバディお姉さんだが、ものすごくドＳで怖い。

　ゲームでは終盤に出てくるキャラなので、今見られるのは少しお得な気分ではある。

『ノブレス・オブリージュ』は基本的に学園がメインの舞台だが、世界との関わりも多い。

　入学テスト対策として、何があっても対処できるように、さらに優先的に剣術と魔法を学ぶことに決めたのだ。

　そのためには、まず基礎体力の向上が必要だった。

　しかし俺は、元の世界でもまともに身体を鍛えたことなんてない。

　当然だが、ヴァイスもまったく動いていなかったらしく、少し走っただけでも息が切れる。

「はあはあ……も、もう動けません……」

「そうか、ならゆっくりと休むといい。だが入学早々負け犬呼ばわりされるがな」

　指導してもらう以上、俺が貴族だということは忘れて、容赦なく鍛えてくれと先生に言った。

　ミルク先生はそれに応えてくれている。とはいえ、言いすぎな気もするが……。

「わ、わかりました」

「膝を曲げて、手首を上に、型の構え！」

「はい！」

　朝から晩まで、何度も何度も何度も型の練習。

　それが終われば、基礎体力の向上のためにひたすら走って、そして筋トレをした。

　はじめは物語の主人公のような修行ができることに期待していたが、現実は甘くない。

「ヴァイス様、汗をお拭きします」

「……ありがとう」

　そんな俺を見かねてか、リリスが常に傍そばで支えてくれている。

　すごくありがたいが、原作でこんな場面はなかったはず。

　それが少し心配だが、心強かった。

　そして──。

「坊ちゃま、仰せの通りのタンパクシツをふんだんに盛り込んだお食事でございます」

「ありがとう、ゼビス」

　執事のゼビスが、食事や色々なサポートをしてくれていた。

　元々は手て練だれの騎士だったが、父親に雇われて以来、ずっと俺の世話をしてくれていたはずだ。

　ちなみにこれは後の出来事だが、ゼビスは俺の悪事に非常に嫌悪感を抱いていたことが発覚する。

　最後は主人公と手を組み、ファンセント家を滅亡に追いやる。

　元をたどればヴァイスの自業自得だが、そんな未来は避けたいので、裏切られないように仲良くしたい。

「いつも忙しいのに悪いな」

「……坊ちゃまは変わられましたね」

　リリスほど完全に俺を信じてくれてはいないようだが、それでも髭ひげ面づらの強こわ面もておじさんのうっとり顔の破壊力はすさまじい。

　そして俺は、前世の知識で栄養を考えたメニューを用意してもらっていた。身体を鍛えるには、食事も大事だとわかっている。

　そのおかげか、以前は朝から訓練を開始すると昼には疲れ果てていたが、今は気づけば日が落ちている。

　だが魔法に関する修行はこれからだ。不安もあるが、楽しみが勝っている。




　　　　◇




　数週間後、ようやく身体も慣れてきたので、魔法使いの先生も呼ぶことにした。

　これは俺のわがままだが、さすがに剣術のスパルタ指導にも疲れてきたので、優しい先生で強い人がいいとゼビスに伝えておいた。しかしその日現れたのは、なぜかミルク・アビタス先生だった。

「おはよう、ヴァイス」

「あの、先生……今日は魔法の先生をお呼びしたのですが」

「知ってる。私は魔法も使えるんだ」

　すると、手にボッと火の魔法を出す。そして反対の手で水の魔法を。

　四大魔法の二つだ。普通は一属性しか使えないのだが、ミルク先生は二つ。

　原作をプレイしていた俺はもちろん知っていたのだが、優しい先生が良かったのだ。

　ゼビス、なぜわかってくれなかった!?　こういうのは、内助の功じゃないのか!?

「あ、あの、魔法は優しく教えてくれますか？」

「ああ、優しくが希望だろう。私もプロだ、任せておけ」

　よかった！　さすが先生！　そういうパターンもあるんだ！




「もっと魔力を漲みなぎらせろ。目を開けろ。寝るな！」

「は、はい！」

　なにこのお約束。

　現実は甘くない。むしろ剣術のときよりも厳しい。

「よし、そのまま二時間続けろ」

「は、はい……」

　魔法を使うには魔力が必要だ。そして魔力量を増やすには、地道な努力しかない。

　ということで、魔力を最大限まで漲らせて、気を失うまでを毎日繰り返すことになった。

　さすがに限界までやれとは言われてないが、どうせならそこまでやったほうがいい。

「ヴァイス様、頑張ってください！」

「ああ、ありがとう」

　リリスはメイドの仕事もしている上に、休みの日でも俺のことを見てくれている。

　彼女のためにも頑張らな……あ……。

「気絶か、昨日より保ったな。──よしご褒美だ」

　薄れゆく意識の中、ミルク先生は手を伸ばす。

　そして、倒れ込んでいる俺の頭をなでなでしてくれた。

「よしよし、お前は頑張ってるぞ」

　……これが、先生の優しいコース。

　だが病みつきになっているのも事実。

　飴あめと鞭むちの比率が合っていない気もするが、深くは考えないことにした。




　　　　◇




「限界を超えた先が第一歩だ。文字通り死ぬ気でやれ」

「は、はい！」

　いつもの訓練。相変わらずミルク先生は厳しい。ちなみに今のは先生の口癖だ。

　結局、剣術も魔法もミルク先生なので、効率よく同時に学びはじめた。

　とはいえ剣術コースは厳しく、魔法は優しくとお願いしているので、後者のときだけは気絶したら「なでなで」を一回だけしてもらえる。

　最近はそれを楽しむまで意識を飛ばさないように踏ん張るのがマイブームだ。

　なんか、目覚めてないかな？　俺、大丈夫かな？

「あ……意識……が……」

「二時間か、かなり伸びたな」

　ふたたび地面に倒れるが、手の平の感触を味わうまで必死に歯を食いしばり、直後、俺は意識を失った。




　　　　◇




　時間は早いもので半年が過ぎた。

　走って、筋トレして、意識を失うまで魔力を漲らせる。

　それでもリリスは変わらずに傍で支えてくれている。

　なんて健けな気げなんだろう。

　どんな些さ細さいな話も聞いてくれるし、気遣いに溢あふれている。

　あと、すごくいい匂いがするのだ。身体は華きや奢しやだし、腕はすごく細い。だから、俺が強くなって守らないといけない。

　原作ではあまり登場しなかったが、確か裏設定があると聞いた気がする。

　おそらく病弱だとか、家族のためにお金を貯ためているとか、そんな感じだろう。もしかしたらどこかのお姫様かもしれない。

「しかし驚いたな。ヴァイス、お前はかなり素質が……いや百年に一人の存在かもしれない」

「え？　百年？」

　そんなことを考えていた訓練時、ミルク先生が唐突に言った。今まで褒められたことはなかったので、逆に困惑してしまう。

　喜んだ瞬間にビンタでも飛んでくるのかと思わず身構えたが、さすがにそこまで鬼畜ではなかったらしい。

「私は目を凝らせば相手の持つ魔力量がなんとなくわかる。今まで数多くの剣士や魔法使いを見てきたが、お前の魔力の上昇値は……普通じゃない」

　この世界に明確な鑑定スキルは存在しない。だがミルク先生は、経験から同じようなことができるらしい。

　だがハッキリと褒められたことで思わず嬉うれしくなる。しかし──。

「とはいえ、やるべきことは変わらないがな」

「そ、そうですよね……」

　少しサボっていいのかと期待したが、そんなことはなかった。

　だがそれでいい。俺は、運命を変えるために努力しているのだから。




　　　　◇




　それからまた数か月が経たった。大きく変わったことがある。

　基礎訓練とは別に、実戦訓練がはじまったことだ。

　初めは素振りくらいなのかなと思っていたが、最初からミルク先生との模擬戦だった。

「まだまだだな、隙だらけだ」

「い～～～～ッッッ」

　思い切り強打される脇腹。これでも手加減していると先生には言われているが、悶もん絶ぜつするほど痛い。

　ぎりぎり死なないライン。死んだと思ったことは無数にあるけど。

「いいかヴァイス、訓練は実戦だと思え。戦いとは喧けん嘩かだ。一番大事なのは何だと思う？」

「ええと……魔力と相手の姿をみ──」

　脇腹に一撃、ミルク先生は基本的に口よりも行動で示す。

　しかしわかった。

　──先手だ。

「ぐうう……い、痛いです……やられるまえにやれ、でしょうか」

「そうだ。喧嘩っ早くなれとは言わないが、隙をついた一撃目はどんな攻撃にも勝る。魔法の達人でも、魔法防御を練る前に撃たれれば死ぬ。格闘の達人でも、油断しているときに首を折られれば死ぬ」

　言っていることは至極当然だが、簡単なことじゃない。

　話し合いとかはしないのだろうか……いや、しないな。

「これについては口だけではわからないだろう。準備が整ったら実戦テストを行う」

「実戦テストとは……？」

「それは楽しみにしておけ」

　ニヤリと笑うミルク先生。こんなに嬉しそうな姿を見るのは初めてだ。

　おそろしくて震えそうだが、それで止めてくれるわけがない。

　俺が覚悟を決め、それまでに少しでも強くなろうと立ち上がると、また笑みを浮かべた。

「いいぞヴァイス、私がお前の一番好きなところは根性があるところだ。素質がある人間でも、そこを鍛えるのは容易ではない」

「はは、ありがとうございます」

　魔王の盾になり身体からだ中じゆうに穴を空けられることになりたくないので必死に頑張っています、とは言えない。

　数時間模擬訓練をしたあと、ようやく終わるかと思いきや──。

「魔力を練った後、ふたたび手合わせだ」

「まじですか……」

　しかし後ろで応援してくれるリリス。

　いつもメイド業務をサボっているのではないかと思っていたが、どうやらちゃんと両立しているらしい。

　皆優秀だなあ……。

「頑張ってください、ヴァイス様！」

　ありがたいが、あんまり情けないところは見ないでほしい……。




　　　　◇




　俺が前世で他人に誇れるものといえば、ブラインドタッチくらいだった。

　運動なんて学校の体育のときくらいで、契約したジムには一週間で行かなくなった。

　だが──。

「いいぞ！　ヴァイス！　剣を振るうときに一番大事なのは、手加減をしないことだ！」

「わかって──ますよッ!!」

　鍛えはじめたときからは考えられないほど、俺は日々訓練を積んでいた。

　気づけば悪役に転生してから一年だろうか。

「ははっ！　ヴァイス、お前の動きはおもしろいッ！　おもしろいぞッ！」

「ちょ、ちょっとはミルク先生は手加減ってもんをしてくださいよォッ！」

　剣と剣がぶつかり合うと、衝撃で身体が震える。

　魔力総量を増やす訓練は未いまだに継続しているが、ミルク先生は剣術のほうが好きなのだろう。

　二人が使うのは木剣だが、ミルク先生は殆ほとんど手加減なし。骨折は当たり前、回復魔法がなければ治療費で破産しているだろう。

　今も死にたくない一心で俺は剣を受け止めている。だがミルク先生にとっては、それがすこぶる楽しいみたいだが。

「──今日はこれで終わりだな」

　次の瞬間、どうやっても追い切れないほどの速い動きでミルク先生が姿を消した。

　コンマ数秒後、木剣で鼻を折られた俺はその場に倒れ込み、鼻血を噴き出す。

「ぐがぁっあっあ──っ……」

「昼休憩だ。再開するまでに怪け我がを治しておけ」

「いぎっ、ああ、はぃ……」

　厳しすぎる！　と何度心の中で叫んだかわからない。

「ヴァイス様っ！」

　しかしリリスが駆け寄ってきてくれて、癒やしヒールで鼻を治療してくれた。

　驚いたことに、リリスは俺のために必死で魔法の勉強をしてくれている。それも驚くべき速度で習得しているのだ。

　嬉しいが、俺も負けていられないと余計に力が入る。

「はあ……あったかいよ」

「良かったです……」

　リリスはミルク先生と違って優しい。

　ミルク先生も、もう少しだけ俺に優しくしてくれたらいいのに……。

　剣術はそれなりに教えてもらえるようになったが、魔法に関しては相変わらず基礎訓練だけだった。
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　意識を失うまで魔力を放出する、ただそれだけ。

　学園の入学式まであと一年ちょっと。さすがにそろそろ魔法を覚えたい欲が出てくる。

　ということで、普段は口答えなんてしない俺だが、さすがに伝えてみた。

　魔法を覚えたい──と、だが苦笑されてしまう。

「このままでは落ちこぼれになってしまうと、焦っているのか？」

「あ、いえ……そこまでじゃないですが、どうして魔法は同じことばかりなのかなと」

「説明が欲しい、そういうわけだな」

「まあ、そうです……」

　しょうがないなと、ミルク先生は左手に火の魔法を宿らせる。

　小さいが、安定して燃え続けている。魔法は不安定な状態が基本なので、これだけでもすごいことだ。

　原作のコンセプトでも、魔力量が多いほうが強いとしっかり明記されている。

　たとえばファイアボール一レベル同士でも、魔力量が違えば大きさも威力も違う。

　ゲームのグラフィック上だとわかりづらいが、とにかくミルク先生はそこを理解している。

「明確な数値はないが、たとえばこれが三十の火の魔法だとしよう。そして──こっちが六十だ」

　反対の手に同じように火を宿らせた。だがおかしい。六十なら、倍以上に膨れ上がるはずだが、そうは見えない。

「ヴァイス、これを見てどう思う？」

「……正直に言っていいですか？」

「構わん」

「あまり……変わらないように思えます」

「ああそうだ。表面上はな」

　意味がわからなかった。

　俺が知っている理論とは違うのだろうか。どう見ても同じにしか思えない。

「いい顔だ。頭を回転させる癖は身に付けておけ。だがお前は本質を見抜けていない」

　するとミルク先生は、三十の魔法を地面に投げつけた。草が燃え上がって、火柱が立ち上がる。

　次に六十の魔法を投げつけると──驚いたことにそれ以上、いや倍ほどの火柱と威力で地面が燃え上がった。

「これがどういうことかわかるか？」

「……見た目は同じなのに、威力が二倍……」

「そうだ。もちろんこれには高等技術が必要だ。私が言いたいのは、魔力が二倍に増えたからといって、見た目が倍に膨れ上がる想像をしている時点でナンセンスだ。それはいたずらに敵を警戒させるだけで無意味でしかない。いいか、戦いの本質は先手、そして騙だまし合あいだ。よーいドンでスタートなんてありえない。ほんの少しの油断、それが死に直結する」

　見た目は同じだが魔力の密度が違う。ミルク先生はそう言いたいのだ。

　やはり俺の頭はまだゲーム脳だったのだろう。色んな技を覚えて敵を蹂じゆう躙りんしていく、そんな浮ついた気持ちをぶん殴られた気分だった。

「そして魔力総量だけは地道に鍛えるしかない。どれだけ才があっても、時間を掛けた分だけしか増えないんだ。年を重ねて強くなってしまうと小手先のスキルに慣れてしまう。今の私がまさにそれだ。だがヴァイス、お前は違う。若くて……誠実な努力ができる。退屈なのはわかっている。だがもう少しだけ頑張ってくれ。お前のひたむきな努力が、私は好きだよ」

　ここまでハッキリと言われたのは初めてだった。

　俺は自分のことしか考えていなかった。死にたくない、破滅することになんてなりたくないと。

　でも今は違う。応援してくれているリリスや、ミルク先生のためにも頑張りたい。

「わかりました。頑張ります！」

「その心意気だ。よし、死ぬまでやれ」

「はい！」

　そしてまた死の寸前まで魔力を放出。

　うーん……でもやっぱり辛い……。




　　　　◇




　ファンセント家の屋敷から、リーグベルト街へ。

　俺たちは、馬車に揺られていた。

「ヴァイス、似合ってるじゃないか」

「はは、ははは、はは」

　上下に揺られながら苦笑い。だがミルク先生はここ最近で一番嬉しそうだ。

　自分の身体に視線を向けると、豪ごう華か絢けん爛らんな金装備、腰には煌きらびやかな剣を携えていた。

　どこからどうみても貴族の息子。もう間違いなく貴族の息子。しかもすごく貴族。

「ヴァイス様、お似合いです！　恰かつ好こういいです！」

「リリス、それ褒めてる……？　バカにしてる……？」

「褒めています！」

　リリスが両手でガッツポーズをしながら励ましてくれた。だが二人だけは、普通の冒険者のような恰好をしている。

　まあ、あえてだが。

「それが死に装束にならないように気を付けてくれ。私の責任問題になって追われるのは面倒だ」

「僕の命の心配が先では……？」

　おそらくガチで言っている。やっぱりこの人、俺より悪人じゃない？　悪役転生、ミルク・アビタスのほうがよかったんじゃないか？

「ヴァイス、私に殺気をぶつけるとはいい度胸だな」

「冗談です。すみません」




　数か月前、ミルク先生が突然に「頃合いだな」と呟つぶやいた。

　何の話か尋ねてみると、ついに実戦テストの準備が整ったということだった。

　先生がいつもとは違う笑みを浮かべているのは不安でしかなかったが、ほんの少しだけワクワクもしていた。おそらくだが魔物と戦うのだ。自分がどれだけ強くなったのか知りたい。そんな気持ちも自然と芽生えてきていた。

　だが先生からの指示は、俺の予想に反したものだった。

『実戦テストは、本物の人間で行う。それもお前から喧嘩を売るんだ』

『……はい？』




　リーグベルト街に到着。

　ゲームでは主人公が冒険の旅に出たときに、初めて辿たどり着つく街だ。

　それがまあ最悪な街なんだが。

　門兵はいるものの、勝手に入れよと言わんばかりに仲間と雑談を楽しんでいる。

　ミルク先生もそれをわかっているのか、無言で門をくぐる。

　門兵はその国の顔である。厳しければ厳しいほどよい。

　なぜなら、それだけ国への脅威を警戒しているということだからだ。

　ということは、まあお察しだろう。

「それで、相手は誰なんですか？　適当に喧嘩を売るんですか？」

「そんなわけないだろう。最高の対戦相手を考えている。安心しろ」

　まったく安心できない。本当に安心できない。何もかも安心できな──。

「ヴァイス様、ファイトです！」

　リリスも応援はしてくれるが、助けてはくれないらしい。

　街に入るなり、大勢の視線が突き刺さる。

　傍はたから見れば美女二人を連れているモテ男に見えているのだろう。

　実は今これ、地獄の道を歩いている男とそれを見守る鬼畜の二人です。

「ないすばでぃのお姉ちゃんがいるぜえ」

「オレはあのちいせえ子がいいな、タイプだ」

「ガキが生意気に美女連れか、それにいい装備持ってんなあ」

　お前たち、口の利き方に気を付けろ。殺されるぞ。

　あと、ミルク先生はともかく、リリスは俺が絶対守る！

「ミルク先生、あいつらうるさいですねえ」

「ああ、まあ放っておけ。大したことのない連中だよ」

　ん？　今なんかリリスがすさまじい殺気を漲らせなかったか？




　そして目的地、冒険者ギルドの前に辿り着く。

　外観は原作通りの木造で、特別変わったところはない。

　そこに入っていくのは、三人の図ずう体たいのでかい男たち。

　すごく強そうだ。目つきなんかもう犯罪者っぽいが、あれでも冒険者なのだろう。

　だが嫌な予感がする。

「ちょうどいいな。ヴァイス、あいつらが、対戦相手のブーダン三兄弟だ。心配するな、極悪人で遠慮する必要がない」

「……よし、帰りましょうか」

　その場からダッシュで逃げようとしたが、頭をミルク先生に掴つかまれる。

「おもしろいじゃないか、笑いのセンスは合格にしておいてやろう」

　おもしろいという割に、ミルク先生は、ピクリとも笑みをこぼしていない。怖いです。

「そもそもどうやって喧嘩を売るんですか!?　いきなりアホとか、バカとか言うんですか!?」

「ただ冒険者の申請をするだけだ」

「……申請？」

「ああ、だがその恰好なら間違いなく絡まれるだろう。そこで何か言えばいい」

「話よりも先に俺が終わりませんか？」

「話は以上だ。いいかヴァイス、物事には順序があるというが、戦場にそんなものはない。最初が一番肝心なんだ。お前は強い、根性もある。だが実戦経験は皆無だ。度胸をつけろ。教えたことを忠実に守れ。じゃあ私は酒を飲んでくる」

　サッと後ろを向いて去っていくミルク先生、リリスも当然のようについていく。勿もち論ろん、ガッツポーズはしてくれている。

　味方だと思っていたが、裏切られた気分だ。

　しかしここまできて、怖いからやめておくなんて選択肢があるわけない。

　……覚悟を決めるしかない。

「いや、やっぱり帰ろう」

　だがそのとき、ミルク先生に視みられている気がした。




　冒険者ギルドの入り口の扉を開く。中は外観と同じく木を基調とした造りだ。受付の前にはカウンター、その周りにはテーブルと椅子が並んでいる。右側には隣接された酒場もある。食堂兼用みたいな感じだろうか。

　そこで酒を飲んでいる冒険者たちが、俺に視線を向けた。

　どうみてもクソガキ、しかも金ぴかの装備。

　侍従はいないし、顔も多分だが傲慢そうな感じ。

　鴨かもが葱ねぎを背負っている。




「お疲れ様でした。これにて手続きはすべて終了です」

　冒険者の登録申請はすんなりと通った。

　何かあったとすれば、俺が名前を記入したとき、受付のお姉さんが「お前かよ」みたいな感じで驚いたことくらいか。

　そして貴族だからだろうか、長い説明は免除、加入試験の日程が後日郵送で届くとのことだ。とはいえ、参加する予定はないが。

　話を終えてカウンターから離れようとすると、近くのテーブルで座っていた褐色肌のブーダンが、俺の足を引っかけようとしていた。いや実際には、足を動かそうとしている動作に気づいたのだが。

　人には魔力が流れている。それは血液と同じように全身を巡っているのだが、訓練のおかげで視覚化されて見える。

　しかし段々腹が立ってきた。なんで俺はこんなことをしているんだ。

　これは八つ当たりだ。でも、相手が極悪人なら八つ当たりしてもいいだろう、多分。

　ということで、ブーダンが足を引っかけようとしてきたので、俺はその足を思い切り蹴りつけた。

「～～～～ッツ！　何だてめえ！　何しやがる！」

「短い足でちょっかいを出してきたのはそっちだろ？」

「おいクソガキ、今なんて言った？」

「図体がデカいだけじゃなくて、耳の穴まで脂肪詰まってんのか？」

　前世で喧嘩なんてしたことはない。訓練は死ぬほど重ねたが、怒鳴り声を上げられると身体がビクッと反応する。

　ミルク先生とリリスはこの場にはいない。

　今ここにいるのは俺だけだ。

「ガキ、外に出ろ」

　ブーダン三兄弟は、俺の背中を押して無む理り矢や理り外に連れていこうとする。

　ここまでは予想通り、ここからは臨機応変に。

「貴族かお前？」

「従者がいねえのに調子に乗ったなあ」

　どうやら俺を助けようとする奴やつはいないらしい。

　扉を開けて外に出る。

　すぐ近くの路地裏に俺を連れていくみたいだ。

　こいつらの魔力に淀よどみはない。手加減する気もないのだろう。

　だが俺は思い出していた。『──私が教えたことを守れ』

　深呼吸をする。高鳴る心臓を押さえつけ、路地裏に入る前──俺は、ブーダンの右腕を切り落とした。

「……は？　ギャアアアアアアアアああああああああ」

　バカみたいに短い時間差で叫び出す。同時に、俺は剣に付着した血と脂を払うために血振りをした。

　先手──それがミルク先生の教えだ。路地に入ればこいつらは魔力を漲らせ、防御力を高めただろう。

　だがそんなの律義に待つ必要はない。

　長男か次男か、それとも三男か知らないが、五体満足な二人が急いで距離を取り、それぞれ武器を構えた。魔力を漲らせ、言葉も発せずアイコンタクトで俺を挟み込む。

　言動や見た目からは考えられないほど取れた連携。仲間の心配よりも、俺を殺すことを優先する判断力。

　さすがミルク先生が指定しただけはある。不思議と恐怖や焦りはない。頭が冴さえている。

　それどころか、楽しいとさえ感じている。




　──ああ、ヴァイス。お前、ここにいたのか。




「クソガキがァッ！」

　目の前の男が叫ぶ。だがこれはただの囮おとりだ。

　無言で後ろから鉈なたが振り下ろされてくるのは、魔力の流れで視えている。

　右に半回転すると、遠心力を使って後ろにいる男の左腕を一撃で切り落とす。叫び声とともに血が噴き出し、最後の一人の顔が恐怖に歪ゆがんだ。

　相手が怯おびえたことで、俺は思わず笑みをこぼす。

　──雑魚が。

　そんなことを冷静に考えながら、最後の男の右腕を落とした。

　かかった時間は数十秒。血の香りが漂い、何とも言えぬ高揚感に包まれ、男たちの叫び声が木霊している。

　実戦テストは終わった。だがこの後のことは聞いていない。

　どうしようかと考えていたら、拍手が聞こえてくる。

「まあまあだな」

「すごいです！　ヴァイス様！」

「……ミルク先生、それにリリス。どうしてここに」

「本当に死んでしまったら面倒だからな」

　なるほど、俺のことを心配してくれているわけではないらしい……。




　その後、ミルク先生が俺の名前を使って憲兵を呼び出し、こいつらは逮捕された。

　強ごう姦かん、強盗、殺人、賄賂、誘拐、奴隷商売。

　ブーダン三兄弟の悪行はすさまじく、賄賂を払うことによってそれを見逃されていた。

　賄賂を受け取っていた憲兵は、ミルク先生の告発により、すでに逮捕されている。




　帰りの馬車の中、ようやくホッと胸を撫なで下おろした俺は、今ごろになって現実味が湧いてきた。

「合格ですか？」

「満点、と言いたいところだが、七十点だ」

「……厳しいですね」

「私なら路地に連れていかれる前、冒険者ギルド内で腕を切り落としていた。それが先手だ」

「…………」

　嘘うそではないだろう。ミルク先生ならやりかねない。

　まさかだが、そのまさかが、相手の虚を衝つく。

　そしてリリスは、満面の笑みで俺の腕を掴んだ。

「ふふふ、流石さすがヴァイス様です！　私は一二十点、いや二百点をあげます！」

「ありがとうリリス、そう言われると嬉しいよ」

　こうして俺のテストは無事に終わった。一応、合格。

　だがよく見ると、二人の服が……汚れている？

「あれ？　二人とも、赤い血みたいなの付いてません？」

「気のせいだ」

「はい、気のせいです！」




　　　　◇




　後日、自宅に報せが届いたが、よくわからない文言も添えられていた。

　内容は冒険者の試験が特例により免除されたこと。

　ブーダン兄弟の逮捕に協力してくれたことのお礼の言葉と金一封。

　そして──。

「……こんなことしたっけか？」

　冒険者ギルドから少し離れた場所の酒場、そこにいた極悪盗賊団が、二十人以上一挙に逮捕され、それが俺の手柄になっていた。

　ただ少しやりすぎだったらしく、次回があれば、言葉が話せる程度に加減してほしいとのことだった。

　俺は、あの時のリリスとミルク先生を思い出す。

　いや……まさかな。




　　　　◇




　俺がヴァイスになってから一年半以上が経過した。

　実戦テストをしたのが遙か昔のように思える。

　相変わらず特訓の日々を過ごしているが、体力が底を尽きたり魔力が切れたりして気絶、なんてことはなくなっていた。

　壁越しに他人の気配がわかるようになったり、身体に流れている魔力を感じられたりと、成長はしていると思う。

　学園入学テストで俺は主人公と戦うことになる。

　何事もやりすぎ、ということはないだろう。

　大は小を兼ねるとも言うし、これからも努力を続けるつもりだ。




「ヴァイス様、先日の寄付金、すべて滞りなく孤児院に送りました」

「ありがとうゼビス、それと事業のほうだが、次の集会に顔を出したい。頼めるか？」

「もちろんでございます」

　それ以外に大きく変わったことが二つ。

　一つめは、執事のゼビスが完全に心を開いてくれたことだ。

　リリスと違って疑いの目を向けられているときもあったが、坊ちゃま呼びから様となり、男として認めてくれた証あかし、のような気がする。

　最終的にファンセント家を裏切ることがなくなっているとありがたい。

　そして二つめ──。

「魔法の訓練は順調でしょうか？」

「ああ、ゼビスの口添えもあって取り組んでるよ。といっても、「火」「水」「風」「土」の四元素をまんべんなくって鬼だよね」

「それはヴァイス様の才能が規格外だからでございます。本来、人が使える元素は一つ、ミルクでさえ二つです」

　ついに本格的な魔法訓練が始まったのだ。

　驚いたことに、俺は四つすべての元素を使えるらしく、ミルク先生は大口を開けて笑っていた。

　だが期待していた魔法訓練は、想像以上に疲れることを知った。

　とにかく精神というか、気力を消費するのだ。

　おそらくＭＰ消費のためだろうが、風邪を引いたときのような気だるい感じになる。

　訓練をやりすぎると魔力酔いというものもあって、長時間続けていると頭痛は酷ひどいし吐き気にも悩まされる。

　それと、内緒にしているが、ひょんなことから『光』と『闇』の属性も使えることに気づいてしまった。

　一度ミルク先生に伝えようかとも思ったが、どうせならびっくりさせたいと思って黙っている。

　夜中にこっそり練習しているのだが、リリスが物陰から見ているときがある。

　応援してくれているのはありがたいが、四時間も同じ場所に立っていられると、さすがに申し訳ない。

　部屋でゆっくり休んでほしいとは伝えづらい……。




　日中の訓練を終えて食事をした後は、『光』と『闇』の魔法の訓練をする。ゼビスから取り寄せてもらった魔法の本には、ありとあらゆる術式が書かれていた。といっても、上級魔法は複雑な構造なので俺にはまだ早い。

　だが初期魔法であれば、感覚で理解できた。

「癒やしの加護ヒールライト」

　右手で回復魔法を唱える。本来これは無属性のものだが、光の性質と合わせることでさらに効果が高くなることがわかった。

「破壊の衝動ダークライト」

　左手で闇魔法を唱える。黒くぼやっと光っている、これは毒のようなもので、対象に呪いをかけてダメージを与える。

　解除が難しく、効果は著しく高い。

　そして──ここからは俺の創造オリジナル魔法だ。

　二つの魔法を詠唱し、両手を合わせると──。

「聖なる呪いダークヒール」

　これは光と闇、両方の性質を持ち合わせた俺の創造魔法だ。

　手の平を地面に翳かざすと一定の範囲内の全員が自動回復を受けられる。

　しかし俺が敵と認識した相手には、呪いのダメージを与え続けるのだ。

　今の範囲は学校の教室ほどだが、ミルク先生の言う魔力総量を向上させればさらに拡大できるだろう。

「ええと、次は……」

　ゆっくりとページをめくりながら、光と闇、両方の性質を併せ持つ魔法を自分で創造していく。

　日中の訓練で身体は痛いし、魔力もほとんどないが──楽しい。

　前世の俺は本当に怠惰だった。ありもしないきっかけだけを求めていた。

　それが今、叶かなった。破滅を回避することは当たり前だ。それ以上に、今のこの日々を守りたくなってきている。

　リリスやミルク先生、そしてゼビスに認められたい。

　将来、この世界に訪れる厄災のことも知っている。

　それまでに、俺は強くなりたい。

「よし、これとこれを合わせたら……シャドウライトができるんじゃないか？」

　試しては失敗し、試しては失敗し。何度も、何度も、何度も、何度も。

　最後に相手を攻撃すると同時に、味方を回復することができる魔法を覚えた後、俺は力尽きた。




　　　　◇




「ふああああ」

「夜更かしですか？　ヴァイス様」

「すまない、こういう場であくびは相応ふさわしくないな」

　俺は、貴族たちが集まるパーティーに来ていた。マナーについては未だ不安だが、隣のリリスが色々と教えてくれているので助かっている。とはいえ連日の訓練で非常に眠たい。

　俺は偉いぞ！　みたいな貴族大勢と話したが自己顕示欲にまみれた会話しか出てこない。

　まあ、元の俺はあのヴァイス・ファンセント。類は友を呼ぶので仕方ないか。

「じゃあ、眠気覚ましにガツンと強いお酒取ってきます！」

「え、いやお酒は──」

　ゆっくりと、それでいて機敏な動きで人の間を縫って歩くリリス。

　すごいな、まるで暗殺者のようだ……。

　そういえば裏設定でファンセント家には隠れた護衛がいると聞いたことがある。

　いや……そんなわけないか。

「ヴァイス様」

　そのとき、後ろから優しく肩を叩たたかれる。女性の声だ。

　リリスが戻ってきたのかと振り返ると、立っていたのは驚きの人物だった。

　黄金のように輝く綺き麗れいな金色の長い髪、この世のすべてを見透かしたかのような美しすぎる赤い瞳。

　鼻筋も通っていて、まるで芸術品だ。そしてその唇は目を奪われるほど柔らかそうなピンク色だった。

「シンティア……ビオレッタ伯爵令嬢」

「どうしましたか？　ゴブリンを潰してスープでドロドロにしたみたいな顔をしていますが」
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　下品なことを平気な顔で言っているが、その声色はハーブを奏でているほど美しい。

　誰がどうみても美人、誰からも好かれている完璧な令嬢。

　例えるなら天使、他に例えるなら大天使。

　彼女は作中でも屈指の美貌を持ち、その美しさ故に女性人気でもナンバーワンだった。

　だが俺の手足は震えている。

　なぜなら彼女は、俺──ヴァイス・ファンセントを心から憎んでおり、最終的に身体を穴だらけにするきっかけを作る令嬢、シンティア・ビオレッタなのだ。

　そしてこのゲームの正ヒロインである。

「屑くず貴族が、よくもまあ堂々とパーティーに参加できたものですね」

　それにしても怒りすぎじゃないか……？

　見た目こそ笑顔だが、死ぬほどの嫌悪感を俺に抱いているのだろう。

　過去の記憶を引っ張り出す。時系列を頭で描き、この時点で俺と彼女がどんな関係なのかを思い返す。

　そして──ハッと思い出す。

　……最悪だ。

「久しぶりだな、シンティア嬢。あれ以来か」

「ええ、そうですね」

　あれ、とは、俺がシンティアに行った悪行のことである。

　ヴァイスとシンティアは学園で出会う前から仲が悪い。

　その理由は、俺の凌りよう辱じよく趣味のせいだ。

　俺がまだヴァイスだった頃、貴族舞踏会で、シンティアに踊ろうと持ち掛けた。

　ここまでは問題なく、いやむしろ紳士的ともいえる。

　最悪なのはその後、シンティアを物にしようと強引に部屋に誘ったのだ。

　それも爵位を盾にして、無理矢理にだ。

　何もしなかったと作中で書いてあったが、罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせたり、肌に触れたりするくらいのことはしたらしい。

　つまり俺がここでやることは──一つ。

「あの時の事は忘れていませ──」

「……すまない。シンティア嬢」

　しっかりと頭を下げることだ。

　貴族としてあるまじき行為をしたのだから、謝罪しなければならない。

　この状況ですべきことではないが、反省したということをシンティアに伝えたかった。

　もちろん俺はしていないが、以前の俺がしたことだ。

　よくわからないが、そういうことである。

「……どういうことだ？　ヴァイス様が頭を下げてらっしゃる？」

「何が、どうしたんだ？」

「シンティア嬢を怒らせた？　いや、そんなわけが」

　それに気づいた人たちが、ざわざわと騒ぎ出す。

　シンティアはすぐに頭を上げさせようとするが、俺は悲しげな表情でふたたび謝罪する。

「未熟だったんだ。俺が何もかも悪かった。許してくれとは言わない、ただ誠意を見せたかった」

「……そう……でも完全に許せることではないですわ。あなたは、あれほどのことをしたのですから」

　……何をした？　とはさすがに聞けなかった。

　だがある程度溜りゆう飲いんを下げてくれたのか、シンティアは少しばつが悪そうだった。

　悪役ゴミバカ貴族である俺が、人前で女性に頭を下げたのだ。

　普通に考えるとかなりの出来事だろう。

　ここでサッと離れれば完璧だ。

　彼女から決定的に嫌われていなければ、俺の破滅の確率はぐっと下がるはず。

「ヴァイス様、どうして頭を下げていたんですか？」

　だがそのとき、最悪のタイミングでリリスが凱がい旋せんした。

　慌てふためきそうになるが、グッと堪える。

「……前に俺がシンティア嬢に迷惑をかけてしまったんだ。その謝罪だよ」

「そうですか……。ヴァイス様がそう言うのならば私からも謝罪します。ビオレッタ様、申し訳ありませんでした」

「リリス、君は関係な──」

「いえ、私はヴァイス様のメイドですから」

　シンティア嬢は驚いていた。おそらく俺のイメージは、最低最悪極悪非道インチキポンポコ貴族だからだ。

　それなのに俺を慕っているように見えるリリスの存在が衝撃的だったのだろう。

　これ以上騒ぎにならないように離れようとしたとき、なぜかシンティアが俺の腕を掴んだ。

「……私と踊りませんか？」

「え？」




　貴族たちが集まるパーティーでは、突然にダンスが始まるときがある。

　さすがの俺でも、ミルク先生からダンスは教わっていない。

　いや、ちょっとミルク先生となら踊ってみたいが、「Shall we Dance?」なんて言ったらぶっ飛ばされそうだ。

　見み様よう見み真似まねで下手なステップを踏んでいると、シンティアはなぜか嬉しそうだった。

　おかしい、一体何が起きたのだろう。

「以前よりダンスが下手になっていませんか」

「え、ええ、そ、そうですかね？」

　一、二、三、遠くから見ているリリスの視線が鋭い気がする。

　しかしどういう風の吹き回しだ。

　いくら謝罪したとはいえ、そんなにすぐ心変わりするものだろうか。

「以前の事はすべて水に流してほしい、そういうことでしょうか」

「あ、ああ。そのつもりだ」

　よっぽどひどいことをしたのか、だからまだ許せないのか──。

「私のことを好きだと言ったことも？」

「……え？」

「とぼけないでください。私に一ひと目め惚ぼれをしたと言っていたじゃないですか。あの時は突然すぎましたし、ちょっと言い方がとげとげしかったのと態度が偉そうだったのが不満でしたが……そこまで誠意のある謝罪をしてくれたのであれば、やぶさかではありません」

「は、はい？」

　思考を研ぎ澄ます。

　え、俺ってそんなこと言ってたの!?

　でも、でも普通こんな簡単に許されるか!?

　いや、よく考えろ。この世界は現実だが、ゲームだ。

　そして彼女はヒロイン。

　ヒロインの属性ってのは生来……チョロインだ。

　改めてシンティアの顔を見ると、頬が赤い。

　先ほどと違って、今は自然な笑みを浮かべている。

　そうか、普通に考えたらどのゲーム、いやアニメも主人公に惚ほれる速度が速すぎる。

　つまり彼女も──例外ではない。

　え、でもつまりこれって、俺が態度を改めたことによって起きてしまった改変──ってこと!?

　そのとき、音楽が止まる。

「あら、ダンスが終わってしまいましたね」

「え、ええと、シンティア嬢、俺が言いたいのは──」

「お父様に呼ばれてしまいました。実は私、あなたが変わったことを知っているのですよ。それで気になっていたのですが、どうやら本当のようですね。あなたは心から反省したみたいです……ではまた個人的にお会いしましょう」

　颯さつ爽そうと去っていくシンティア。とんでもないことになった気がする。

　主人公とシンティアが仲良くなるイベントはこれから先に起こりうる未来だ。これってどうな……いや、考えたくない。

　てか……個人的？

「ヴァイス」

　そのとき、また後ろから声を掛けられた。

　シンティアが戻って来たのかと思ったが、男の低い声だ。誰だと思い振り返ると、突然のことで身体が固まってしまう。

　いつ帰ってきていたのだろうか。

　鋭い観光に整った眉、背が高く、俺に似ている風貌。

　だがそれは当たり前だ。名前はアゲート・ファンセント。

　ヴァイスの父親、つまり、俺の父だ。

「ち、父上!?」

「久方ぶりだな。元気にしていたか？」

「は、はい。いつ帰ってきたのですか？」

「ついさっきだ。色々と事業で必要なことがあったのでな」

「はい。」

　原作では最後にしか出てこないが、厳格で恐ろしいと書かれていた。

　息子であるヴァイスがこれだけ極悪非道なのだ。

　どれだけの極悪人なのか……想像もつかない。

「最近、お前の噂うわさはゼビスから聞いている。──頑張っているみたいだな、誇らしいぞ」

「え、あ、ありがとうございます」

「だがあまり無理はするな。体調管理は大事だからな」

　と、思っていたが、どうやら様子が違う。優しい目で、俺の身体を気遣ってくれた。

　それから事業についての話になった。俺は差し出がましくも父親の事業に口出ししているのだが、𠮟しつ咤たされるわけでもなく、お前のおかげで良くなっていると喜んでくれた。

　この短い時間でも、息子想おもいの父親なことがわかった。

　だが、ますますヴァイスが悪人になった理由はわからないが……。

「──それで、決まったのか？」

「え？　すみません、聞こえませんでした」

「恥ずかしいのか、まあいいだろう。その年頃なら仕方ない」

　それから父親は、意味深な笑みを浮かべて去っていった。

　いや、本当に聞こえなかっただけなんだけどな……。

　シンティアと俺が必要以上に近づくと、肝心の主人公とのイベントがなくなる可能性がある。いや、それだけじゃなく、未来を改変してしまう。

　だからもうこれ以上は会わないようにしよう。

　何があっても会わないようにしよう。




　　　　◆




　我が息子、ヴァイスが早速気に入った令嬢を見つけていた。

　なんと、嬉しそうにダンスを踊っていたのだ。

　お相手はあの有名なシンティア・ビオレッタ嬢、たしか年齢も同じだったはず。

　よし、たまには一肌脱いでやろう。

　ヴァイスは私に似て容姿端麗だが、奥手だからな。

　今度、食事会でもセッティングしてやるか。

　ふふ、きっと喜ぶだろう。




　　　　◆




「良い天気ですわ、小鳥がさえずっています」

　ファンセント家の広大な庭の一角、俺たちは優雅なテーブルを囲んてアフタヌーンティータイム中。

　金髪に赤い瞳、ハイパー美少女、チョロインのシンティアが静かにティーカップを持ち上げながら言った。

「ああ、小鳥がさえずっている」

「…………」

「…………」

　静寂な時間が流れる。




　流れる。




　流れ──。




　いや、何を話せばいいんだ……。

　シンティアは綺麗だ。肌も白いし、出るところは出ていて絞れているところは絞れている。俺も原作でシンティアのことは好きだった。

　でも彼女はこの先、主人公と出会って、重要なイベントがいくつも待っている。

　その中には俺を処刑することも含まれているが……。

　こんなところで一緒に紅茶を嗜たしなんでいると、これから起こりうる未来が変化するかもしれない。

　シナリオをぶっ壊して何もわからなくなると困るのは俺だ。だから、せめて入学までは絶対に近づかない、そう決めていたのだが……。

『喜べヴァイス、明日だぞ』

『明日？　何がですか？　父上』

『ふふふ、お楽しみだ』

　と、意味深に言われてこの状態である。

「無口なところもシャイで可愛かわいいですね」

　ちなみにシンティアは、誰よりもまっすぐな心を持っている。主人公が何度ピンチに陥っても、無償の愛を注ぐ。属性はチョロインで勘違いが多い。

　今まさに静かにしているだけの俺の好感度がグングン上がっていることが、何よりの証拠だろう。

「ヴァイス様、紅茶のお代わりでございます」

「ひぁっあっ!?　あ、ありがとう」

　そのとき、どこからともなく現れたリリス。

　あまりにも驚いて、女性みたいな悲鳴を上げてしまった。時々、リリスの気配に気づかないときがある。メイドなのに、足音が聞こえないのだ。

　しかし今の反応は、ある意味よかったかもしれない。

　男らしいはずの俺が情けない声を出したのだ。気持ちが急激に冷めるだろう。間違いない。これでもう終わったはず──。

「可愛い……可愛いい……ヴァイス様可愛い……可愛い……可愛い……ヴァイス様可愛い……」

　だ、だめだ。何かぶつぶつ言っている。とても嫌っている感じには見えない。

　……でもよく考えるとこれは……僥ぎよう倖こうか？

　シンティアと仲良くなれば、たとえシナリオが改変されてもすべてが良い方向に向かうかもしれない。

　そうだ、絶対そうだ、そうに決まっている。

　～～～～～～～～～～～。

　だがそのとき、何とも言えぬ殺気のようなものを感じた。

　慌てて振り返るが、誰もいない。だがすごく近くからだった。

　視界に映るのは、リリスの天使のような笑顔のみ。

「……どうかしましたか？」

「いや、何でもないよ」

　うーん、俺の知らない『ノブレス・オブリージュ』の秘密が、まだまだあるようだ。

「ヴァイス様、今日の事はお父様からお聞きしたのですか？」

「ああ、聞いたよ（昨日の夜に）」

「そうですか、それで了承してくださったのですね」

「了承というか（お楽しみって言われただけだし）……でも俺も嬉しいよ（アフタヌーンティーは初めてだし）」

　そんな他愛たわいもない会話をしながら、俺たちは時間を過ごした。

　そのあいだも何度か殺気を感じたが、結局、原因はわからなかった。




「ありがとうございます。すごく楽しかったですわ」

「こちらこそ、おっと。お手をどうぞ」

　馬車までシンティアを見送る。背中から針みたいな殺気を感じているが、もう慣れていた。

　倒れそうになった彼女の手を咄とつ嗟さに掴む。

　よくよく考えたらこの一回の茶会で何かが変わるわけじゃない。次からは気を付ければいいだけだ。

　俺たちは、ただのお友達、もし次誘われた場合、忙しいと言えばいいだろう。

「ふふふ、本当にお優しいですわ。入学テストまでもう少しですが、お互い頑張りましょうね」

「そうだな、シンティア嬢も無理をせず」

　ちなみに俺は知っているが、彼女は合格する。

　非常に稀け有うな魔法が使えるのだ。もちろん剣も扱えたはず。

　華奢で可か憐れんに見えるが、天才ハイパースーパー美少女である。

「今日はとても良い思い出になりました。一生忘れません。また詳しい話は後日にでも」

「俺も忘れないよ（シナリオが改変されないかとビクビクしていたから）」

　そしてシンティアは去っていく。馬車の姿が完全に見えなくなってから振り返ると、リリスがなぜか涙を流していた。

「リリス!?　どうしたの!?」

「いえ……仕方ありません。私は……ただのメイドですから」

　わけがわからない。なぜリリスが……そうか、もしかしたら……つらかったのか。俺とシンティアが仲良くしているのが悲しかったのだろう。

　いつも支えてくれていたのに……気づいてあげられなかった。

「ただのメイドじゃない、リリスは俺の大切な人だよ」

「でも……ビオレッタ様と……」

「父親が勝手に（アフタヌーンティーを）決めただけで、俺が決めたわけじゃない。──それと、貴族学園の従者制度を知っているか？」

「……はい、もちろんでございます」

「俺はリリスを連れていく予定だ。その時はしっかりとサポートを頼む」

　ノブレス魔法学園では、上位貴族のみ特例で従者をつけることが許されている。

　原作だとヴァイスは適当なメイドを付けていたはずだが、俺はリリスにする予定だ。

　そのくらいの改変は問題ないだろう。

　従者にもテストはあるらしいが、そこまで難しくはないはず、多分。

「……それは、私を求めてくださっているのでしょうか？」

「ああ、そういうことだ」

「……わかりました、ヴァイス様！　私、頑張ります！　……秘密の愛……ですね」

「はい？」

　最後の言葉はよくわからなかったが、泣いているリリスにそこまで突っ込めなかった。




　だがその夜、俺はとんでもない事実を知った。

「……婚約……」

　シンティアが帰ったあとに父親から聞かされたのは、俺と彼女が婚約者になったということだった。

　食事会は、その小さな前祝いというか、二人での親睦会みたいなものだったらしい。

　そう考えるとすべての辻つじ褄つまが合う気がした。

『ヴァイス様、今日の事は【婚約のことは】お父様からお聞きしたのですか？』

『ああ、聞いたよ』

『そうですか、それで了承してくださったのですね【婚約のことだと思っていたはず】』

『了承というか、……でも俺も嬉しいよ【婚約の返事をしていると思われている】』

　え、俺、シンティア嬢と婚約したってこと!?

　そうか、今わかった。ヴァイスが悪人になった最大の理由。

　それは、父親が息子想いの──親バカだからだ。

「パパあああああああああああああああああああああああああああ」

　そしてもう一つ、リリスが就寝前、俺の部屋の前に現れて「これからもよろしくお願いします。──二人の秘密は守ります」と言ってきたのだ。

　それも考えたのだが……おそらくこうだ。

『ただのメイドじゃない、リリスは俺の大切な人だよ』

『でも……ビオレッタ様と……【婚約のことを言っている】』

『父親が勝手に決めただけで【婚約のことを言っていると思われたはず】）、俺が決めたわけじゃない』

　その後に従者になってほしいと俺はリリスに宣言、さらに大切な人だと告白。

　最後に「秘密の愛」というリリスの言葉。

　多分俺、婚約した日に不倫宣言した。




　　　　◇




　よく晴れた日の午後、誰よりも汗を流していたのは、俺ではなく、美少女たちだった。

「シンティア嬢、その程度で魔力の性質を高めていると？」

「……いえミルク先生、まだ……練れます」

　おわかりいただけただろうか。

　今彼女は、ファンセント屋敷の外庭で、魔法の指導をしてもらっている。

　拝啓、パパへ。

　僕たちが婚約してから早いもので数週間が経ちました。

　パパ、本当にややこしくてくれてありがとう。

　外交から戻ってきたら、いっぱい文句を言いたいです。

　だけど今、シンティアは頑張っています。

　僕と一緒に合格するために、毎日、毎日、毎日屋敷に来て特訓をしています。

　何もしなくても絶対合格するよとは、死んでも言えません。

　だからもう諦めました。

　シナリオはぶっ壊れるかもしれないけど、何とかなるだろうと楽観的に考えることにしたのです。

「ヴァイス、彼女に見み惚とれるのはいいが、余計なことは考えるな」

「は、はいっ！」

「あら……見惚れるだなんて……」

　頬を紅潮させながら、シンティアは両手にとんでもない魔力を集めていた。

　合格する人がさらなる努力しちゃっていいのか？　それこそぶっ壊れないか？

　そして、もう一人。

「リリスはもう少し魔力を落とせ。均等にバランスよく、それが魔法の精度を高めるコツだ」

「はい！」

　まさかのトリプル特訓。もちろんそれには理由がある。

　リリスは、俺が合格した場合、従者として呼ぶ予定だった。

　だがそれだと、当然だが身の回りの世話が主になる。

　彼女はそれだけじゃなく、学業の面でもサポートをしたいとのことだ。

　たしかに俺は原作を知っているが、この世界のことは知らない。

　それで気持ちをありがたく受け取り、リリスの意思を尊重することにして、入学テストを受けることを認めたのである。

　とはいうものの、か弱い彼女が合格する可能性は低い。さらにいつもの訓練にも参加したいとのことだった。

　さすがにすぐ音を上げると思っていたのだが、驚いたことに、リリスはとても強かった。

　剣術の心得もあるらしく、武術に関してはミルク先生が認めるほど。

　魔法はこれからとのことだが、それでも成長速度がすさまじい。

　のんびりしているわけにはいかないので、俺の練習にも身が入る。

「シンティア嬢、リリス、組み手をしたことはあるか？」

「もちろんでございますわ」

「あります」

　え、リリスあるの!?　なんで、なんで!?　どこかの村の子供たちと遊んだことを組み手だと思ってない!?

「テストまでもう日がない。基礎訓練はこのくらいにして、実戦形式を行う。人数は揃そろってるしな」

「……先生、俺たち三人しかいないような……」

「私がいるだろう」

　わかっていたことだが、ミルク先生は自分を頭数に入れていた。

　何度も剣術での訓練はしているが、実戦形式とまでは明言されていない。

　今までは手加減していると言われていたが、どうなるのか想像もつかない。

　当たりたくない、当たりたくない。でもリリスとシンティアと戦うのも気が引ける。

「それでヴァイス、秘密の特訓の成果をみせてみろ」

「……気づいてたんですか」

「当たり前だ。本番で使わないと意味がないだろう」

　先生の言う通り、俺はずっと光と闇の魔法を組み合わせていた。

　以前よりもずっと色んなことがわかってきていたが、披露するタイミングに困っていた。

「まずはヴァイス、お前はシンティアと戦え。一つだけ言っておくが手加減はするなよ」

「クジ引きとか……じゃないんですね」

　気が引けるなあ、とシンティアに視線を向けてみたが、ふふふと笑顔だ。

　楽しみなのか、俺が好きすぎるのかはわからない。チョロイン、今日も絶好調。

「互いに距離を取って向かい合え。開始は言わずともわかるだろう」

　ミルク先生の言う通りにシンティアと距離を取る。

　貴族とは思えない茶色の小汚い訓練服を着ているが、彼女の美貌はそんなことで損なわれるものではない。

　シンティアは、氷魔法に特化した稀有な能力ギフトを生まれたときから授かっている。

　攻撃力、防御力ともに優秀で、使い勝手に優れている能力だ。

　準備ができただろうと確信した瞬間、視界からシンティアが消えた。

　おそらく足に能力を漲らせて、滑るように高速移動したのだ。

「～～～～～ッッッ」

　目に魔力を漲らせると、シンティアの魔力の残像、その姿を捉えた。

　後ろから俺の頭を殴ろうとしていることがわかったのでひょいと避けると、無防備なシンティアの頭を木剣でこつんと叩く。

　いや、勢いよくゴツンとなった。

「い、い、痛いですわ……」

「あ、ご、ごめん……」

　シンティアは、今にも泣きそうな顔でしゃがみ込む。

　そうか、高速で移動していたからか、軽く木剣を振り下ろしただけでもカウンターみたいになったのだろう。

「……どうして視えたのですか？」

「え？　普通に視えたけど……」

「そ、そんな……今まで何度か家で試合をしたことがありますが、こんな簡単に回避されたのは初めてですわ」

　シンティアは驚いているが、俺としては普通に視えていただけだ。

　こんなことで……と思っていたら、リリスが目を見開いて、ミルク先生が腕を組んで感心していた。

「私は……目で追いかけるので必死でした。それでもほとんど視えませんでした」

「ヴァイス、お前が思ってる以上にシンティアの高速移動は速いぞ」

　二人の反応から察するに、どうやら目に魔力を漲らせたのが悪かった？　いや、良かったらしい。

　俺は、闇魔法と光魔法を合わせた観察眼ダークアイを習得していたのだ。

　申し訳ないなあとシンティアに手を差し出すと、彼女はいつもより悔しそうに立ち上がった。

　あと、頭にめちゃデカいタンコブができている。だ、大丈夫かな。

「悔しいですが、すごいですわ、ヴァイス様！」

「あ、え、ええとごめんね……？」

　……髪の毛の間からにょきっと見えるほど盛り上がっている。

　大丈夫かなコレ、令嬢に、婚約者にこんなタンコブつけるなんて前代未聞じゃないか？

「大丈夫ですよ、私が」

　するとリリスが、シンティアの頭に手をかざし、回復魔法を詠唱した。みるみるうちに盛り上がったタンコブが縮んでいく。

「ありがとう、リリスさん」

「とんでもないです。ヴァイス様の一撃は、ふふふ、想いですからね」

　重いが想いになっている気がするが、まあそれはいいだろう。

　次はミルク先生とリリスで楽しみだと思っていたら、なぜかまた俺がご指名された。

　文句を言っても意味がないので、リリスを相手にふたたび対たい峙じする。次は先手の練習だと思い、リリスが動く前に地面に手を触れた。

　俺が編み出した創造魔法だ。

　リリスはなぜか強い。少し本気を出しても問題ないだろう。




　──【癒やしの加護ヒールライトと破壊の衝動ダークライト】




　次の瞬間、巨大な魔法陣が地面を覆っていく。

　しかしリリスの動きは速かった。

　もちろん隣で訓練をしていたので知っていたが、暗殺者ならこんな動きをするだろうなという速度で動く。

「ハアッッッッ！」

　真正面から、木剣を俺の脳天に思い切り振り下ろす。

　いいね、手加減なしだ。

　だがその攻撃は──俺に届かない。

　永続魔法の不可侵領域バリアが自動発動し、木剣が勢いよく弾かれる。

　リリスは衝撃で数メートルのけぞると、そのまま膝をついた。

　これは、闇魔法の永続の力と光魔法の加護を合わせた俺の創造魔法だ。

　それから動こうとしない。いや……様子が？

「どうしたリリス、それで終わりか？　……試合、終了！　ヴァイス、早く魔法を解除しろ！」

「え？　あ、はい!?」

　ミルク先生が、今まで見たことがないほど焦った表情でリリスに駆け寄る。

　俺も急いで魔法を解除、先生はなんと、ポケットから上級ポーションを取り出した。

　かなりのレアものだ。原作では終盤でしか見たことがない。

　え、でもなんでそれが必要なんだ？

「しっかりしろ、リリス！」

「……はあはあ……」

　急いでリリスにポーションを飲ませると、顔色が良くなっていく。

「ヴァイス……何だその魔法は？」

「ええと……これは──」

　魔法陣内に相手が入ると、身体弱体化、体力減少、気力減少、魔力減少、魔法防御力減少、物理防御力減少、攻撃速度減少、移動速度減少、すべてのデバフが降りかかる。

　そして俺には、その真逆、すべてが強化される。さらに相手から奪った分も上乗せすることができるので、人数が多ければ多いほど強くなる。

　魔力感知と気配感知の魔法を複合しているので、間違った人間から奪うことはないし、俺が味方と認識すれば同様の効果が得られる。

　と、説明したのだが、三人とも声を失ったみたいだった。

　ミルク先生ですら一言も喋しやべらない。




　……あれ、俺、なんかやっちゃいました？




　　　　◇




　屋敷の一室、ヴァイスが大好きな湯に浸つかっている間、四人の男女が集まっていた。

　円卓のテーブルを囲んでいるのは、ゼビス、ミルク、リリス、そしてシンティアだ。

　用意された木板には、こう書かれていた。




【ヴァイス・ファンセント様はなぜこうも素晴らしい、素晴らしくなったのかを語り合う会】




「僭せん越えつながら私、ゼビスがまとめさせていただきます。私が何よりも驚いたのは、相反する光と闇の属性を習得したことです。たとえるなら一人の身体の中に、二人いるようなもの。おそらく史上初でしょう」

　それを聞いていたミルクが、腕を組みながら口を開く。

「たしかにヴァイスの素質は素晴らしい。私の後継者に相応ふさわしいほどに。だがゼビス、お前は今まで何をしてたんだ？」

「何を……とは？　もう少し具体的にお願いします」

　ミルクは、はぁと溜ため息いきを吐ついて、ぶっきらぼうに言う。

「なぜあいつが今まで埋もれていた？　剣を覚えて数年足らずで私の全力の剣を受け止めるなんてありえない。私が指導に当たらなければ誰も気づかなかった可能性もある。大げさに言えば、この世界の損失に等しい行為だ。お前の目は節穴だったのか？」

　ゼビスとミルクは旧知の仲である。

　お互いに別々の国で騎士団長を務め、一時期は血で血を洗うような過酷な戦いの毎日を送っていた。

　二人の確執について語るなら、それこそ一日では足りない。

　ミルクの不ぶ躾しつけな物言いにピクリと眉を動かしたゼビスだったが、誰にも聞こえない程度に呼吸を整える。

「……節穴という表現には些いささか不満を覚えますが、彼は変わったのですよ。それにしても畏怖を覚えるほどの才を開花させましたが。──ただそのことよりも、私は今の優しい彼が好きです」

　それに対して、背筋を伸ばしてピシッと手を挙げたのはリリス。

「はい！　私もゼビスさんの言う通りだと思います。長年一緒にいましたが、ヴァイス様は大きく変わられました。といっても、以前から眉目秀麗でしたが。もちろん、私も好きです！　いや、私のほうが好きです！」

　続いて、シンティアが髪の毛に触れながら言う。

「リリスさんの言う通りかもしれません。彼は初めて出会った時から容姿端麗でしたが、性格は良いとは思えませんでした。今はどちらも素晴らしいですが」

　それを聞いたゼビスはゆっくり立ち上がると、木板に黒筆で箇条書きにしていく。




　①努力をしたので変わった。

　②元から容姿端麗、眉目秀麗だった。

　③才能がありすぎてちょっと怖い。

　④私、ゼビスは節穴ではない。




「まとめるとこんな感じでしょうか」

「私は納得できんな。人がそう簡単に変われるわけがない。初めから才能があったのはいいとして、わざと悪を演じていたのではないか？」

「ほう、なぜそのような事をする必要があると思いますか？」

「そんなことは知らん。お前は執事だろう、近くで何を見てたんだ？　節穴か？」

　ミルクの言葉のあと、ゼビスの持っていた硬筆ペンの内部がペキペキと音を立てていた。

　眉がクイっと上がって、執事服の上から筋肉が盛り上がっていく。

「……少々お口が過ぎていますね。ここはファンセント家のお屋敷内です。その物言いはやめませんか？　この会はヴァイス様のことを少しでも理解するために開いたのです」

「お前のその物言いのほうが私は気になるよ。ゼビス・オールディン、腑ふ抜ぬけたな。最近のお前はいい子ちゃんすぎる。昔はもっと狂気に満ちていたというのに」

　さすがに言いすぎですよ、とリリスが止めに入る。シンティアは、このあとヴァイスと会うので、姿見で自らの美しさを確認していた。

「だからその言い方はやめてもらえ──」

「弱虫ゼビス、雑魚ゼビス、節穴ゼビス」

「ミルクさん！　もっと有意義なお話をしましょうよ！　それにゼビスさんがそんな幼稚な挑発に乗るわけが──」

「……おいミルク……いい気になりがやって、てめェ、こねくり回してやろうかァ!?」

　硬筆ペンが真っ二つに折れた瞬間、仏のようなゼビスの顔に亀裂が走る。

　その魔力と殺気はすさまじく、同時刻、頭を洗っていたヴァイスが驚いて、シャンプーが目に入ってしまう。

「ぜ、ゼビスさん!?　ど、どうしたのですか!?」

　必死に止めるリリス、対してシンティアは優雅に髪の毛をくるくるしている。

「やっぱりふわふわロングが彼の好みかしら、ねえリリスはどう思います？」

「はっ、やはりそっちのほうが似合うぞ、ゼビス。お前の鈍った身体もヴァイスに鍛えてもらったらどうだ？　今ならいい勝負なんじゃないか」

「その前にてめェを八つ裂きにしてやろうか？　根性論ばっかりの筋肉女が」

「試してみるか？　動きが速いだけのうろちょろ野郎」

「もうやめてくださいよ!?　ビオレッタ様、二人を止めてもらえませんか!?」

「やっぱりストレートかしら、世界の流行はやりは目まぐるしく変わってるといいますし」

　慌てふためくリリスをよそに、好き勝手をする三人、だがついにリリスは我慢の限界を超えて、スカートをまくし上げ、暗器のナイフを取り出す。

　切っ先を二人に向けると、鋭い眼光で睨にらみつける。

　リリス・スカーレット、彼女はファンセント家の脅威を未然に防ぐ護衛兼──暗殺者である。だが今はヴァイスに感化されて、人を傷つけたくないと思っている。ミルクは初めから知っていたが、特に言う必要がないと黙っていた。

「いい加減にしてください」

「ほう、静かなるサイレント・少女ウイツチのお出ましか」

「こいつはオレが殺す。リリスは黙って見てろ」

「リリスさん、その暗器のナイフ綺麗ですね。反射で私のお顔が映っていますが、いつもより可愛く見えますわ」

[image: ]

　シンティアは、リリスが暗殺者だったことをゼビスから教えてもらったが、顔色一つ変えなかった。

　チョロインの性質上、今、彼女の心はすべてヴァイスに向けられているのである。




　それから数十分後、湯上がりのヴァイスが扉を開けた。

　だが木板に書かれていたメモはすべて消えていた。

　代わりに【ヴァイス・ファンセント様が喜ぶ十のこと】が書かれている。

「なにこれ……てか、ゼビスとミルク先生、なんか服が破けてない？」

「気のせいでございますよ」

「気のせいだ」

「リリス、なんかスカートがいつもより上がってない？」

「気のせいですよ？」

「シンティア、なんでまだいるの？　帰ったんじゃなかったっけ？」

「ふふふ、そのドＳっぷりもキュンキュンします」

　その日ヴァイスは、みんなちょっと変だけど、裏表がなくていいよなあと思った。

　その点、自分は裏表がありすぎだよなあ、と思ったのだった。
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　──『ノブレス魔法学園』。

　オストラバ王国最難関の教育機関、世界一を誇る敷地面積、全寮制を可能にした最高峰の設備、誰もが一度は入学を夢見る学園だ。

　その最大の理由は、卒業生が残した功績にある。

　ある者は、魔法使いの最高名誉である『賢者』の称号を、またある者は『剣聖』を。

『英傑』『俊豪』『聖剣』『神童』──数えればキリがないが、これらはすべて歴史に名を刻むほどの功績を築いた者だけに与えられる、特別なものだ。

　富、名声、権力、名誉、この学校を卒業した人たちは、いずれかを手にしている。

　だがそれゆえに入学難易度は非常に高い。

　修練を積むための学校にもかかわらず、入試テストでは高難易度の魔法、剣術の才を求められる。

　家柄まで重視されると言われているが、その部分だけは事実ではない。

　年齢制限は設けられているものの、家柄は不問なのだ。

　誰もが憧れる最高峰の教育機関であるにもかかわらず、なぜそんな規約なのか。逆説的だが、これは原作の主人公の出生に合わせているからだろう。

　田舎生まれで、家族想おもいな平民。それが『ノブレス・オブリージュ』の主人公だ。

　村を魔物に襲われて故郷を失い、そのことがきっかけで旅がはじまる。

　さまざまな人と出会い、時には壁を乗り越えて、主人公は成長していく。

　その一つにこの学園への入学が含まれるのだ。




　そして迎えた入学式、俺──ヴァイスは主人公と出会うことになる。

　やるべきことはやった。後は力を出し切るだけだ。

　精神統一をするため、深呼吸して目を閉じる。

　馬車の音、心臓の音、そして──キャッキャウフフしている女子の声。

「ビオレッタ様、ツインロールすごくお似合いですよ」

「あらリリス、だったらあなたはロールアップにしましょう。その美しい髪が引き立つわ」

　緊張感の欠片かけらもない二人が、逆に俺の強こわ張ばった身体と頭をほぐしてくれている、気がする。

「君たちはいつもと変わらないね。緊張とかないの？」

「ありません。ヴァイスのお傍そばで訓練をしていたおかげで、逆に諦めがついたのです」

「……どういうこと？」

「受かるべき人は受かる運命にある、ということです。だから今は穏やかな気持ちですわ」

「ビオレッタ様、わかります！　私もまったく同じ意見です！」

　……よくわからない。

　なんかそれっぽい言葉だが、意味不明じゃないか？

　まあいいか……。

　いつのまにか意気投合しているのにもハラハラドキドキしていた。

　勘違い事件？　のあと、リリスは意味深なことを呟つぶやくようになったのだ。

『二人の秘密の時間ですね』

『これはビオレッタ様には言えませんね』

　──と。

　シンティアが俺の婚約者だという事実は変わっていない。まあ父親が決めたのなら仕方ないだろう。

　彼女は家柄も良く、才能にも恵まれている。

　初めこそ戸惑ったがファンセント家のことを考えると文句なんてない。

　それに彼女は綺き麗れいだ。見ていて飽きないし（色んな意味で、すごく色んな意味で）。

　合格すれば在学中に結婚式を挙げることはないだろう。

　つまり、今は仲の良い友達だと思えばいい。

　シナリオの改変は怖いが、逆に強い味方ができたと思えばいいということにした。

「そう言えばミルク先生の最後の言葉、どういう意味だったんだろ。二人はわかった？」

「……ヴァイス様、手加減ですよ、手加減！」

「ヴァイス、殺してはダメですからね」

「殺すって、そんなことしないけど……」




『ヴァイス、やりすぎるなよ』




　それが、ミルク先生が最後に俺に放った言葉だった。

　言われてみれば、たしかに俺の編み出した魔法は強力なのかもしれない。しかし剣技はまだ未熟だ。

　今でこそ十本中五本くらいはミルク先生に有効打を与えられるようになったが、受験生たちだって才の持ち主だ。

　手加減なんてできるわけがない。

　それに俺が戦うのは主人公だ。

　きっとめちゃくちゃ強いだろう。だが、楽しみでもある。

　今の俺の力が、どれだけ通用するのか。




　それからしばらくして馬車が止まった。外に出ようとしたが、護衛をしてくれていたゼビスが扉を開けてくれる。彼は本当に優秀だ。日常生活においても、俺がしてほしいことを先回りしてサポートしてくれる。以前、『もしあなた様に仇あだをなす者がいたら、この命に代えても守ります』と言われたのには驚いたが。

「楽しんでいってらっしゃいませ」

「はは、ありがとう」

　そんなゼビスらしい言葉に、思わず笑みを浮かべる。

　降り立った俺たちの視界に飛び込んできたのは、大きくて重厚な鉄の門だ。

　竜と虎のような立像が飾られているが、これはたしか魔獣をモチーフにしている。原作で知ってはいたが、実際この目で見てみると、威圧感がすごい。

　……ここからは切り替えていこう。

　俺は、ヴァイス・ファンセントだ。

「リリス、シンティア、絶対に合格するぞ」

「はい！」

「畏かしこまりました」

　そして俺たちは、門をくぐった。




　試験会場までの道中、大勢の視線が突き刺さる。

　俺が、あのヴァイスだからだろうか。ひそひそ話が聞こえてくる。

　俺は人一倍耳がいい。といっても、これも魔力のおかげだが。

「あいつが……噂うわさの凌りよう辱じよく貴族ヴァイス・ファンセントか」

「やっぱり氷のシンティア嬢もいるぞ。婚約したのってほんとだったみたいだな」

「でももう一人の……美女は誰なんだ？　クソ、うらやましいぞ」

　いや、リリスとシンティアが俺の両腕を掴つかんでいることが原因か。

　ただでさえ悪評が広がっているというのに、美女をはべらして試験を受けにきているなんてマジでヤバい奴やつに思われないか？

　しかし婚約していることが周知されていたのは予想外だった。

　でもまあ気にしてもしょうがない。

　どうせ今話していた奴らは不合格だ。なぜなら、原作を知っている俺が見たことがない。

　ノブレス魔法学園は、入学テストを受けるだけでも箔はくがつくので、受験日は毎年人で溢あふれている。

「おいてめェ、何見てんだァ？」

　そのとき、怒鳴り声が聞こえた。ついに喧けん嘩かを売られたのかと思ったが、対象は俺ではなかった。

　声の方向に視線を向けてみると、大柄の男、といっても俺と同じ歳としくらいだろうが、その男が気弱そうな男の子に絡んでいる。

「見てないよ……ただ、大きい人だなとは思ったけど……」

「あぁ!?　デカいだと!?」

　どうやら気弱そうな子は正直者らしい。もし見ていたとしても、そこは見ていないと言えばよかったと思うが。

　周りが騒ついている。ここで助けに入れば俺の評判が上がるかもしれないが、俺よりも先に薄いピンク髪の女の子が間に入っていく。

　細身でスタイルがよく、どこからどう見ても可愛かわいい女の子って感じだ。

　なるほど、彼女がそうか。

「アレン、なんでこんなところにいるの？　また変なやつに絡まれてるし！」

「ご、ごめんシャリー……。このあたりに賢者の像があるっていうからどうしても見たくなって」

　そして二人は、なんと大柄の男そっちのけでイチャイチャしはじめた。

　といってもただの会話だが、火に油を注いでいるのがわかっていないのだろう。

　ああやっぱり、男の顔がピキピキしている。

「お前たち、俺が誰だか知ってるのかァ？」

「あ、ごめんなさい！　私が謝ります！　アレン、目立つんだからおとなしくしときなさいよ」

「どっちかというと地味だと思うんだけど……。ごめん、僕が道を塞いでたからダメだったんだよね。ごめんね」

　能天気な謝罪、その程度で収まるわけがない。

　案の定と言うべきか、大柄の男が、怒り任せに思い切り拳を振りかぶる──。

「てんめェ！　……な、なんだ動かねえ!?」

「そこまでにしろ。試験前に暴れたら不合格になるんじゃないか」

　俺は急いで駆け、男の右腕を掴んでいた。

「ああ、誰だてめ……ヴァ、ヴァイス・ファンセント……様!?　し、失礼しました！」

　どうやらコイツは俺のことを知っているらしく、途端におとなしくなる。

　悪評は困ると思っていたが、騒ぎを起こしたくはなかったのでちょうどいい。

　周囲から見れば二人を助けているようにも見えるだろう。まあ、実際にそうだが。

「す、すいません……」

「いいから消えろ」

　何度も頭を下げながら、大柄の男は去っていく。

　というか、あいつを原作で見たことがない。

　となると……不合格ってことか。

「あ、ありがとう！　僕はアレン！　キミは……いい人なんだね！」

「……俺はヴァイス・ファンセント。あいつが目障りだっただけだ」

　俺が助けに入った理由は、自分の評判を上げるためだけじゃない。

　綺麗な黒髪、丁寧な物腰、身体に流れる魔力には淀よどみがない。

　名前が一つしかない理由は、平民だから。

　アレン、こいつが──この物語の主人公だ。

　そしてその隣は──。

「え……あ、ありがとう。私は、シャリー・エリアスです」

　シャリーはアレンにとって需要な人物だ。どうやら彼女は俺のことを知っているらしく、アレンと違って複雑な表情を浮かべている。まあ、仕方ないだろう。

「ヴァイス、どうしたのですか？」

「ヴァイス様、試験が始まりますよー」

　シンティアとリリスの言う通り、時間が差し迫っていた。

　試験前に主人公アレンが絡まれるイベントなんてなかったはずだが、俺のせいで改変されているのかもしれない。

　もちろん助けたのは善意からじゃない。試験前に喧嘩ごときでテストがなくなったら困るからだ。

「アレン、私たちも急がないと」

「ああ、そうだね。ありがとう、ヴァイス！　じゃあまた後で！」

　元気な子ね……とシンティアがボソリと言う。

　俺は考えていた。

　試験テストで主人公に勝つことが、まずは第一歩だと。

　負けると周りからの評判が落ちる上に、それをきっかけに破滅が待っているからだ。

　その後は、ほどほどに仲良くして距離を取ろうと考えていた。

　だが今日、アレンと話しているだけで──なぜかすごく嫌な気持ちになった。

　心が、騒つく。

　実戦テストのときに気づいたが、俺の中にまだヴァイスが残っているのだろう。

　となると、選択肢は一つじゃない。

　最強を目指し、その上で主人公や周りに認められる。

　そして──もう一つ。

　全員を完膚なきまでに叩たたき潰つぶし、真正面から最凶を目指す。

　誰も逆らうことを許さない、ただ圧倒的な力でねじ伏せる。

　……それもありだな。

「ヴァイス様、なんだか嬉うれしそうですね」

「まあ、そんな感じかな。俺たちも急ごうか」

「あのシャリーって子……少し可愛かったですね……」

「シンティア、君には敵かなわないよ」

「あら!?　なんて嬉しいお言葉！　ふふふ」




　なあヴァイス、お前はどっちがいいと思う？




　　　　◇




　すべてのテストを終えた帰り道の馬車。俺の心境は複雑だった。

　合否を心配しているわけじゃない。それに関しては、むしろ期待外れだった。

　筆記、魔法、剣術、どれにおいても俺──ヴァイス・ファンセントは優秀な成績を収めただろう。

　ただ一つ気になったのは、主人公アレンの存在。

　原作通り、俺は模擬戦で奴と戦うことになった。

　ミルク先生からは手加減しろと言われていたが、疼うずいた気持ちを抑えられず、全力で戦った。

　結果は……俺の完勝だ。

　アレンは手も足も出ず、俺の創造オリジナル魔法で身体能力ギフトが低下、地面に倒れ伏した。

　だがあいつの顔を見たとき、俺は恐ろしくなった。

　やられてもやられても立ち上がって、魔力もどんどん強くなっていく。

　魔法も、剣術も、俺の足元にも及ばないはずなのに倒すまでに時間がかかった。

　俺はずっと努力してきた。もちろんそれはアレンも同じだろうが、それにしては説明がつかない部分が多かったのだ。

　これが主人公なんだと叩きつけられた気分になった。

「楽しそうでしたね」

「ん？　何がだ？」

「アレン、という子と戦っているときです。すごく笑顔でしたよ。……ゾクゾクしました。少しだけ、以前の……ヴァイスみたいでしたが」

　シンティアにそう言われて驚いた。恐ろしいと思っていたはずが、どうやら俺は楽しかったらしい。

　自分でもわからないが、生来のヴァイスと、今の俺の気持ちが混在しているのだろう。

　何とも言えぬ不安。

　とはいえ、一段落したのは間違いない。

　今は深く考えず合否を待てばいいか……でも……。

「リリスとシンティアに一つ聞きたいんだけど、いいかな？」

「はい？」

「どうされましたか？」

「俺がもし、誰かを再起不能なまでに叩き潰したいと言ったら……どうする？」

　こんなことを聞く自分にも驚いていた。だが気になったのだ。二人は、どう感じるのだろうと。

「……どういう意味かはわかりませんが、私はヴァイス様のすべてを肯定します」

「私もリリスと同じですわ。ヴァイスのお言葉一つで、どんな人間にもなれます」

　二人の忠誠心というか、あまりの返答の早さについ笑みをこぼしてしまう。

　ああ、やっぱり俺は善人じゃない。

　まだ明確な答えは出ていないが、俺は俺らしく、破滅を回避しよう。

「ありがとう、参考になったよ」

「ヴァイス様、迷ったときはコイン、という話もありますよ！」




　なるほど。裏か表、潰すか、潰さないか、それもおもしろいかもしれない。




　　　　◇




　ノブレス魔法学園──会議室。

　学園長、教師、そしてヴァイスのよく知った二人の人物が集結していた。

「それでミルク、ゼビス、ヴァイスに何をしたのじゃ」

　彫りが深く、鋭い眼光で、白い髭ひげを蓄えた老人が、円卓の上座に鎮座しながらわしゃわしゃと髭を触っていた。

「何も。強いて言えば基礎訓練を施した程度です」

「私もそうですね。食事で支えたくらいです」

　平然と答える二人だが、大柄で黒髪の男が、怒髪天を衝かんばかりのけんまくでテーブルを強く叩く。

「お前たちふざけるなよ！　四大属性に光と闇の創造魔法だぞ？　その程度の訓練で習得できるわけがないだろう！」

「ダリウス、静かにするんじゃ。彼らは嘘うそをついておらん」

「でも！　……学園長、さすがに『アレン』のやつが可哀かわい想そうです。あいつは秀でた才能を持っていました。それが『ヴァイス』のせいで死ぬところだったんですよ」

「真剣勝負に負けたからといって喚わめくな。お前は戦場でも同じことを叫ぶのか？」

「あぁ？　ミルク、お前がちゃんと指導していれば──」

「嫉妬は見苦しいぞ。弟子が負けたからといって私に八つ当たりか」

　鼻息荒いダリウスに対して、ミルクが平然と答える。

　それを止めるのはゼビス。

「ミルク、ダリウス、やめましょう。そんなことをしに来たわけじゃないはずです」

　しかしそれに対し、ダリウスはまた鼻息を荒くする。

「……いいやゼビス。俺は知っているぞ。もとはと言えばお前が『アレン』の面倒を最後まで見なかったことが関係してるんじゃないのか！」

「……昔の話はやめましょう」

「ほう、どういうことだ？　その話、詳しく教えろ」

「……それより学園長、教師でもない私たちを呼んだのは他に理由があるのでしょう」

「うむ、ワシも以前からヴァイス・ファンセントの噂は知っておった。だからこそあの能力、いや資質は危険かもしれぬ。師として、執事として、お前たちがどう感じているのか聞かせてほしいと思ったのだ」

　それを聞いたミルクとゼビスが、静かに笑みを浮かべる。

「ヴァイスはおもしろい。善のときもあれば悪のときもある。私もまだ見極めきれないが、あいつが作る未来を見てみたい」

「……同じくでございます。ですが、彼は変わりました。決して弱者にその力を使うことはないと断言できます」

「……ふむ、そうか。すまんのう、なんせヴァイスはすべての試験で歴代最高記録を塗り替えおったんじゃ。さらに戦闘テストではやりすぎという声もあった。今までの噂を鵜呑みにしてか、苦情が多くてな。担当にあたった試験官がみな、恐ろしいと口を揃えていたんじゃよ」

「そうですか、しかしそれが何か合否に関係がありますか？」

　不ぶ躾しつけなミルクの物言いに、ダリウスが声を荒らげようとする。だが学園長は無言で手を出し静止させた。

「お主の言う通りじゃ、何も関係はない。幸い今年は粒ぞろいだの。平民『アレン』、聖なる娘『シャリー』、静かなる暗殺者『リリス』、氷の『シンティア』、そして全属性を習得している『ヴァイス』か。他にも何人かおもしろいのもいると聞いたが、いいじゃろう。今年は合格者を規定より増やすことにするとしよう」

「な!?　学園長!?　それだと前例が!?」

「ルールなんてくそくらえじゃ、なあミルク、ゼビス」

　学園長は、静かに笑う。それを見たミルクが、珍しく声を出して笑う。

「いいですね、その顔。暗黒大陸の戦争で駆けていたときと同じ表情ですよ、ギルス学園長」

「懐かしいですね。ギルスさんはまだしも、ダリウスが教師をするとは思いませんでしたが」

「ゼビス、オレぁお前のその口調のほうが気になるがな」

　四人は、過去を思い返しながら笑みを浮かべた。

　そして今年、異例の合格者数を出したノブレス魔法学園。

　その中でもトップの成績を誇ったヴァイスの噂は、在校生、卒業生、そして権力者たちに静かに広がっていった。

　今年は、とんでもない『最凶』がいると──。




　　　　◇




　合格通知が届いたのは春だった。

　当然だがシンティアも合格。予想外とまでは言わないが、リリスも無事に合格した。

　少し驚いたのは、俺が完膚なきまでに叩き潰したはずの主人公、アレンが合格したとゼビスから教えてもらったことだ。

　世界の強制力か、それとも秀でた才能を誰かが見み出いだしたのかはわからない。

　俺はまだ決めかねていた。あいつと仲良くなるか、それとも──叩き潰すのか。

　自分が強者だと気づいたからだろうか。性悪説を解いた偉人がいたが、今それを実感している。

　まあでも、なるようになるだろう。




　登校初日。ノブレス魔法学園の制服は白を基調としていて、さらに襟付きでしっかりとしている。入学式などで正装の場合は、その上からマントを羽織るのが習わしだ。

　肩には学園を象徴する剣と魔法の杖つえが、金の刺し繍しゆうで縫い付けられている。

　ポイントになっているのは、男子は長いズボンに紺色のブーツ、女子はスカートに黒タイツ、シンティアとリリスの美しいスタイルがより強調されていた（あと太ももも）。

　期待と不安、緊張が入り乱れ、心臓が心地よいリズムを奏でている。

　ただ──。

「この馬車に三人はきつくない？」

「狭いのがいいですよね！」

「あらヴァイス、話しやすいじゃありませんか」

　いつもの馬車は父親が使っているので別のものにしたが、ぎゅうぎゅう詰めだった。

　使用人に頼めば大きいものも借りてくることはできるが、二人にこれがいいと押し切られた。

　ようやくスタートラインだ。

　ここからが本番、気を引き締めなければならない。

「リリスの髪、すごく綺麗ですわ。やっぱり、ポニーテールが一番ですわね」

「えへへ、シンティア様のおかげですよ」

　まあでも、二人の掛け合いを見ていたらついほっこりしてしまうが。

　リリスがシンティアの呼び方を変えたのは、これから同級生になるからと、シンティアから言われたからだそうだ。そういった気遣いができるところも、いかにも彼女らしい。




　ノブレス魔法学園に到着。久しぶりでもないが、重厚な鉄の門が俺たちを迎えてくれた。

　不思議と緊張は消えている。

　門をくぐると、同じ制服に身を包んだ連中が歩いていた。

　だが彼らは味方ではなく、ライバルだ。

　俺は新たな目標を立てることにした。

　それは学園でトップになることだ。

　もちろん汚い手は使わない。

　真っ向勝負、すべて正面から叩き潰す。

　そして、破滅を回避するのだ。




　教室に入ると、すでに同学年の新入生たちが座っていた。

　広さは転生前の学校の一クラスと変わらない。机や椅子は独立したものじゃなく、横に長く繋つながっているタイプだ。

　視線が突き刺さるのは俺がヴァイスだからか、それとも両手の華のせいか。

　ミルク先生と同じく魔力を目に漲みなぎらせる。

　眼鏡めがねをかけて本を読んでいる女、大柄の短髪男、魔法の杖を持った背の低い女、イケメン風金髪爽やか男、どいつもそれなりの魔力を保有している。

　まあ、レベルの高い学園に入学できるくらいだからそれもそうか。

　驚いたことに半分以上が知らない面子だった。理由はわからないが、俺が関係していることは間違いないだろう。

　だがやるべきことは変わらない。

　といっても、何人が残れるかは知らないが。

「君は……ヴァイス、だよね！　やっぱり合格したんだ」

　振り返ると、後ろにいたのは主人公、アレンだった。原作通りの爽やかな笑顔だ。

　その隣では、シャリーがオドオドしている。

　俺とアレンの模擬テストを見ていたので不安なのか、俺がヴァイスだからか。

　他人から見れば、やりすぎだったらしいからな。

「まあね、君も受かったんだ」

「そうなんだよ！　あれだけボコボコにされたのに……でも、良かった。ヴァイスとはまた会いたかったんだ。いや、戦いたい……が本音かな」

　はにかんだ顔、頬をかく右手、闘争心がないような善人顔なのにサラリと言う。

　でもなんでなんだろうな。無性にイラつくんだよな。

「ヴァイス、風が気持ちいいですし、窓際に座りませんか？」

「たしかに天気がいいですもんね」

　ひとまず話を切り上げ、リリスとシンティアに背中を押されるように席に着く。

　窓から見える中庭の景色は、原作とまったく同じだった。

　ああ、俺は本当にノブレス魔法学園に来たんだな。




「ヴァイス・ファンセントくん、リリス・スカーレットさん、シンティア・ビオレッタさん」

　そして、俺の頬のぷにぷに具合が可愛いと、シンティアがツンツンしていたとき、俺の前に男が現れた。

　爽やかな金髪、爽やかな声、爽やかな風貌、あー……なんだったかな。

　そうだ思い出した。ルイ──。

「僕はミーセント家のルイだ。君たちのテスト……すごかった。特にヴァイスくんは過去最高の成績だって話だよ」

　そうそう、こんな名前だった。

　たしか原作でも明るい爽やかイケメンキャラだ。

　ミーセント家は、地属性の魔法に特化している歴史ある家柄だ。

　仲良くして損はないが、別に原作では好きでも嫌いでもなかった。

　そんな奴になんて返そうか、まあでも、よろしくでいいか。

　と、思っていたら、シンティアが──。

「ヴァイスはいまお忙しいので、話しかけないでもらえますか」

　睨にらみつけながらすさまじいことを言い放つ。よくわからないが、怒っているみたいだ。

　俺の頬ってそんな忙しい案件か？

　いや、よく見るとリリスも不満そうだ。

　彼女は爵位持ちではないのでおとなしくしているようだが、殺気を隠す気はないらしい。

「あー、ごめんな。ルイくん、また今度で」

「は、はは、ははは、邪魔してご、ごめんなさいっ！」

　半べそをかいて離れていくルイくん、ごめんね。でもまあ初日だし許してあげてくれ。

　そのあと、俺の耳たぶの柔らかさが気持ちいいとシンティアが触っていたら、チャイムが鳴った。

　時間ピッタリに扉が開く。

　驚いたことに、俺が想定していた先生ではなかった。

　だが幸か不幸か、彼女なら今日にでもおもしろいことをしてくれるだろう。

　眼鏡をかけた高身長の女性、絹のようなパープルの髪が揺れる。

　服はスタイルが強調されているスーツのようだが、この時代にはないので特注品だろう。

　背筋をピンと伸ばし、教壇に立つ。

「まずは、入学おめでとうございます。初めまして、このクラスは私、クロエが担当することになりました。よろしくお願いします」

　抑揚のない言葉遣い、質問を受け付けないと思わせるほどの早口、それが彼女の特徴だ。

　原作では別のクラスの担当だった。

　そして有無を言わさず、彼女は黒板に数字を書き始める。

　──一千ポイント。

　生徒たちが騒めく中、クロエはふたたび前を向いて、指をパチンと鳴らす。

　次の瞬間、俺たち全員の手の甲が光り輝いた。

　浮き出た数字は、黒板に書かれているのと同じだ。

　──俺を除いて。

「これがあなたたちに支給されたポイントです。ですが、ヴァイス・ファンセント、あなたはテスト結果を考慮して二千です。これは学園からの期待の表れになります」

　開幕から目立ってしまっているが、まあいいだろう。

　このくらいの牽けん制せいは必要かもしれない。

　──学園物はつまらない。

　それは、元の世界でよく言われていたことだ。

　創作物でありながら閉鎖された空間にしてしまうとやることが限られる、とか。

　同じような話ばかりになる、とか。

　そんな中、『ノブレス・オブリージュ』が人気だった理由は、このシステムのおかげといっても過言ではない。

　そしてヴァイス・ファンセントがなぜ極悪人と呼ばれるようになったのか、その理由もこのポイントシステムにある。

「どういうことですか？　意味がわかりません」

「ポイントって何？　成績みたいなの？」

　当然、わけのわからない連中は騒めく。

　俺以外は詳しく知らない。なぜなら学園内での重要な部分は秘匿されているからだ。決して漏らすことは許されていない。

　シンティアとリリスですらも何のことだかわかってはいない。

　ただ俺と一緒に訓練をこなしてきた。

　この程度のことであたたふたしてはいない。

「これはただの物差しです。しかし学園を卒業するまでつきまとうものです」

「先生、結論をお願いします」

「そうだな、わけがわからない」

「説明してください」

　クロエの一番嫌いなことは、口を挟まれること。

　生徒のほとんどが貴族だ。悪役とまでは言わないが、偉そうな奴は多い。

　それからクロエは、眼鏡の縁を触った。これは彼女が怒っているサインだ。

　全員が自らの首を絞めているのに気づいていない。

「そうですね、わかりました。丁寧に言葉で説明する予定でしたが、ご希望とあれば早速実戦テストに移りましょう」

　その一言のあと、大勢が喜んで声を上げた。

「そっちのほうがいいな。ややこしいのは面倒だ」

「ああ、俺もそのほうがいい」

「ポイント計算って面倒そうねー」

　和わ気き藹あい々あいと嬉しそうだ。だがそうやって余裕なのは今だけだろう。

　ポイントシステムの本当の意味を知れば、阿あ鼻び叫きよう喚かんの騒ぎとなるはずだ。

「私は先ほど、まずは入学おめでとうございますと言いましたが、これは言葉の通りです。──卒業まで面倒を見るとは言ってません」

　次の瞬間、全員が口を閉じた。

　クロエが、間髪入れずに答える。

「ポイントがゼロになった時点で、退学していただきます。そうですね、今日のテストは……誰か一人のポイントがゼロになるまで、にしましょうか」

　ヴァイスは元から悪役貴族だった、だがそれがさらに加速した理由──それはこのポイントを守るため、卑ひ怯きような所業の限りを尽くしていたからだ。




　暗がりの校庭、まだ自己紹介を終えてもいない俺たちは、拳、いや剣と魔法で語り合った。

　体力というよりは気力を使い果たし、ほとんどが満まん身しん創そう痍いで、項うな垂だれている奴もいる。

　まあ、俺を除いてだが。

「そこまでです」

　今にも人を殺しそうな冷たい目をしたクロエが、一人の生徒に視線を定めた。

　時間差でそれを理解した生徒は、怯おびえた様子で立ち上がり、よろよろと詰め寄っていく。

「ちょ、ちょっと待ってください！　僕は昨日、夜遅くまで訓練して、魔力を使い果たし──」

「言い訳は結構です。荷物をまとめてください。馬車はこちらで用意します。お疲れ様でした。──ルイ・ミーセント」

　無情なクロエの言葉に、その場にいた全員が言葉を失う。

　入学早々に退学、そんなことありえるわけがないと、どこかで思っていたのだろう。

　ただのコケ脅しだと。だがクロエの淡々とした物言いは、嘘ではないとすぐにわかった。

　テストは模擬試験と同じで一対一だった。

　俺は全勝、リリス、シンティアも。

　少しずつ全員のポイントが目減りしていく中、俺たちだけは順調に増えていった。

　おもしろいことに、ルイを地獄に突き落としたのは、主人公のアレンだった。

　あまりにも皮肉だが、一方で仕方ないとも言える。

　なぜならアレンも負ければ退学だったからだ。

　だがそれがまた主人公らしくも思えた。

　世界の強制力によるものか、見えざる手に首を掴まれているのかもしれない。

　だが今は勝利の喜びよりも、ルイの心配をしているみたいだが。

「クロエ先生、撤回してください！　彼自身の言う通り、初めから魔力がほとんどありませんでした！　こんなの、フェアじゃないです！」

「あらアレン、そう思うのならあなたのポイントをすべて付与することもできますが、そうしましょうか？　当然、あなたには消えてもらいますが」

　それでも必死に食い下がろうとしたアレンだったが、シャリーが急いで止める。これ以上逆らうと本当にそうなるだろう。

　ルイはその場で項垂れるが、次第に顔が鬼のような形相に変化していく。

「僕はミーセント家の長男、ルイだ……この学園に誰よりも貢献しているミーセント家だぞ！　わかってるのか！」

「知っています。ただあなたが落ちこぼれだった、それだけです」

　その無情な一言が、ルイの心を完全に折った。

　だが俺も驚いていた。

　ルイは落ちこぼれじゃない。それどころか、トップクラスにまで上り詰める素質を持っている。

　原作でも優秀な成績を収めて、上位で卒業していた。

　おそらく、いや間違いなく俺の存在が関係しているだろう。

　俺は本来、ルイに大量のポイントを奪われていたはず。だがそれがなくなったことで、シナリオがぶっ壊れた。

　アレンが叩き落とすことになったのは滑稽だが……くっ、くっくっ、これはおもしろい。

　もはや俺の知っているノブレス魔法学園ではないということだ。

「では今日の授業はこれで終わりです。ポイントが残っている生徒は、自室に戻っていただいて構いません」

　クロエがその場を後にすると、項垂れたルイを横目に一人、また一人とゆっくりと動き出す。入学初日とは思えない雰囲気だが、俺は愉快だった。

　ポイント制度、切せつ磋さ琢たく磨まで手を繋いで仲良くするよりも、ヒリヒリしているほうがいい。

　やっぱり俺は、ヴァイス・ファンセントなのかもしれない。

「ヴァイス、行きましょうか。ちょうど夕飯の時間ですよ」

「……シンティアは怖くないの？」

「何がですか？」

「ええとその……一人退学になったんだよ？」

「負けたのなら仕方ないですよね」

「私も同感です！　お腹なか空きましたー」

　驚いたことに、シンティアとリリスは平気な顔をしていた。

　俺の想像より何倍も気が強いらしい。

　でも、なぜか二人がより好きになった。




　寮は貴族たちが生活水準を落とさずに過ごせるように、高水準な施設が揃そろっている。

　最新鋭の魔法を使用した自動ライトや魔法自動扉、そして浴場にはこの世界では珍しい湯舟も。

　ノブレス魔法学園は三学年制で、下級生、中級生、上級生と分けられる。

　三つの棟が横並びで繋がっていて、さらに男女で分けられている。

　もちろん生徒同士の交流もできるようにと、食堂やミーティングルームは三学年共同になっている。

　入学式に施された手の甲の魔法印が、カードキーの代わりになっていた。

　荷物はすでに各自の部屋に運ばれているので、俺たちはまず空腹を満たすため、食堂に移動する。

　夜が遅いからか、上級生の姿はない。白を基調としたテーブルと椅子が、いくつも並んでおり、周囲の景色が見られるように透明なガラス窓になっていた。

　二十四時間常駐している給仕に声をかけ、適当に食事を頼む。

　さすがノブレス魔法学園だ、パン、肉、食材一つとっても高級なものばかり。

　一つ指摘するならば、もう少したんぱく質を増やした食事と、塩分が少ないメニューがあるといい。

　ちょっとだけゼビスが恋しくなった。

　俺たちは適当なテーブルに着席し、さっそく料理を頂く。シンティアは当然だが、リリスも食事作法が綺麗で、見ていて気持ちがいい。

「美味おいしいですわ。うちの料理人よりは落ちますけど」

「これが全部無料だなんて……嬉しいです！」

　リリスの言葉通り、在校生が不自由なく過ごせるように学園内ではほとんどが無料になっている。

　食堂はもちろん、自習室や身体を鍛える施設、地熱と魔法を利用した温水で一年中泳ぐことが可能なプールも無料だ。

　静かな時間が続いていたが、やがて同学年の連中がやってくる。

　どれもクロエのテストで優秀な成績を残していた奴らばかりだ。神経が図太いのだろう。

　その中に、アレンとシャリーの姿を見つけた。

　何を話しているのかは聞こえないが、食べないと元気にならないよ、とかだろう。

　彼女、シャリーは子爵家の令嬢だ。

　あるイベントで知り合った平民のアレンと仲良くなり、ここまで押し掛けた幼おさな馴な染じみ的なポジション。

「そんなに気になるのですか？　彼──アレンのことが」

　そのとき、シンティアの言葉で気づく。

　意識してるんだなぁと思いながら、微笑ほほえんだ。

　左手の甲には、他人から奪ったポイントと合わせて二千五百と表示されている。

　対してアレンは、ギリギリの百くらいだろう。

　俺はまだ──決めかねていた。これからどう立ち回るのがいいのか。

　そのとき、リリスがポケットからハンカチーフを取り出そうとして、金貨を落とした。この世界では結構な大金だ。

　それを拾い上げたあと、俺はふと彼女が言っていた言葉を思い出す。

　──ちょうどいい。

「あ、すみません。ヴァイス様、ありがとうございます！」

「……リリス、ちょっとこれ借りていいか？」

「はい？　構いませんが、何か必要であれば代わりに買ってきましょうか？」

「いや、そうじゃない。──運試しだ」

「運試し？」




　表が出れば、アレンと卒業まで仲良くして、破滅を回避。

　裏が出れば、アレンのことを真正面から叩き潰し、何もかもぶっ壊す。




　どっちに転んでもおもしろい。

　俺は金貨を親指に乗せて、ピンと弾く。

　心地よい音が響き、天高く舞い上がる。

　この世界の通貨は、表に王国の城が描かれている。

　その反対側、裏は最強の象徴である竜だ。

　だが俺は力加減を間違えてしまったのか、金貨は綺麗な直線を描くことなく横に逸れていく。

　掴みそこなったコインは地面に落ちると転がって、ある男の靴に衝突、くるくると踊ったあとに倒れこむ。

　それを拾った男は、俺に歩み寄ると、爽やかな笑顔を見せる。

　屈託のない笑み、人懐っこい愛あい嬌きようのある顔、無性に苛いら立だちを覚える。

「ヴァイス、落とし物だよ」

「ありがとう、──アレン」




　手渡されたコイン、竜が、俺を睨んでいた。




　　　　◇




　当然だが、この世界にある魔法学園は一つじゃない。

　だが他国の学園とノブレス魔法学園を比べると圧倒的な違いがある。

　それは、修練所として使用可能な場所を国が進んで提供していることだ。

　山、川、果ては砂漠までもが敷地になっており、これにより実戦を想定した大胆な訓練が可能となる。

　これもすべて、有能な人材を選別するため、そして来るべき時に備えてだ。




　深い森、漆黒の訓練服に身を包んだ俺たちは、魔力を足に漲らせ、高速移動魔法で駆けていた。上下が分かれた一見普通なこの服は、ノブレス魔法学園だけの特別製だ。肩や手足部分に編み込まれている金の刺繍には、特殊な術式が付与されている。女子は短パンで太ももが見えているが、下には薄いベージュの特殊タイツを穿いている。望めば黒もあるらしいが、このあたりはいかにもゲームって感じだ。まあ、嫌いじゃないが。

「シンティア、リリス、左右から挟み込んで敵の気を引け、旗フラツグは俺が取る」

「承知しましたわ」

「了解です」

　俺の命令で、二人が左右に散る。

　俺は足を止めると、観察眼ダークアイで二人の位置を確認しながら、秒数を数えていく。

　──五、四、三、二、一。

　予想通り、巨大な魔力がぶつかり合った瞬間、俺はふたたび駆けた。




　視線の先、目標である竜の旗を見つけるが、手に取る寸前で違和感に気づき足を止める。

　高密度の魔力糸マジツクスレツドが、あたり一面に展開されていた。

「……シャリーか」

　粘着性のある特殊な魔法が付与されている。透明化のおまけ付きだ。

　触れると身動きが取れなくなるだろう。

　──俺以外は。

　魔力を高めて、全身を闇と光の加護魔法で覆う。

　俺が編み出した独自魔法だ。

　敵の魔力を無効化しながら、加護の癒やしヒールを術者に与え続ける。

　草木を撥ね除けるように罠わなを取り払うと、旗を手に取ろうとした。

　だが──。

「──させないよ。ヴァイス」

　上空から現れたアレンが、手加減一切なしで俺の脳天に剣を振り下ろす。

　瞬時に回避するが、剣が地面に叩きつけられると、地面がえぐれて轟ごう音おんが響く。

　訓練用の木剣だが、魔力が通っている場合、破壊力は刃物とさほど変わらない。

　この躊ちゆう躇ちよのなさは少し笑えるが、相手が俺だからだろう。

　コイツを放置して旗を奪い取るのは容易たやすいが──。

「こい」

　携帯していた小刀を取り出すと、微力の魔力を流し込む。

　俺の手加減に気づき憤慨したのか、アレンは一直線に駆けてくる。

「ハァッ！」

「──その程度か？」

　鈍い、鈍すぎる。

　主人公ってのはもっと強いんじゃないのか？

　だが首を狙って気絶させようとした瞬間、アレンは三倍ほどの速度で動いた。

　──これだ、なんでコイツは弱いくせにこの反応ができる？

　……気に食わない。

　それからもアレンは、何度倒れても向かってくる。

　決定打の時だけ、こいつは回避しやがる。

　しかし──。

「終わりだ」

「──え!?」

　脇腹に拳で一撃。

　悶もん絶ぜつするアレンをよそにゆっくり旗を手に取る。

　その瞬間、魔法花火が上空に撃ち上がった。

『試合終了、ヴァイス隊の勝利です。校庭に集合してください』

　空に放たれていた魔法鳥が、勝利の言葉を叫ぶ。

「ハァッハァッ……さすが……ヴァイ……ス……」

　苦しそうに倒れ込んでいるアレンに声をかけることもなく、俺はその場を後にした。
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　魔法隠おん密みつ訓練一位、ヴァイス・ファンセント。




　魔法追跡訓練一位、ヴァイス・ファンセント。




　魔法防衛訓練一位、ヴァイス・ファンセント。




　──足りない。

　全然足りない。

「ヴァイス・ファンセントに五百ポイント追加」

　クロエが、いつものように淡々と成績を読み上げる。

　入学式を終えてから一か月が経過していた。

　今の時点で退学者は十人、その内の七人には、俺が直接引導を渡した。

　半分以上が原作では卒業していた奴らだ。

　だがある程度期間が過ぎたこともあって、今の下級生たちはそれなりにポイントを保有している。

　成長段階のことも考えられたシステムだということだ。

　俺の右手のポイントの数字が変動、五千七百と表示された。

「またヴァイスかよ、あいつ、マジでヤバくねえか？」

「強すぎるだろ。努力もしないで才能でよお」

「間違いなく卒業するだろうな……」

　雑魚どもはよく吠ほえるが、どうでもいい。

　卒業なんて当たり前、それ以上のことを達成しようとしているのだから。

　俺が退学させたいのはアレンだ。

　だがあいつは、ギリギリになるといつも底知れぬ力を発揮し、何度も窮地を脱している。

　取り巻きのシャリーの存在、そして原作通りの仲間たちが、あいつを助けていることも関係しているだろう。

　それに日々強くなっている。腹立たしいが、それはそれでおもしろいなと感じていたりもする。

　──複雑な気分だ。

「シンティア、リリスに三百ポイント。続いて、アレンに百五十、シャリーに百、デュークに五十」

　他人のポイントをいちいち計算する必要はなく、週に一度、序列が公表される。

　当然、俺は一位だが、アレンは徐々に順位を上げていた。

　ゼロになると退学というわかりやすいシステムだが、それだけだと上位を目指す理由にはならない。

　おもしろいのは、このポイントシステムが、飴あめと鞭むちでできていることだ。

　数値ごとにランクが決まっており、最高ランクがＳ、そこからＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅとなる。

　俺は現在Ｃ級だが、上級生になるとＢ、Ａが増えてくる。

　Ｃ級になった時点で、特権として個室が与えられる。それまでは集団部屋だ。

　ノブレス魔法学園に金がないというわけではなく、あえて不満を溜めることで生徒のやる気を向上させている。

　ポイントは座学、試験によって増えていくが、すべてにおいて一位を取り続けるのは俺であっても至難の業だ。

　ノブレス魔法学園も、ただ強い奴だけが欲しいわけじゃないからだ。

　とりわけ一番手っ取り早いのは一対一の対抗戦だろう。

　直接ポイントを奪い合うことができるし、一定のポイントに達すれば上級生とも戦うことができる。

　だがランク戦は義務ではなく、断るのは自由だ。

　退学のリスクもあるので、常に行われているかというとそうではない。

　だが俺は違う。大勢を地獄に突き落としてでも、上にのし上がってやる。

　なぜなら在学中にＳ級に到達すると飛び級で卒業が可能だからだ。

　とはいえ長いノブレス魔法学園の歴史の中で、今まで飛び級を達成した生徒は存在していない。

　それほどの難易度だ。

　だが俺は目指している。それが、破滅からの一番の回避策だと思っているからだ。

「ごめん、僕がまたヴァイスに負けたからだ……」

「気にしないでアレン、次勝てばいいのよ」

　俺に負けたことがショックで項垂れるアレンを、シャリーが慰めていた。二人を見ていると、微笑ましい気持ちが浮かぶときもある。

　ああ、原作通りだ──と。

　だが次の瞬間、激しい憎悪も湧き出てくる。

　複雑な心境だ。

　そのとき、一人の男が、俺を見つけて興奮気味に歩いてくる。

　ドシドシと地面が揺れていると錯覚する勢いで。

「ちきしょー！　ヴァイスてめぇ、マジで人生二周めかよ！」

　二周めとは、俺が強すぎるがゆえによく言われている例えだ。

　ある意味では当たっているのだが、それがまたおもしろくもある。

「脳まで筋肉になったのか？　デューク」

　ビリリアン家の長男、デューク。

　短い黒髪、生徒とは思えない大柄の身体に、盛り上がった筋肉。

　身体強化を得意とするビリリアン家は、優秀な騎士家系だ。

　攻守ともにバランスは良いが、遠距離が弱いという弱点がある。

　そう、だった。

　今のデュークは、遠距離から攻撃を飛ばす創造魔法を習得した。

　俺に一度ボコボコにやられたあと、力だけじゃ勝てないとわかったのだろう。

　これも大きな改変の一つだ。

　いちいち絡んでくる面倒な奴だが、わかりやすい分、アレンよりは嫌いじゃない。

　そして視界の奥では、小さな女の子が肩を震わせながら、クロエに怒られていた。

　肩くらいまでのピンク髪、幼い顔立ちだが、背丈ほどの大きな魔法の杖を持っている。

「カルタ、あなたは恵まれた才能を持っています。座学はトップクラスなのですよ。しかしながら、次の実戦テストで点数を取らなければ退学になります。わかっていますか？　逃げてばかりでは何のために入学したのかわかりませんよ」

「は、はい……」

　彼女は、非常に珍しい飛行魔法を習得している。

　無属性であり、熟練の魔法使いですら扱いが難しく、俺ですら習得はまだできていない。

　原作通りならば、彼女は次の試験で退学となる。

　そしてその悔しさをばねに、本来彼女の隣にいるはずの親友が本気になって卒業を目指す、というのがサイドストーリーだ。

　そいつはもう、すでに俺が退学にさせてしまったが。

　彼女を見ていると、非常にもったいない気がした。

　誰も届かない高みに到達できる可能性を持っているというのに、勇気を出そうとしていない。

「ねえカルタ、早いとこポイント全損してくれない？」

「え……」

　そしてクロエが消えた途端、カルタと同室と思われる女が彼女に嫌いや味みを言っていた。

　彼女はカルタと同じＤ級、つまり集団部屋で寝泊まりしている。

　カルタが消えれば一時的に個室になるはずだ。だから消えてほしいと思っているのだ。

　たしか、原作でもこんないじめのシーンがあったな。

「どうせやる気もないし、親の手前、入学しただけでしょ？　あんたのうざかった親友もいなくなったし、これでハッキリ言えるわ」

「……なんでそんなこと言うの？」

「落ちこぼれ同士で傷舐なめ合ってんなーって、思ってただけだけど？」

　仲間といっしょにぎゃははと笑い、カルタを馬鹿にする。

　そのとき、俺の心が少し揺れ動いた。

　ただ、それに身を委ねることは、ヴァイスが許さない。

　そんな甘えは許されない。

　俺は、俺であるべきなのだと。

「そういえばヴァイス、次の試験は私とペアでいいですよね？」

「シンティア様、次は私ではないんですか!?」

「……いや、もう決まった」

「「え!?」」

　二人を残して、俺は歩く。

　そして静かに声をかけた。

「底辺の争いほど醜いものはないな」

　怯えた少女、稀け有うな魔法使い、本来は退学になるカルタ。

　俺に気づいたいじめっ子たちは、怯えた様子で囁ささやきはじめる。

「ヴァイスじゃん……やばいよ」

「まずいって、ねえ行こ」

「……ふん」

　去っていくいじめっ子どもの背中は、もう一つの未来の俺に見えた。

　そしてカルタに視線を向ける。彼女は、ビクリと肩を震わせた。

「なんで……助けてくれたの」

「助けたわけじゃない。バカにされても声を上げない弱虫が鼻についただけだ」

「……なんでそんな言い方……み、見なければいいじゃない……」

　それはそれで正論かもしれないが、まあいい。

「次の試験、お前は間違いなくポイントがゼロになる。なぜだかわかるか？」

　カルタは長い間、無言だった。しかし、ゆっくりと口を開く。

「……タッグ戦だから……」

「そうだ」

　次の試験はもう公表されていた。

　二人組を作って戦うタッグ戦。

　ノブレス魔法学園の実戦テストは、個人戦以上にチーム戦が多い。

　これもすべて将来のためだ。

　求心力のない人間が、上の立場に立てるわけがない。

　仲間を集めることも、学園での勉学の一つということだ。

　それに次のタッグ戦は、今までで一番重要度が高い理由がある。

　俺もこのままではよくない、それもわかっていた。

　だから──。

「俺と出ないか？」

「……え、ええ!?　え!?　な、なんで私なんかにヴァイス……くんが……？」

　落ちこぼれ退学間近のカルタと、下級生首位の俺。たしかに不釣り合いだ。

　だがそれは、ポイントだけの話。

　上っ面だけを見てもしょうがない。

　彼女は天才だ。俺はそれを認めている。

「お前の飛行魔法は素晴らしい、埋もれるのが惜しいだけだ」

「……そんな……でも……」

　悩んでいるのか、それとも怯えているのか。

「勘違いするなよ、俺は何も助けようとしてるんじゃない。お前とペアを組んだほうが効率がいいと思ったからだ」

「そう……だよね」

「ああ……そのかわり俺に飛行魔法を教えてくれないか？　その……何度やってもできないんだ」

「え、ヴァイスくんが……練習してるの？」

「いつも真っ逆さまだ。危うく死にかけたこともある」

　そこで初めて、カルタはふふっと笑った。

　いつも平然としている俺からは想像もつかないからだろう。

「……お前の親友を退学させたのは俺だ。それはわかってる。だけど真っ当な勝負だった。だがお前まで落ちると彼女はどう思う？　それでいいと思うか？　あいつらを見返したくはないのか？　俺ならお前をうまく使える。だからお前も、俺をうまく使えばいい」

　俺の行為は、原作を間違いなく破壊する。

　とくにカルタの魔法は強力だ。

　危険な行為だが、俺は俺の道を行くと決めた。

　カルタは怯えながらも身体の震えを止め、杖を強く握りしめていた拳を緩めた。

　そして、俺に顔を向ける。

「……わかった、ヴァイスくん。私で良かったら……お願いします」

「ああ、だが俺と出るからには一位を目指す。試験まで時間がない、今日から毎晩、朝まで特訓するぞ」

「え、えええ!?」

[image: ]

「返事は、はい、だ」

「は……はい！」

　……なんか俺、ミルク先生に似てきてないか？




　　　　◇




「これが一か月のポイントです。群を抜いているのは、やはりヴァイス・ファンセント。彼は……異常です」

　学園長室。いつもは表情を一切崩さないクロエだが、恐れにも似た表情を浮かべている。

　今まで多くの生徒を担当した彼女から見ても、彼が圧倒的な才を放っているからだ。

「たしかに下級生とは思えないポイントだのう。それに退学者の半数以上がヴァイスの手で……これも過去最高じゃな」

「闇と光の創造魔法は生徒が到達する限界をすでに超えています。剣術においても、あのミルクが指導していただけあって私ですら舌を巻くほどの腕前です。それと驚いたことに、リリス、シンティア両名が入学当初からは考えられない速度で成長しています。これについては…理解不能ですが」

　クロエは幼いころから他者の資質を見極める能力に長たけている。

　それは出生が関係していた。

　とある小国で生まれた彼女は、のちに宗教へと発展することになる能力至上主義の信仰者集団の中で育った。

　他人を蹴落とし、親友でさえも躊躇なく切り捨てることを学んだクロエは、誰よりも冷徹なまま成人を迎えた。

　だがある日、大規模な戦争に巻き込まれ国が壊滅し、すべてを失う。

　その後、己の能力を生かした経験から傭よう兵へいとして軍師の仕事で成り上がり、ノブレス魔法学園の教員に任命される。

　だがそんな彼女ですらも、リリスとシンティアの成長速度は理解ができずにいた。

「魅せられたことはないかのう、クロエ」

「……どういう意味でしょうか」

「崇拝、盲信、心酔、狂信、──信頼。まれにいるのじゃよ、圧倒的な才能に引っ張られる者たちが」

「もちろんそれは……わかります。ですが、資質には限界があります。例外はありません。──と、今でも思っていますが……」

「ふむ、それでアレンはどうじゃ？」

　学園長の突然の質問に、クロエは戸惑いを見せる。

　平凡、平民のアレン、なぜ退学にならずに残れているのかもわからない。

　ただ時折見せる力は、クロエも不思議に思っていた。

　しかし彼女からすれば興味は一切湧かない程度のものだ。

「最下位とまでは言いませんが、特に秀でた部分は見られません。稀有な才能を持つカルタやシャリーような生徒もいますが、アレンには特殊な魔法もありませんし」

「ふむ……まだまだじゃの。クロエ、魅せられるのは何も近しい存在だけではない。きっとヤツは化けるぞ」

　クロエには信じられなかった。アレンが学園長の強い後押しで異例の合格になったことも、彼の指導に当たっていた、普段は人を決して褒めないダリウスが、声高らかにすごくなるぞと言っていたことも。

　まだ、この段階では──。




　　　　◇




　シンティアとリリスは、密ひそかに特訓に励んでいた。

　ノブレス魔法学園地下、生徒なら誰でも使用可能な訓練室。

　試験時にも利用されることがあり、簡易的な観客席が設置されているが、今は彼女たち以外には誰の姿もない。

「氷槍アイスランス！」

　シンティアが、対面のリリスに遠慮なく魔法を放つ。

　透明で視認しづらい鋭い槍やりは、直撃すれば大おお怪け我がを負うことは免れない威力。

　だがリリスは、あえて真正面から駆ける。

　寸前──刹那──氷の切っ先が額に触れるギリギリで回避し、距離を詰め続ける。

　二人は対照的な攻撃スタイルである。

　リリスは静かなる暗殺者の異名を持つ。得意とするのは近接戦。

　対してシンティアは、遠距離からの魔法攻撃が主だ。

　彼女の持つ氷は、四大属性の水が進化した稀有な魔法である。

　幼いころから自然と魔法を習得していた彼女は、生まれながらにして自他ともに認める天才だった。

　それゆえに大した努力もせず、何もかもそつなくこなしていた。

　退屈な人生、だがヴァイスと出会ってからすべてが変わった。

　現状に満足せず、ただひたすらに高みを目指す彼の姿に心を打たれたのだ。

「ハァッ！」

　距離を詰めたリリスは、暗器のナイフをシンティアの頬に全力で突き刺そうとする──が、シンティアは一歩も動かず氷壁アイスシールドを部分的に展開させて防ぐ。

　魔法詠唱には短いが硬直時間がある。リリスもその隙を見逃さない。

　左足でシンティアの脇腹を蹴りつけ体勢を崩し、さらに追い打ちを仕掛ける。

　攻撃を受けたシンティアは顔を苦痛に歪ゆがめるも、悲鳴は上げない。

　わずかに吐息を漏らしながら無詠唱で氷を錬成し、地面から出現させた氷の刃でリリスの右肩を突き刺す──。

　訓練というにはあまりにも危険な行為。

　だが本気の戦いをすることが、ヴァイスに近づく唯一の方法だと二人ともわかっていた。

「はあっはあっ、やりますわねリリス」

「……はあっ、シンティア様こそ」

　それからも二人は、命を懸けた訓練を続けた。

「リリス、あなたはどうしてそこまで頑張るの？」

　長い戦闘訓練が終わり、お互いの身体を回復魔法で癒やしているとき、シンティアが尋ねた。

　ヴァイスのため、ということはもちろん当然だが、それにしても理解できなかった。

　シンティアには婚約者という立場がある。しかしそれは、婚約を破棄されれば終わり。だからこそ、ヴァイスに必要とされたい。

　だがリリスは、メイドとして傍に居続けることができる。

「……努力を続け、信念を持っているヴァイス様を見ていると、このままじゃいけないと思ったんです。初めはただ仕えているだけで満足でした。それだけで幸せでした。でも、今は違います。ヴァイス様に危険が迫ったとき、私は頼られる存在でありたい。だから、強くなりたいんです」

「そう……立派ね。ただ間違ってるのは、あなた今でも強いわよ？　私なんかよりもね」

「そんなことないですよ。シンティア様の魔法は……すごいです。私なんかよりも、全然……」

　シンティアは、静かに首を振る。

「ただ運が良かっただけ。私は才能なんていう偽りのものに自信を持ちすぎていたわ。今はただ……感謝してる。ヴァイスのおかげで、どう能力を生かせばいいのかもわかってきた。私も、彼の傍で、彼が見る景色を見たい。添え物じゃなくて、誇れる存在として」

「ふふふ、シンティア様、私たちも頑張りましょうね。いつかヴァイス様に、「助けてくれないか？」って言わせましょう！」

「リリス、それいいわね。じゃあ、身体の傷が癒えたらもう一勝負しましょう。次のタッグ戦、二人で一位を目指すわよ」

「はい！　頑張りましょう！」
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「カルタ、あの人がヴァイスだよ」

　ファンセント家のヴァイスといえば、誰もが知る悪名高い男だ。

　残虐非道、凌りよう辱じよくが趣味、人を人と思わない悪役貴族。それが、私の知っていた噂うわさ。

　そんな彼を初めて見たのは、入学試験のときだ。

　努力嫌いで怠惰、権力を使って好き放題に生きている、という話だったが、彼の魔力は淀よどみがなかった。

　一目見ただけで、私は彼がどれだけの努力をしてきたのかわかってしまった。

　アレンくんと模擬テストが始まると、彼は一切の遠慮なくすさまじい魔法を放った。

　身体が震えて、対たい峙じしていない私が思わず逃げ出したくなるほどに。

　私は元々、ノブレス魔法学園に興味はなかった。

　ただ親に言われて試験を受けにきただけだ。

　もちろん、親友の後押しもあった。

　二人で合格したときは嬉うれしかったけど、どこか不安もあった。

　入学式でクロエ先生からポイントシステムを聞いたときは、心が締めつけられた。

　卒業するには、多くの人を蹴落とさないといけない。

　そんなこと、私にはできない。

　そして──私の親友は退学になってしまった。

　私も楽になりたい、争いごとなんて嫌いだ。

　そんな私の臆病さが目につくのか、同じ部屋の女子によく絡まれるようになった。

　私のことはいい、だけど、親友のことまで馬鹿にされるのは辛かった。

　それでも、身体が動かない。

　辛い、苦しい──。

『底辺の争いほど醜いものはないな』

　そんなとき、彼──ヴァイスくんが声をかけてきた。

　初めは私たちを馬鹿にするのが目的だと思っていたが、彼がきた途端、いじめっ子たちが去っていく。

　もしかしたら私を助けにきてくれたの……と、思ったけど、それも違った。

　弱虫な私を見たくない、そんなに弱いなら学園から消えろ、と一喝したのだ。

　そうか、ただ目障りだったのだ。

　しかし彼はなんと、私とペアを組みたいと言ってきた。

　わけがわからない。何がしたいんだろう。

　だけど彼は、私の飛行魔法を褒めてくれた。

　周りからは才能があっていいなと言われるけれど、私だって努力をしてこなかったわけじゃない。




　初めて空を飛んだ日のことは、今でも鮮明に覚えている。




　崖から落ちた猫を助けるために、飛行魔法を瞬時に構築したのだ。

　風が心地よくて、青空が手を伸ばせば届きそうで、すごく気持ちがよかった。

　だけどそのことは、誰にも信じてもらえなかった。

　なぜなら飛行魔法は、とても難易度が高いからだ。

　嘘うそだと思われるのはどうでもいい。だけど、もう一度あの景色が見たい。

　その一心で私は努力をはじめた。

　そして長い年月をかけて、奇跡はやがて私の得意魔法になった。

　ようやく飛行魔法を身に着けたのだ。

　だけどヴァイスくんは、それを初めからわかってくれていた。

　そして、後押しをしてくれた。

　私の魔法を素晴らしいと、断言してくれた。

　私とヴァイスくんが対等だと、思わせてくれた。

　それから私は、彼と訓練を始めた。

「カルタ、それで本気なのか？」

　ヴァイスくんは……とても厳しかった。

　私が女性だからといって、手加減なんてしてくれない。

　だけど……それが嬉しかった。

　私は身長が低いし弱虫で、大した腕力もない。

　そんな私に時間を割いて、そして、最後はお前なら絶対やれると言ってくれる。

　素直な気持ちをぶつけてくれて、私の努力を褒めてくれる。

　弱虫でもいい、立ち向かう強さがなくてもいい、ただ、自分を誇れと。

　今まで、何度か声をかけられたことはある。

　俺と一緒に、私と一緒に、チームを組まないか──と。

　だけどその心の裏では、みんな私を下に見ている。利用しようとしている。

　私にはそれが〝視みえて〟しまう。

　そんな中──。

「カルタ、お前はすごい。俺と一緒に戦ってくれ」

　ヴァイスくんだけは、私をまっすぐに見てくれる。裏表なく、忖そん度たくなく、対等に。

「まだまだ……やれる」

「いいな、その調子だ。馬鹿にした奴やつらを全員、見返してやれ」

　そのうち私は、ヴァイスくんと同じ景色が見たいと思うようになっていた。

　誰からも恐れられ、だけど、すごく強い彼のようになりたいと。

「カルタ、一人で何してるんだ？」

「え？　いや、ご飯を食べようと思って……」

「一緒に食べたらいいだろ」

「あ、いやでも……シンティアさんとリリスさんもいるし……」

「だからどうした？　二人とも気にしない」

「……ほんと？」

　怖いと思われているけれど、ヴァイスくんにはいいところがいっぱいある。

　おっちょこちょいだったり、やっぱり怖かったり、でも可愛かわいいところもあって。

　噂って、本当にあてにならないんだなあと思った。

「……飛行魔法、難しいな」

「ヴァイスくん、それで本気なの？」

「……もう一回だ」

「ふふふ、頑張ろうね」

　一生懸命で、まっすぐで、恰かつ好こうよくて、努力家なヴァイスくん。

　今まで大勢の人に飛行魔法を教えてほしいと言われてきたけど、誰一人として本気で学ぼうとはしていなかった。

　簡単なコツとか、そういうのを聞いてきただけ。

　だけど、彼は違う。

　常に考えている。どうしたらいいのか、どうやったら強くなれるのか。

　ただひたすらに未来だけを見ている。

　すごい、本当にすごい。

　私には目標なんてなかった。

　ただ何となく生きて、何となく幸せに暮らせたらいいなと思っていた。

　でも、これからの私は違う。

「カルタ、行くぞ。練習の成果を見せるときだ」

「はい！」

　学園を卒業して、ヴァイスくんに胸を張って対等だと言えるまで、もう弱音は吐かない。




『それでは、三学年合同タッグ戦、スタートです！』




　私は、カルタ・ウィオーレ。

　真正面から、みんなを認めさせてやるんだから。




　　　　◆




　タッグ戦は初めて〝中級生〟〝上級生〟と戦うことができる、下級生のお披ひ露ろ目め会かいみたいなものだ。

　といっても、この学園で一年、二年先輩は伊達だてじゃない。

　厳しいポイント戦争に勝ち抜き、さらにそれを楽しめる者たちがほとんどだからだ。

　これは、先輩たちはこんなに強いのか、と興奮させる、いわゆる負けイベント。

　ゲームの序盤ではありがちな消化試合。だが俺は、それを甘んじて受け入れようとしているわけじゃない。

　そんなくだらないシナリオはぶっ壊してやる。

「ヴァイスくん、急がなくていいの？　みんなもう移動し始めてるみたいだけど……」

「地雷撤去は雑魚に任せておけばいい」

　俺とカルタは、高い崖の上から森にいる連中を見下ろしていた。

　ここは、ノブレス魔法学園からほど近い、ガリアル山。

　下は深い森になっていて、姿形を見ることはおろか、声を聞くこともできない。

　ちなみに全員クロエに転移魔法で飛ばされたので、誰がどこにいるのかすらさっぱりわからない。

　──俺以外は。

　観察眼ダークアイを発動させると、森にいる連中の姿が丸い黒点のように見える。

　さすがに誤差なくとまでは言わないが、見知った奴らならすぐにわかった。

　魔力には個性がある。体臭と同じだ。

　先頭で駆けているのはリリスとシンティアだろう。

　血気盛んなのは結構だが、上の奴らを相手にするのは彼女たちでも苦労するはずだ。

　少し後方にアレンとシャリー、デュークの相棒は……はっ、おもしろい。

　三学年のデスマッチとはなっているが、学年ごとに飛ぶ場所はある程度決まっている。

　そのほうが三さん竦すくみになりやすいからだ。

　それにわざわざ先輩方は序盤から潰し合いはしない。

　与しやすい下級生を倒してももらえるポイントは少ないが、チリも積もればなんとやらだ。

　ちなみに俺たちも同様だ。同じ下級生を倒しても、ポイントは大してもらえない。

　だからこそ至極当然に仲間意識が芽生える。さあ、みんなで先輩を潰そうってな。

『下級生三十一番、エリアル、行動不能、行動不能』

　そのとき、魔法鳥が叫び声を上げながら旋回しはじめた。

　パーティーの始まりの合図だ。

「早い……」

　カルタは、身長と同じくらいの杖つえを強く握りしめていた。

『ノブレス・オブリージュ』では、魔法の詠唱に杖は必ずしも必要じゃない。

　ミルク先生は持ってないし、シンティアも持ってはいるだろうが、使っているところを見たことがない。

　ただカルタのような飛行魔法や繊細な魔法だと、詠唱で精度が大幅に向上する。

　といっても、手が使えなくなるデメリットは甚だ大きい。

　近接戦を捨てた火力特化のためか、カルタのように相手に近づくのが嫌いであるためか、大体このどちらかのタイプが杖を持つことが多い。

　まあ、今の彼女は違うが。

「そろそろ行くぞ。作戦は伝えた通りだ。──いいんだな？」

「もちろん、私は──やると決めたから」

　気づいたら俺の頬は緩んでいた。

　気弱な少女が成長した姿が嬉しかったのか、自分を重ねたのか、それはわからない。

　次の瞬間、俺たちは崖へ向かって走り、一切の躊ちゆう躇ちよなく飛び下りた。

　身体が宙に投げ出され、風が俺たちを包み込む。

　身体が地面へ近づき、落下速度も上がっていく。

　地上の景色が迫ってくると、俺は魔法を発動させた。飛行魔法だ。

　結局俺は、カルタほどの飛行魔法を習得することはできなかった。

　今も飛んでいるというよりは、滑空している。

　それでも、彼女は恐ろしい才能だと褒めてくれたが。

　空に高く飛び上がって戦うのは理想的だが、カルタでさえそんなことをすればすぐに魔力が底をつく。

　飛行状態ってのは常に魔力を使い続けているのと同じだ。

　俺が求めていたのは、敵を振り回すことのできるほんの些さ細さいな動き。

　ただ予想外だったのは、空は俺が思っていたより楽しいってことだ。




『下級生二十七番、ビビット、行動不能、行動不能』

　ガリアル山、最奥の森。

「ははっ、まったく下級生は楽だなあ。簡単な罠わなすら見破れないくせに、勢いだけは一丁前で」

「上級生が動くのはまだ先だろうし、のんびりしようぜ。そういえば、下級生ですごい奴がいるって噂じゃなかったっけ？　ヴィス？　ヴィース？」

「ははっ、俺らの代でもいたけど、弱すぎて退学になっただろ。魅惑のなんちゃらとか英傑とか、何でも言いたくなる年頃だしな」

「たしかに。──あれ、リディ？　どこいった？」

『中級生十番、リディ、行動不能、行動不能』

「……は？　──テメェ、どこから来やがった？」

「空から」

「はあ!?　くそ、ふざけやがって」




　紺色の訓練服、肩には優秀な成績を収めたときにもらえる星が付与されている。

　下級生の俺を見ても警戒は緩めず、それどころか全身に魔力を漲みなぎらせた。

　さすがノブレス魔法学園の中級生、魔力に淀みがなく、洗練されている。

　上手に隠しているが、属性は火だろう。

　──当たりだな。

　ミルク先生、貴方あなたの教え、今でもちゃんと守っていますよ。

「二人め」

　フゥと浅い呼吸を繰り返しながら、真正面から詰める。

　だがこれを見て、先輩の警戒が少し緩まった。

　バカ正直な行動、猪いのししのような下級生が偶然飛んできただけだと思ったのだろう。

　だが俺は少し手前で上昇する。




　──不自然な壁アンナチユラル




　そして空中で、飛び跳ねるような動きで相手を翻弄する。

「な、なんだおまえ!?　クソ、クソッ！」

　焦った先輩は闇雲に無詠唱で火の魔法を放つ。

　小さいが高密度の魔力が込められていて、直撃すれば俺でもただでは済まない。

　まあ、当たらないが。

　そのまま首を一刀両断──といきたいが、退学はごめんだ。

　訓練用の木剣で切り伏せると、一定量の魔力が漏出して先輩は気絶した。

　俺は飛行魔法を完全習得することはできなかったが、かわりに新しい技を習得した。

　闇と光、そして無属性を混合した透明な壁だ。

　ほんの数秒程度しか形を保てないが、それで十分。

　今の俺にとっては、空中も地面と変わらない。

　といっても、蹴りつける瞬間に出現させるので、常に出せるわけじゃない。

　重力に反作用していることもあって、地面から離れるほど魔力を消費する。

「──いただき」

　そのとき、俺も初陣だったからか、初めての新技の披露で気持ちが高ぶっていたからか、後ろから迫りくる存在に気づくのが遅れた。

　不可侵領域バリアで防ぐことはできるが、魔力を大きく消費するのでそれだけで不利になる。

　後方から魔法が放たれるまさにそのとき──『中級生十七番、ミーヒット、行動不能、行動不能』。

　倒れたのは俺ではなく、そいつだった。

「安心した。ヴァイスくんも人の子だったんだ。一人倒しただけで油断するなんて」

「ははっ、言うようになったじゃないか」

「私はもう、弱虫じゃないから」

　俺を助けてくれたのはカルタだった。後方支援を任せるつもりだったが、どうやら本人はそのつもりではなかったらしい。

　下級生同士で手を組んでポイントをチマチマもらおうなんてセコイ真似まねはしない。

　先手を取り、予想外の位置から上級生どもを倒してポイントをごっそり頂く。それが俺の作戦だ。

　だからこそ、カルタから教えてもらった飛行魔法で上級生がいるポイントまで飛んできた。

「行くぞカルタ、油断している先輩どもからポイントをごっそり頂く」

「わかった！」

　俺が、この負けイベントを改変してやる。




『下級生二十四番、イオーレ・トルス、行動不能、行動不能。ヴァイス・ファンセント、カルタ・ウィオーレにポイントを付与』

『下級生十番、リアン・エマード、行動不能、行動不能。ヴァイス・ファンセント、カルタ・ウィオーレにポイントを付与』

『下級生八番、ミフィス・リグレット、行動不能、行動不能。ヴァイス・ファンセント、カルタ・ウィオーレにポイントを付与』

　初めは順調だったが、さすが先輩たちだ。

　姿を現すことすらなくなっている。

　驚いたのは、アレン、シャリーペアが予想以上に先輩を食っていること。

　原作ではすぐにやられてしまうはずだが、シナリオを壊すとおもしろいことが起きるもんだな。

「カルタ、残り時間は？」

「後、二十分くらい。生存ポイントを考えると終わってもいいくらいだけど」

　このデスマッチタッグでは、ポイントを得ても、誰かにやられてしまえばポイントがごっそり取られるシステムだ。

　それもあって、終盤では隠れている奴が多くなっている。

「そんなこと俺がすると思うか？」

「ふふ、わかってる」

　観察眼で捜してもいいが、今残っている面子を考えると、魔力は温存しておきたい。

「ヴァイスくん、私が空から視るよ」

「……じゃあ、甘えようか」

　ふっと微笑ほほえんだカルタは、杖に跨またがって魔力を漲らせる。

　飛行魔法といっても、鳥のように揚力で飛ぶわけじゃない。

　正しくは、重力に逆らう魔力を高低差に応じて放出し続けるのだ。

　身体が少し傾いただけでも、魔力の操作はすさまじく変化する。

　俺がせいぜい空を飛べるのは、数メートルくらい。

　だが、カルタは──。

「行ってきます」

　次の瞬間、高く飛び上がった。

　努力していることは知っているが、それにしても圧倒的な魔法センス。

　空を制する者が戦場を制すというが、この世界においてもそれは同じだ。

　ただし魔法を遠距離から飛ばすのは非常に難しい。精度は下がるし、威力も落ちる。

　しかしカルタはそれすらも乗り越える。

　重火器がないこの世界において、彼女は圧倒的なアドバンテージを持つ。

　カルタは上空を旋回し、隠れている奴らを視る。

　俺の観察眼は魔力を感じ取っているが、基本的には動きを感知している。

　だが彼女の目は、俺のと違って精度が桁違いだ。

　たとえ対象が動いていなくとも魔力を感じ取る。

　山育ちで覚えた特技だと本人は言っていた。まあ、知っていたが。

　そして彼女は誰かを見つけたみたいだが、俺に顔を向けて首を横に振った。

　それから名前を言う。

　声は聞こえないが、口の動きで誰だかわかった。

　最後に逃げよう、と言っている。だが俺はそれを無視して、まっすぐに駆けた。




　──おもしろい。




　二分ほど高速移動して目の前に現れたのは、この学園で一番有名な女生徒だ。

　初めから隠れるつもりもないのか、涼しい顔で小鳥と戯れている。

　今やこの森は戦場だ。だが彼女はまるで、優雅に散歩をしているみたいだった。

「あら、あなたが噂のヴァイス・ファンセントくんね。魔力ですぐわかったわ」

　銀髪のストレートヘア、透けるような乳白色の肌、西洋の人形を思わせる端正な顔つき。

　原作では誰も勝つことのできなかった、最強の学園トップ。

　負けイベントには、相応にして強いキャラクターが存在する。

　それが、彼女だ。

　別名、真のラスボス、公式チーター、原作破壊女、ゲーム史上始まって以来のバグ。

　ゲームプログラマー曰く、さすがに〝やりすぎてしまった女神〟。

　中級生ながらノブレス魔法学園のポイントを首位で独走、あまりの強さに、原作では自ら学園を辞めるという理不尽な退場を余儀なくさせられたほどだ。

「お会いできて光栄です。──エヴァ・エイブリー先輩」

「うふふ、有名なあなたにそう言ってもらえると嬉しいわ」

　残り時間は十分もない。

　全力だ。

　出し惜しみはしない。

　不可侵領域、観察眼、癒やしの加護ヒールライトと破壊の衝動ダークライト──。




『試合終了、試合終了』

　時間が飛んだ感覚だった。

　一瞬のように感じた。

　はっ、ははっ、はははっ、おもしろい、おもしろい、おもしろい。

「なかなかやるじゃない。まさか魔法を使わせられるとは思わなかったわ」

「……よく言いますよ。手加減してたくせに」

「だってフェアじゃないでしょ？　あなたは大勢と戦ってきた後なんだし」

「そうですか、じゃあ次は本気でやりましょう」

「ふふふ、そこまで上がってきたらね」

　そのとき、カルタが上空から下りてきた。

　恐る恐る近づいたあと、エヴァを見ながらビクビクしている。
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「ヴァイスくん……大丈夫？」

「ああ、俺はな」

　視線を外に向けると、木々が倒れて、地面がえぐれている。

　そして、いたるところから炎が上がっていた。

「……私ね、この学園に飽きてたの。もう辞めようかなって。でも──気が変わった。もう少しいることにするわ。あなたのこと気に入った。──ヴァイスくん、またね」

　そう言い残し、エヴァ・エイブリーは、颯さつ爽そうと去っていく。

　いくら疲れていたとはいえ、俺は全力だった。

　それでも、俺の刃は彼女に届かなかった。

　……おもしろい。

　俺はとんでもない改変をした。彼女はこの試験のあと、学園を辞めるはずだった。

　だが、これでいい。

　まだまだやれる。俺はまだ、上を目指せる。

　そのとき──。

『最終時間ギリギリでポイントの移動がありました。リリス・スカーレット、シンティア・ビオレッタが行動不能、シャリー・エリアスが行動不能、よって、アレンにすべてのポイントを付与します』

　魔法鳥のアナウンスが流れた。

　俺は驚いて声を上げそうになる。

　リリスもシンティアも、原作より遙はるかに強くなっている。

　いや、強すぎるくらいだ。

　そもそもシンティアは余裕で卒業ができる強さを持っていた。現時点のアレンが勝てるはずがない。

　それなのに、アレンが二人に勝った？

　……はっ、ははは、ははは。

　なんだこれ、おもしろい。

　笑いが、止まらない。

　ああァ、やっぱり、俺はこのゲームが好きだ。

　いや、この世界が好きだ。

　だが確信した。

　俺はまだまだ強くなれる。

　シナリオを超えたシナリオで、この世界を制覇クリアしてやる。




　ヴァイス、お前も楽しかっただろ？

　三学年タッグ戦。

　ヴァイス・ファンセント、撃破数二十四人、上級生八、中級生七、下級生九。

　カルタ・ウィオーレ、同上。




　シンティア・ビオレッタ、撃破数十六人、上級生二、中級生五、下級生九、但し生存ポイントなし。

　リリス・スカーレット、同上。




　アレン、撃破数二十人、上級生四、中級生五、下級生十一。

　シャリー・エリアス、同上、但し生存ポイントなし。




　デューク・ビリリアン、撃破数十人、上級生一、中級生三、下級生六。

　セシル・アントワープ、同上。




　エヴァ・エイブリー、撃破数二十九人、上級生二十五、中級生〇、下級生四。

　タッグなし。




　──試合、終了。




　　　　◇




　タッグトーナメントが終わり、いつもの日常が戻っていた。

　だがこの学園にいると、おもしろいことは否いやが応おうでも起きる。

　いつもは苦手な魔法薬ガスのテストがスラスラ解けたり。

　カルタを馬鹿にしていた奴らが退学になったり。

　突然……臨時教師が増えたり。

「ミルク・アビタスだ。今日から下級生の戦闘訓練を担当する。何か質問は？」

　……いや、なんで!?

　こんなの原作になかったぞ。

　たしかにミルク先生は教員資格を持っている。

　だから俺も先生になってくださいと頼んだのだ。

　とはいえ、とはいえだぞ!?

　俺は授業中に手を挙げることなんて絶対ないが、今だけは背筋を伸ばし、右手をピンと伸ばそうかと考えていた。

　なんでいるんですか？　いや、なんで来たんですか？　と訊たずねたい。

　だができるわけがない、そんなこと、できるわけが──。

「質問があります」

　筋肉で盛り上がった腕が、パンパンに伸びている。

　筋肉が「どうして臨時で来ることになったんですか？」とグッドな質問をした。

　筋肉デユーク、今日からお前のあだ名は、プロテインに格上げだ──。

「黙れ。どうでもいい質問はやめろ」

　騒つく生徒たち。

　うん、いやわかるよ。

　聞かれたから、聞いたんだもんね。おかしいよね。

　デュークが唖あ然ぜんとした表情で肩を落として「え、俺なんか間違ってた？……」みたいな顔をしている。

　お前は悪くない。

　今日だけは、お前の味方だ。そんなことは言わないが。

　結局、クロエがやって来て説明してくれた。

　この前のタッグトーナメントが終わったあと、上級生から授業外でも戦闘訓練したいという申し出が増えたらしい。

　それで軒並み先生たちが忙しくなったとのことだ。

　下級生に舐なめられてたまるかよ、と躍起になっているとか。

　いったい……誰のせいだ？

　アレンか。もしかしたら、シンティアたちかもしれない。

　まったく、威勢がいいのは歓迎だが、こんな改変は……。

　そのとき、ミルク先生が俺を睨にらんだ。

「ヴァイス、余計なことを考えてるな」

「い、いえ。ただぼーっとしてました」

「そうか、なら腕立て伏せだ」

　まったく答えになってないが、ミルク先生は嬉しそうだった（なお無表情なので、多分俺にしかわからない）

　もしかして俺のこといじめるのが好きなのかな……。

「おいヴァイス、早くしろ」

「は、はい！」

　そして俺は、条件反射で背筋をビクッとさせたあと、大勢の前で一、二、三とはじめた。

　けれども、同級生たちはそれがおもしろかったのか、いや驚いたのか、ヒソヒソと話しはじめる。

「お、おい、ヴァイスがおとなしく言うこと聞いてるぜ!?」

「しかも敬語だったぞ……なんだよあの臨時先生!?」

「怒らせるとやばそうだな……。でもなんか、敬語のヴァイスも結構可愛いな」

　みんな好き放題だ。

　影に隠れて、カルタも俺を見て笑っている。

　……クッ、学園内での俺のイメージが……。

　だがおもしろいことってのは、これだけでは終わらなかった。

「挨拶だけしようと思っていたが、甘えた連中が多いみたいだな。とりあえず日付変わるまで全員で山登りでもするか」

　今はまだ朝の七時、日付が変わるまでとなると……十七時間？

　そして、生徒の一人が笑った。

　冗談だと思ったんだろう。

　だがピクリとも笑わないミルク先生の表情を見て、全員が気づく。

　本気なんだと。

「おいヴァイス、腕立てが遅いぞ」

「す、すみません！」

　これからはミルク先生と会う機会が増えるのか。

　俺、死なないかな……。

　とはいえ、一緒に過ごせる時間が増えるのは、素直に嬉しいかもしれない。

「ヴァイス、腕立て伏せのまま山登りをしてみようか」

「無理です」

　あ、やっぱり。

　前言撤回で。




　　　　◇




　俺たち下級生が見守る中、二人の大人が本気の戦いを繰り広げていた。

「すげぇ……これで魔法なしってマジかよ」

「身体強化もないんだ……わ、なんであんな動きができるの？」

「俺ら卒業……できっかな？」

　生徒たちが声を漏らすのも頷うなずける。

　ミルクＶＳダリウスの戦いを、間近で見学させてもらっているのだ。

「ほう、なかなか腕を上げたな」

「伊達だてに教員をやってるわけじゃないからな」

　二人が旧知の仲だということを俺はもちろん知っている。

　ミルク先生が騎士をやっていたときのライバルだったはずだ。

　ダリウスはここの教員で、主に戦術や戦闘、サバイバルについて指導してくれている。

　この戦いは、臨時教師としてのミルク先生の実力を示すためだろう。

　偉そうな貴族の子供たちを黙らせるには、見せたほうが早い。

　その狙いは大成功、もはや誰もミルク先生に口答えなんてしないだろう。

　まあ、元々誰もできるはずがないのだが。

「ハアッ！　いいぞォ！　やっぱり実力があるやつと戦うのは楽しいなァ！」

「生徒ッ、たちのッ、前でッ、その口調はやめとけッ！」

　ミルク先生の攻撃はすさまじく、力と速さを兼ね備えている。

　間髪を容れずに上下左右、さらに隙があれば蹴りや打突は当たり前。

　俺との訓練では控えてくれているが、これに魔法が加わると思うと恐ろしい。

　対してダリウスは、筋肉質で大柄な体たい躯くから繰り出される腕力攻撃が主だ。

　怒髪天を衝くとでもいうような髪からも見て取れるが、まさに剛、漢。

　実際、原作でも筋力ステータスがすさまじかったはず。

　すべてを知っている俺でも見み惚とれてしまうほどの戦闘。

　初見の下級生たちの衝撃は計り知れないだろう。

　それとこれは改変なのだろうが、シンティアの情報によると、ダリウスとアレンは師弟関係だそうだ。

　原作では接点はなかったはずだが、アレンの強さの秘密はそれなのかもしれない。

　そして俺たちが見守る中、ついに完全決着が訪れた。

　最後のミルク先生の攻撃が、ダリウスの顔にヒットして終わったのだ。

　結局俺たちは、力の差を嫌というほど思い知らされた。

　だが、生徒たちの顔はすごく満足気だ。

　その理由はただ一つ、今この演習が、プールの上で行われていたからだ。

「今見てもらった通り、これが今日の授業だ。一人一人立ち合い、水に落ちたほうが負けとなる。勝った場合は、次の奴と戦え」

「「「はい、ミルク先生！」」」

　女子たちの冷ややかな目線が飛び交う中、男たちは一糸乱れぬ声を上げた。

　なぜならここはプール、ミルク先生はずっと水着だった。

「ヴァイス、前に出ろ」

　たゆんたゆん、今俺は何を言っているのかわからないが、たゆんたゆん。

　ミルク先生の褐色肌、赤いビキニが、たゆんたゆん。

　ああ、たゆんたゆん。

　すると俺の心の声が聞こえているのか──。

「殺すぞ」

　と、ド直球な牽制をされた。

　ごめんなさい、たゆんたゆん。

　そもそも世界最高峰と呼ばれているノブレス魔法学園がなんでこんな授業をしているのかというと、そう、何度でも言うが、ゲームだからだ。

　原作はめちゃくちゃおもしろくて人気があった。

　となると当然、プールイベントは組み込まれている。

　貴族学園？　紳士淑女？　そんなくだらないことは忘れろ。

　生徒たちも水着に着替えているが、女子だけはなぜかビキニだったりスク水だったり、統一性はない。

　気を抜くと、なぜ？　と、声が出てしまいそうだ。

　しかしこれがまたいいところなのだが、誰もそのことに言及しない。

　かくいう俺も、そんな野や暮ぼなことは言わない。

　理由はただ一つ、下手にシナリオの改変をすると面倒だからだ。

　ただそれだけ。




　下心なんて一切ない。




　一切、ない。




「ヴァイス、俺はてめぇを突き落とさなきゃならねえ」

「やってみろ、デューク」

　ムキムキ筋肉男が、俺の前に立ち塞がる。

　手に持っているのは剣ではなく、柔らかい謎の棒だ。

　プールに浮いているだけの小さな板の上、立っているだけで倒れそうになる。

「オラァアアアアア！」

「消えろ」

「ナンノオラァ！」

「筋肉野郎が」

「オラァオラァアアアアアア！」

　しぶとい。

　いつもの五倍はしぶとい。

　この授業は、勝ち上がれば勝ち上がるほど戦い続けることができる。

　もちろん、女子とも。

　こいつ……漢だな。

　プロテインからササミに格上げしてやる。

　だが何とか突き落とすことができた。

　次に前に出てきたのは、カルタだ。

　紺色のスク水、肌の露出を避けているのだろう。

　恥ずかしそうにオドオドしているのは嫌いじゃない。

　たゆんたゆんたゆんたゆんくらいはある。

　なぜかマシュマロを思い出す。

「ヴァ、ヴァイスくん、私は負けないから」

　頬を紅潮させながら下唇を噛かむ。

　そんなに恥ずかしいなら、なぜこの授業に言及しないのか。

　そしてすぐ倒れればいいものの、カルタは必死にぶんぶんと棒を振り回す。

　たゆんたゆん、男子たちの声援が聞こえる。

「ヴァイス、すげえ……」

「さすがヴァイス、身体の軸をずらして上下に……いいぞもっとやれ」

　なぜか俺の好感度も上がっているみたいだが、そんなのはどうでもいい。

　そして俺は無慈悲にカルタを突き落とした。

　謝るつもりはない。これは授業だからだ。

　続いてシンティア、彼女は黒ビキニだった。

　豊満なスタイル、くびれが綺き麗れいだ。さすがは俺の婚約者。

「いくらヴァイスでも、手加減はしませんわ」

「ああ」

　だがもちろん勝利。たゆんたゆんたゆんくらいはあった。

「ヴァイス様、私も負けません」

「ああ」

　リリスは、ピンク色のふわふわフリル。時代錯誤もいいところだが、俺の勝利。たゆん。

　となると最後はアレンだろうと思っていたが、なぜかミルク先生が俺の前に立ち塞がる。

「私で最後だ」

「望むところです。たゆ……ミルク先生」

　危うく間違えるところだった。

　そして戦いは接戦だった。俺も負けるわけにはいかない。

　一応この授業、なぜかポイントをもらえるからだ。

　とはいえ、さすがたゆん先生、勝てるはずもなかった。
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　授業が終わり、教室で着替えていると、いつもは話しかけてこない男たちが、俺に声をかけてきた。

「ヴァイス、さすがだなぁ！　見直したよ！」

「ほんとほんと。俺、お前のことを勘違いしてたぜ」

「やっぱり、上下に揺らすのが一番いいよな！」

　……好感度が低すぎるのは問題だが、高すぎるのも考えものだな。

　そのとき、隣のクラスから女子の悲鳴が聞こえた。

　ガラリと扉を開けて戻ってきたのは、頬に手形がついたアレンだった。

「着替えの教室変わったんだった……」

　さすが主人公、ラッキースケベで締めくくりか。

　……クソ、羨ましいぞ。




　当然この授業は、後にも先にも、この一回だけだった。
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「アレン兄ちゃん、わたしも山に連れてって！」

「もう少し大きくなったらな」

　山奥にある自然が豊かなカレル村、それが僕の故郷だ。

　父と母、そして歳としの離れた妹と、四人で暮らしていた。

　眠たい眼めを擦って目を覚まし、夜は遅くまで畑で働き、特別な日には祭りがある。

　そんなどこにでもあるような、小さくとも幸せな村。

　大人になったら冒険に出よう、そんなことを考えている友達はいたけれど、僕はまったくそんな気になれなかった。

　外の世界には怖い魔物がいて、人と人の争いもあると聞いていたからだ。

　平和しか知らない僕にとって、未知への恐怖は計り知れないものだった。

　そんなある日、仕掛けた罠わなを一人で取りにいったときだ。

「残念、空振りか……ん、あれはもしかしてハピーウサギ!?」

「キュッ？　キュキュー!?」

　罠には何も掛かっていなかったが、珍しい兎うさぎを見つけ、山奥へ進んでいるうちに、久しぶりに道に迷ってしまった。

　ようやく村に戻れたとき、そこは僕が知っていた村ではなくなっていた。

「……うそだ」

　人の残骸のようなものが、いたるところに落ちていたのだ。

　呼吸ができなくなるほどの衝撃の中、巨大で獰どう猛もうな魔物たちが襲ってきた。

　もうダメかと思った瞬間、王都の兵士に命を助けられた。

　後から知ったのだが、近くのダンジョンが崩壊し、魔物が逃げてきたらしい。

　結局、僕の家族を含めて村の人たちは、全員が亡くなっていた。

　その後、僕は路頭に迷うことはなかったが、王都の孤児院で育てられることになった。

　初めは辛かった。見知らぬ国で、生活も百八十度変わって、何もかも失ったのだ。

「アレン、あなたの家はここだからね。つらくても、独りじゃないわ」

　だけど、そこにいた先生はとても優しかった。そのうち友達もできた。ご飯も食べられるようになった。

　しかし、心の傷だけは一向に癒えることはなかった。

　可哀かわい想そうなアレン、それが、僕が人生で一番言われた言葉になった。

　憎しみの矛先は、自然と魔物に向いていた。

　強くなって駆逐してやる、徐々にそう考えるようになった。

　だけど僕は強くなかった。身体も小さく、喧けん嘩かなんてしたことはなかったし、傷つけるのも、傷つけられるのも好きじゃない。

　でも強くなるためには、今までの考えを改めるしかなかった。

　何かを得るためには、何かを犠牲にしなければならない。

　先生がよく言っていた言葉だ。

　正しさだけでは、人を救えないと。

　そして世界にはダンジョンがいくつもあって、僕たちの村みたいに襲われた村が他にもあることを知った。

　僕と同じような人たちを生み出さないように強く、強くなりたい。

　だけど、その手段すらわからなかった。

　武道を習おうとしても、平民で親もいない僕を相手にしてくれる人はいなかった。

『ダメだ』『あっちへいけ』『何をするかわからない平民が』

　だから、独学で学ぶしかなかった。

　毎日棒を振り回し、闇雲に強くなろうとした。

　小さな魔物をようやく倒せるようになったが、それだけで数年もかかってしまった。

　……間に合わない。

　いつまでたっても、こんなんじゃダメだ。

　誰も救えない、何もできない。

　そんなとき、僕の命の恩人と偶然再会した。

　そしてなんとその人は、王国の騎士団長だったことを知った。

「お願いします。僕は強くなりたいんです」

　失礼を承知で、僕は何度も懇願した。

　剣を、魔法を、戦い方を教えてほしいと。

　初めは断られた、いや、何度も断られた。

　でも、僕は縋るしかなかった。頼むしかなかった。

　何度めかわからないお願いをしたある日、僕はようやく師を得ることができた。

　そしてそのとき、はじめて名前を教えてもらった。

　──ゼビス・オールディン。

「ったく、お前はしつこいな」

「本当にありがとうございます。ゼビスさん」




　彼は騎士団長というにはあまりにもぶっきらぼうだったが、本当の強さを教えてくれた。

　戦いとはこうあるべきだというものを。

「アレン、この世界で正しいことをするのは簡単なことじゃねェ。強さを、正義を振りかざすには理不尽なことをぶっ壊すくらい強くならないとダメだ。お前はそれを望んでるんだろ？　ダンジョン破壊、奴隷撤廃、魔物駆逐、どれも平民如ごときが口にできるわけがねェ望みだ」

「わかっています……だけど、僕は……妥協したくない」

「ははっ、魔法も満足に使えねェくせに、志だけは一丁前だなァ。だったら、一日も無駄にするな。お前には時間がない。人の百倍努力して、ようやく人並みだということを知れ」

　数年間、師匠は僕を毎日見てくれた。

　おかげで強くなれた。魔法の素質はなかったが、能力ギフトというものが、僕に宿った。

　しかしそれを報告することはできなかった。

　なぜなら師匠は、騎士団を突然退団、僕の前から姿を消した。

　それから僕は「シャリー」と出会った。

　子爵家令嬢である彼女は、平民の僕との距離感に困っていたが、一緒に時間を過ごすことが増えて仲良くなった。

　優しくて、人の気持ちを理解してくれる素敵な子だ。

　そんな彼女から「ノブレス魔法学園」のことを聞かされる。

「そこを卒業すれば……爵位がもらえるの？」

「爵位と同様の権威って話だけどね。世界中のダンジョンに入場可能になるし、国を越えた行き来だって楽になる。あなたがしたいことでしょ？　でも、試験の難易度が──」

「決めた。僕はノブレス魔法学園の試験を受ける」

　シャリーは猛反対したが、僕は受けると決めた。

　でもやっぱりシャリーは優しかった。試験の対策も必要だと、ダリウス先生を紹介してもらった。彼は、僕の第二の師匠となってくれた。

　ダリウス先生はまじめで、すごく男らしくて、熱くて、優しかった。僕なら絶対に合格すると、後押しをしてもらった。

　だけど残念なことに試験の成績はボロボロだった。




　──ヴァイス・ファンセント。




　彼は、おそろしいほど強かった。

　手も足もでなかった。何をしても返される、どんな攻撃も見透かされている。

　これが天才なのだと、思い知らされた。

「どうして能力を使わなかったの？」

「あれは……ズルみたいなものだから……学園で使いたくなかったんだ」

「ほんと、アレンは真面目よね」

　絶対不合格だと思った、だけど、僕はなぜか合格した。

　ポイントシステムには驚いたが、卒業を諦めるつもりはない。

『上級生十五番、ギビット、行動不能、行動不能。下級生ヴァイス・ファンセント、カルタ・ウィオーレ両名、現在ポイントリーダー』

「さすがヴァイスだね……アレン、どうする？　ここから先は、上級生たちが待ち構えてる」

「……下級生同士で争っても得られるポイントは少ない。僕たちも上を狙いにいこう。ヴァイスには……負けたくない。ここからは──能力ありで戦う。もう、ズルだなんて言ってられない。僕は……勝ちたいんだ」

「そう……わかった。じゃあ、絶対に勝とう。──アレン、あなたは私が守る」

　奪われる人生なんて、もうまっぴらだ。

　僕はすべてを取り返す。




　正しくありたければ強くなれ。それが、ゼビス師匠の教えだ──。




　　　　◆




　アレンが、俺を睨にらんでいた。

「見損なったよ、ヴァイス」

「俺はこの世界の常識を言っただけだ」

　きっかけは歴史学の授業だった。

　この世界の国や奴隷の扱い、亜人についての座学だ。

　ファンセント家にも奴隷はいたが、今は解放し、使用人として雇っている。

　だが奴隷制が悪いことなのかというと、必ずしもそうではないと俺は思う。

　元のヴァイスの扱いが酷ひどかったから解放したが、奴隷のほとんどは貧困層の子供だ。

　金がない親に無責任に生み落とされたあげく、ろくに読み書きも教えられずに放りだされる。そのあとに待っているのは罪を犯して生きるか、野たれ死ぬかのどちらかだ。

　本人からすれば最悪だろうが、知恵さえあれば自分自身を買い取って自由になる奴やつもいる。無知が罪なのは、どの時代もそうじゃないのか？

　価値観は時代や国によって違う。

　個人の主観だけで物事を言うのはナンセンスだ。

　だがアレンは、奴隷制は悪だと言い切った。

　さらに貴族すらも必要ないと。

　普段感情を露あらわにしないコイツが、貴族が大勢いる中で答えたのだ。

　驚いたのは俺だけじゃないだろう。

　しかし俺はその甘えた言いぐさに腹が立つ。

　戦争はダメだと言っているだけのやつと同じだ。

　何の案も出さずに、ただやらなければいいと理想論を語っている。

　たとえ奴隷制を撤廃しても、この世界には戦争がまだ溢あふれている。

　親を失った子供をどうするんだと訊たずねたら、持てるものが助ければいいと答えやがった。

　はっ、そんなの戯たわ言ごとだ。

　人は欲のために生きている。

　睡眠、食欲、性欲、この世界においては戦闘欲ってのも存在する。

　理想論だけを高らかに語るな。

「だけど僕は、その理想をいつか現実にしたいんだ」

「だったらすぐに学園を辞めろ。お前が何かを成し遂げようとするのは勝手だ。だがこの学園も無償で運営してるわけじゃない。お前が住んでる部屋も、食べる飯も、訓練服も、下から搾取してることをわかってるのか？」
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「……そんなこと知ってる。だけど僕は、本気で世界を変えたい。これ以上、苦しんでる人を生み出したくないんだ」

「理想野郎ばかやろうが」

「それでもいい」

　俺は、アレンの過去を知っている。

　家族と故郷を失って孤児院で生活していたことも。

　昔の俺ならアレンに同意していたかもしれない。

　だが俺はヴァイスになって色々と気づかされた。

　知恵を持つ奴が上に立つほうが、結果的に大勢が幸せになれる。

　馬鹿はどの世界、どの時代にも存在する。

　俺が家の事業を見ていると、罪を犯している貴族連中は大勢いた。

　もちろん俺はそいつらを失脚させたが、そんなのは気休め程度の意味しかない。

　誰もが平等な立場になれば世の中は腐る。

　ミルク先生やゼビスだってそうだ。賢くて強い。だが己の強さをむやみやたらに誇示することはない。

　しかし馬鹿にはお仕置きが必要だと知っている。

　こいつは、それがわからない。

　あァ、やっぱり、俺はこいつのことが好きになれねェ。

「ヴァイス、僕は君のことが……嫌いだ」

「安心しろ、俺もだ」

　これでいい、俺たちは──敵同士だからな。




　放課後、俺は一人、訓練室で剣を振るっていた。

　対抗戦で使用される闘技場だ。観客席もあるが、今は誰もいない。

　なぜだかわからないが、頭からアレンのことが離れない。

　あいつの言っていることは間違っている。

　なのに……奴の言葉が頭の中で繰り返される。

「精が出るな、ヴァイス」

　そのとき現れたのは、ミルク先生だった。

　最近はノブレス魔法学園の教員寮で寝泊まりしているとは聞いている。

　肩には竜の紋章、教員の証あかしが付いていた。

　まだ見慣れないが、よく似合っていることは間違いない。

「……邪念が振り払えなくて」

「アレンか」

　すべてを見透かされたかのような一言、俺は驚いて剣を落としそうになる。

　今までミルク先生にアレンの名前を出したことはない。

　なのになぜ──。

「ダリウスから聞いた。お前たちは仲が良くないみたいだな」

　……そういうことか。

「あいつは……甘いんですよ。それが、気に食わないんです」

「意見がぶつかり合うのはいいことだ。大人になればそれすらも許されないことが多い。──ヴァイス、剣を構えろ」

　ミルク先生は、ゆっくり闘技場内に足を踏み入れたあと、訓練用の木剣を構えた。

　俺も、いつものように構える。

　同じような上段の構えだ。

　転生前の世界でいうところの『霞かすみの構え』に似ている。

　そして俺は、教え通り先に駆けた。

　遠慮のない刺突。だがミルク先生は顔を動かすだけで攻撃を回避し、剣を真横に切り払って俺に斬撃を放ってくる。

　脚力で無理やり後方に飛び、ギリギリで回避するが、大きく跳躍したことで隙ができてしまった。その隙にミルク先生が詰めてくる。

「動きは最小限に、だ──」

「わかって、ますよォッ！」

　強い、なんでこんなに強いんだ。

　だが──楽しいなァ。




　それから俺たちは、数時間ほど戦っていた。

　息が切れて汗だくだ。剣を杖つえにして立っていると、ミルク先生がふっと笑う。

　……めずらしい。

「どうしたんですか」

「いや、懐かしくてな」

「懐かしい？」

「ああ──」

　どういう意味だろうか。

　俺とミルク先生は、入学式の前にも手合わせをした。

　あれからそんなに日は経たっていない。

　……もしかして……いや、そんなのはありえない。

　しかし──。

「もしかして先生は……ノブレス魔法学園に？」

「そうだ。私も色んなやつと衝突した。この学園にいれば否いやが応おうでもそうなる」

　……ありえない。俺はそんな〝設定〟を聞いたことがない。

　ミルク先生は終盤に出てくるが、人気キャラクターなのだ。

　詳しいプロフィールを何度も見たことがある。

　そこには、ノブレス魔法学園のことは一切書いていなかった。

「あの時はもっと殺伐としていた。ポイントシステムも今より洗練されていなかったし、飴あめなんてものはなく、誰を蹴落とすか、それだけを考えていた」

　淡々と続けるミルク先生に、俺は相あい槌づちを打つのも忘れるほど考え込んでいた。

　そのとき、ハッと気づく。

　もしかして──。

「ああ、お前の想像通りだ。私は退学になった。才能がなかった……といえばそれまでだが、誰にも認められなかったんだ。孤立していた。自らの力を過信していたのかもしれない。それから自暴自棄になり、色々と悪いこともした。ヴァイス、弟子のお前にすら言えないこともな」

「……でも、今の先生は素晴らしいと思います」

　ミルク先生は、悲しげに首を振る。

「人はそう変わらない。それが私の持論だ。本性を抑え込んでいるだけにすぎない。だが──お前は違う。ゼビスやリリス、お前の父親からも話を聞いてわかった。ヴァイス、お前は変わった。それを誇れ、迷うことは仕方がない。時には衝突してもいい。だが、信念は貫き通せ。お前には求心力もある。私と違って、正しい道をわかってるはずだ」

　信念……求心力……。

　違う。俺はただ……破滅に抗あらがおうと……しているだけで……。

　ミルク先生が思っているほど、俺は立派な人間じゃない。

　利己的で、いつも自分のことしか考えていない屑くずだ。

　だが、アレンは違う。

　いつも他人のことを考えている。

　そうか、俺はそれが羨ましくて……腹立たしかったのか。

「先生……俺は……」

「答えをすぐに出す必要はない。お前には才能がある。今まで私がどれだけの奴らを見てきたと思う？　その中でも、お前は最高だ。これは戦闘面だけで言ってるんじゃない。すべてだ。──私は、お前が好きだよ。ヴァイス」

「……ありがとうございます」

　ミルク先生は、まっすぐに俺の目を見てくれる。

　どんなときも目を逸そらしたりはしない。

　本当に俺は……恵まれているな。

「お前は時々、私の知らない未来を知ってるんじゃないかなと錯覚するときがある。バカバカしい話だがな。……だがたとえそうだとしても、これからの未来はお前次第だ。良くも悪くも。──あと、もっと楽しめ。学園生活ってのはいい。後から青春の楽しさに気づくともったいないぞ」

「……ははっ、ミルク先生からそんな話をされると思いませんでしたよ」

「私も女だからな、色々あったさ。まあ、お前がもう少し強くなったら話してやろう」

「……だったら、もう少し手合わせ願えますか？　その話、早く聞きたいので」

「いいだろう。卒業までには聞けるといいな」




　アレン、お前のことは嫌いだ。

　だが俺たちはある意味で同じかもしれない。

　不可能を可能にしようとしている。

　そこは、認めるべきなのかもしれない。




　なあヴァイス。




　俺は、お前の理想か？




　黙ってないで、たまには答えろよ。




　……いるんだろ。




　──ったく。




　最後まで見届けろよ。

　俺が、破滅を回避するからな。

　それだけは、絶対だ。




　　　　◇




　ノブレス魔法学園の演習は、実戦を想定されたものばかりで、貴族といえども学園側は遠慮することがなく、怪け我が人にんが出ることも珍しくはない。

　その演習を可能にしているのは、特殊な訓練戦闘服だ。

　タッグトーナメントでも全員着用していたが、あらかじめ準備を施した魔法陣内でダメージを受けるとおもしろい事が起きる。

　想定される訓練戦闘服の損壊率が瞬時に計算されて、魔力が大幅に漏出し行動不能、つまり気絶するのだ。

　といってもすべての怪我や痛みを軽減できるわけじゃない。できるだけ安全に、本気の戦いを可能にするために作られた特殊な素材ということだ。

　おかげで他校を圧倒する人材を多く送り出していることは、紛れもない事実だろう。

　しかしこの世界は異世界だ。

　戦う相手は人間だけじゃない。訓練服が役に立たない相手も存在する。




　それは、魔物だ。




「事前の説明にもあったと思うが、明日の演習は訓練であって訓練ではない。よって、いつもの訓練服は役に立たない。辞退することは可能だが、今後もこういった訓練は多くなる。今回だけ遠慮しておく、といったこともできるが、成績に影響が出ることは残念ながら伝えておこう」

　放課後の教室。生徒たちの前で、ダリウスが申し訳なさそうに言った。

　風貌は歴戦の剣士、恵まれた体たい躯くで威圧感もすごいが、誰よりも優しい性格の持ち主だ。

　少なくとも俺は、原作でも彼のことが好きだった。

　弱き者を助け、強き者に媚こびない。

　だが、誰も辞退する奴なんていない。

　貴族は誇りを大切にしている。臆病者はすでに淘とう汰たされているからだ。

　とはいえ、ダリウスもそれはわかっている。

　だからこそ、心苦しいのだろう。

「わかった……署名をもらわないといけない。ヴァイス・ファンセント、来てくれ」

　俺は無言で立ち上がると、ダリウスのところまで歩いた。

　書類に目を通すと、そこにはゲームで何度も見た項目が書いてある。

　あのときはただの演出、だが今は現実。

　要は死んでも文句を言うなよ──と。

　生徒のほとんどが貴族の息子や娘だ。親バカも少なくはない。ノブレス魔法学園では、面倒を避けるために細かい誓約書が存在する。

　リスクヘッジってやつだ。面倒な事この上ないが、ダリウスはそれでも「ありがとう」と言ってきた。

　原作ではこういった台詞せりふは省かれている。だが、俺の心には残った。

　自席に戻る前、アレンとシャリーに声をかける。

「お前たちは辞退したらどうだ？」

　ノブレス魔法学園に入った時点で、いずれはこういった命を懸ける訓練があることは知らされている。

　だが、それと実際に聞くのとでは大違いだろう。

　二人ともまだ状況を完全に飲み込んでいるわけではない。

　葛藤し、そして覚悟を決めようとしている。

「僕は辞退なんてしない」

「私もよ。いきなり、何？」

　ああ、そうだろうな。

　知ってるよ。

「……言ってみただけだ」

　俺がヴァイスになってから色々なことがあったが、今回のイベントについては何とも言えない感情が入り乱れる。

　過去の記憶が──蘇よみがえる。

　ああ、俺は……何がしたいんだろうなァ。




　　　　◇




　翌日、ガリアル山からさらに北へ数時間、このあたりはほとんど誰も近寄らない場所だ。

　断崖絶壁の険しい道を進むと、開けた崖上に出る。

　自然が多い森、川、崖、だがキャンプや遠足に来たわけじゃない。

　そもそも一面の銀世界とまでは言わないが、雪がかなり積もっている。

　このあたりの天候は不安定だ。

　真夏の翌日が真冬なんてこともある。その理由は、季節に左右されない魔力雲が群れになって湧いているから。

　おかげで魔物の生態系もめちゃくちゃだ。

　弱肉強食を繰り返し、亜種だらけの森となり、ゲームのイベントマップとしては最適なことこの上ない。

　昨晩、大雪が降ったのだろう。それはダリウスも想定外だったらしい。

　今まで見たこともないほど不安そうな表情を浮かべている。

　だが天候はランダム値だ、原作でも難易度がプレイごとに変わる。

　これは最悪なパターンだが、文句を言っても仕方がない。

「駆逐した魔物を自らカウントする必要はない。手の甲の魔法印が自動で集計してくれる。それよりも三日間、この森で生き延びることが一番大事だ。……頑張ってくれ」

　ダリウスの言う通り、今回はこの森で三日間生き延びることが訓練の目的だ。

　何度も言うが、この世界はゲームではない。甘っちょろい課外授業なんて用意されていない。

　それゆえに、難易度は高く設定されている。

　死にゲー、それが、『ノブレス・オブリージュ』の別名だ。

　ペアはすでに発表されていた。

　そしてみんなで仲良くスタート、とはいかない。

　広大な森にランダムに飛ばされたあと、そこからが本番だ。

　ポイントは魔物によって違う。ラストアタック、つまり魔物を倒したペアだけにポイントが入る仕組みになっている。

　だがそれでも別チームと組むメリットはある。安全に狩りができるし、作戦としても悪くはないだろう。

　しかし今残っている連中でそんなことをする奴はいない。

　一番を狙う、それも個々の力で圧倒的な差をつけて。

　それが、ノブレス魔法学園の教えだからだ。

　誰もが不安な表情を浮かべている中、俺はある女子生徒に視線を向けていた。

　このイベントは、俺の記憶に深く刻み込まれている。

　生まれて初めて、悲しみを深く味わった思い出の場所だからだ。

　実際、このイベントが終わったあと、ゲームを辞める奴が続出した。

　どうしても──立ち直れないと。

「シャリー・エリアス十五番、リリス・スカーレット十七番、三日間、頑張るんだぞ」

「はい！　ダリウス先生！」

「わかりました」

　シャリーは、笑顔で勢いよく返事をした。

　それから、アレンにウィンク。底抜けの明るさが彼女の長所だ。

　リリスがペアなのは原作と違うが、それでもシナリオが変わることはないだろう。

「ほんと、シャリーとアレンって仲がいいよなあ」

「もう付き合ってるみたいなもんだろ。誰も二人の仲は邪魔しないし」

　その姿を見ていた下級生たちが、羨ましそうにしていた。二人は周知の仲だ。

　アレンが初めて辿たどり着ついた国で出会った同学年の友達、それがシャリーだ。

　それから二人は色々な思い出を共有してきた。

　喜び、悲しみ、苦しみ、恐れ。

　その絆きずなは家族よりも強い。

　しかし原作のメインヒロインはシンティアだ。

　これだけ聞けば、なぜ？　と思うだろう。

　学園で知り合っただけのシンティアと、常にアレンを支え続けたシャリー。

　どちらがヒロインに相応ふさわしいかは、火を見るより明らかだ。

　だがそれでもシンティアがメインヒロインなのは覆らない。

　それには、大きな理由がある。

「シンティア・ビオレッタ、アレン、前に出てきてください」

　ちなみにクロエも同行していた。

　時間短縮のため、二組同時に飛ばされるらしい。

　クロエはいつもと変わらない。まあ、それが良さでもあるが。

「──ヴァイス、私はあなた一筋ですので」

「ああ、信じてる」

　微笑ほほえむシンティアを見送る。二人がペアになったのは原作通りだ。

　そしてシャリーは、アレンに話しかけている。

　俺は、あいつらの会話を一言一句思い出せる。

『私が絶対勝つからね』

『僕も負けないよ、シャリー』

　……微笑ましい会話だ。

　二人はこの学園に入ってからも、多くの出来事を共有している。

　励まし合い、支え合い、未来を語り合った。

　学園を卒業して、二人で世界を回って人々を助けたいと──。

「それでは、訓練開始です」

　二組が転移魔法で飛ばされる瞬間、俺はまだシャリーを見ていた。

　このイベントが終わると、アレンの辛い人生にさらに追い打ちをかける出来事が降りかかる。

　それを乗り越えるため、シンティアとの仲が急接近するのだ。

　二人が絆を深める最大のきっかけ、それは──。




　シャリー・エリアスが、この訓練中に死ぬからだ。




　　　　◇




「ヴァイス、そっちへ行ったぞ！」

「ああ、わかってる」

　サバイバルが開始してから、すでに数時間が経過していた。

　俺は、ファンセント家に代々伝わる業わざ物ものの剣を構えている。

　切れ味がよく、なぜか手によく馴な染じむ。

　それを使って、生まれて初めて見る魔物を駆逐していた。

　最初に現れたのは、小さな兎だ。

　弱々しく見えるが、額に鋭い角があり、隙あらば首を刺そうとしてくる。

　さらに厄介なのは、カメレオンのように周りの風景に溶け込む擬態能力だ。

　今は全身が真っ白で、雪に溶け込んでいる。

　観察眼ダークアイがなければ、もっと手こずっていただろう。

　一体、二体、三体、問答無用で命を絶つ。

　動きは速いが、俺にとっては問題ない。

　そして後ろからは、野太い男の声が聞こえてくる。

「オラアッ！　トォウゥ！　シャアッオォラ！」

　身体強化して角を受け止め、カウンターで一撃。

　……まるで野人だな。

『ヴァイス・ファンセント、デューク・ビリリアンにポイントを付与』

　あらかじめ付与された魔法のおかげで、脳内に声が響き渡る。

　手の甲のポイントが変動した。

「次だ、行くぞ」

「ちょっと待てよヴァイス、いい加減休もうぜ……。この訓練は三日間、衣はともかく、食住を用意することも含まれてる。つうか、どこのペアも初めはそこからだろ。なんで魔物を狩りまくるんだよ。順序が逆だろ」

　なぜか俺は、筋肉ササミとペアになった。

　原作では違う。おそらくだが、成績が関係しているのだろう。

　どういう基準で決められているのかは知らないが、今回のペアとしては上出来だ。

　体力がものを言うサバイバル。筋肉が多いのは有利だが口数は減らしてほしい。

「三日間くらい寝ずに動けないのか？」

「……マジ？」

　ぽかんと口を開ける。

　ああ、やっぱりデュークはおもしろい。

　裏表がないのが、こいつの良いところだ。

「……弱い魔物ほど警戒心が強い。すでにこの森は大勢の下級生で埋め尽くされている。時間が経過するほど雑魚は姿を消し、残ったのは手ごわい魔物だけになる。だから今はポイントを稼ぐために動け。この説明をしてもまだ休みたいか？」

「……いや、賛成だ！　なんだよぉ！　ヴァイスぅ！　ちゃんと言ってくれればいいのによぉ！」

　野太い腕で、俺の首に腕を回す。

　なんで……こんなに馴れ馴れしいんだ？

　俺はある程度、近寄られないように威圧感を出している。

　馴れ合いはポイントを妨げるからだ。

　だが……こいつには効かないらしい。

「触るな、触れるな、必要以上に近づくな」

「なんでだよぉ、俺たちは命を守り合うバディだろぉっ」

「……ふ」

「あ、ヴァイスが笑った！　くそー、魔法写真で撮っておけばよかったぜ。って、おい、俺を置いてくなよ！」

　……愉快な奴だな。

　だが、今のは咄とつ嗟さに考えた方便だ。

　本当のことを話すつもりはない。

　俺は……悩んでいる。




　　　　◆




「パパ、ママ、どこへ行くの？」

「今日は外交の集まりがあるんだ、シャリー」

「メイドには伝えてあるから、お夕飯ちゃんと食べてねシャリー」

　両親は、社会的には素晴らしい成功者だ。

　若くして結婚、仕事も順調、誰からも好かれる二人。

　だが、私にあまり時間を割いてはくれなかった。

「君がエリアスの娘か」

「さすがエリアスの娘ね」

「ああ、エリアスの子か」

　エリアス家のシャリー、子爵家の令嬢、良家の出、エリアスの娘、それが私の呼び名。

　そして誰も私を【シャリー】としては見てくれない。

　幼い頃から、私は両親に貴族の娘で生まれたことがいかに尊いかを教え込まれた。

　何一つ不自由しない生活、安全な住居、約束された将来。

　それに対して不満を感じることは、悪いことだろうか。

　感謝はしている。ただ……両親ともっといっしょの時間を過ごしたかった。

　過去を何度振り返っても、思い出すのはいつも一人で屋敷にいる自分の姿だ。

　食事一つとっても、大きな食堂で、カチャカチャと幼い私の食器の音だけが鳴る光景を思い出す。

　後ろには執事やメイドがいて、私がスプーンを落とすとすぐに拾ってくれるが、怒られることはない。

　……わかっている。ないものねだりだってことは。

「シャリー、素晴らしい魔法技術です。だけど、もう少し魔力を抑えましょう」

「はい！　ありがとうございます！」

　そんな中、余計なことを考えないで済むのは、週に三回の魔法訓練の時間だ。

　繊細な技術を要するがゆえに、ただひたすらに没頭することができる。

　このときだけは、私はエリアス家の娘ではなく、シャリーになれる。

　先生だって、私を𠮟ってくれる。

　それが、嬉うれしかった。

　しかし私が魔法訓練をできるのは、余裕のある貴族だから。そのことが、より私の心を複雑にさせていた。

　そんなある日、私は貴族の娘だということで誘拐されてしまった。

「ははっ、こんなガキに一千万ペルだってよ。さすが貴族様だな。お前もエリアス家でよかったなあ？」

　これが両親の言う、貴族で生まれて良かったってことなのだ──。

「──なんだガキ？　ぐぁっっ、ぁああっ」

「お、おいなんだおまっガッ──」

　まるで白馬に乗った王子様のように颯さつ爽そうと現れた彼は、私に手を差し伸べてくれた。

「だ、だれ……あなた」

「僕はアレン。──シャリー、君を助けにきた」

　これが、私とアレンの初めての出会いだった。

　平民、孤児院出身、何も持たないアレン、だけど、信念だけは誰よりも強かった。

　そんな私は、気づけば彼に惹ひかれていた。

「僕はこの世界を平等にしたい」

　その言葉は、心に深く突き刺さった。なぜなら、私が幼い頃からずっと考えていたことと同じだったから。

　だけど、そんなのは嘘うそっぱちだ。できるわけがない。

　初めは強く当たってしまった。命の恩人だというのに、私は最低だ。

　しかしアレンは諦めることなく、自分の命の恩人であるゼビスさんのもとで修行をはじめ、どんどん強くなっていった。

　それで気づいたのだ。

　私はただ弱かった。

　口だけで、何も行動していなかった。

　アレンはわかっている。自分が理想を語っていることを。

　だから、いつも前に進んでいる。足を動かしている。未来を掴つかもうとしている。

　気づけば私は、彼のようになりたいと思っていた。

　ある日、ノブレス魔法学園のことを彼に伝えた。

　入学難易度が非常に高い上に、生徒は貴族ばかりだが、卒業生は歴史に名を残した偉人ばかり。

　この世界は平等から遠ざかっている。

　アレンの理想を叶かなえるには、誰からも認められる権威が必要だとわかっていた。

　だけど、貴族ばかりの学園にアレンが行くとは思っていなかった。

　軽い気持ちだった。しかし彼はすぐに入学試験を受けると決めた。

　私は彼を追いかけるためでもあったが、自分も入学を決意した。

　そのことを両親は喜んでくれたが、私を思ってのことじゃない。

　試験を受けるだけでも自慢することができると言われるノブレス魔法学園だからだ。

　合格通知が届いたとき、それはもう家族総出で大変な騒ぎになった。

　だけど不思議なことに、私は両親から祝ってもらったことが心から嬉しかった。

　そのとき、気づいたのだ。

　アレンがきっかけとはいえ、私が初めて自分で決めた道だったことに。

　ああ、私の心一つで、世の中の見え方が変わる。それを、アレンに教えてもらった。

　そして学園の入学後、私はすぐに嫌いな人ができた。




　──ヴァイス・ファンセント。




　誰でも知っている有名な悪名高い貴族だ。

　努力もせず、持って生まれた才能と権力で好き放題。

　入学試験では、不必要なまでにアレンを痛めつけていた。

　タッグトーナメントではカルタさんを利用したのか、飛行魔法を習得して首位を。

　だけど私は……そんな彼と同じ貴族だ。

　外から見れば、きっと何も変わらない。

　それが、許せなかった。

　アレンも彼とよく衝突しているが、私にだけは本音を話してくれる。

　──認めている──と。

「すごいよ、ヴァイスは」

「そう？　ただ好き勝手してるだけじゃないの？」

「たしかに僕とヴァイスは合わないよ。でも、彼は信念を持ってる。──僕にはわかるんだ」




　……そんなことない。

　アレンは、貴族の醜悪さを知らないだけだ。

　彼の噂うわさはよく知っている。

　奴隷に酷い扱いをしたり、気に食わないことがあれば暴力に走ったりする。

　ヴァイスは、幼い子供たちがどれだけお腹なかを空すかせているのか絶対に知らない。

　最低で、最悪な──。

「シャリー」

　魔物サバイバル訓練の前日、ヴァイスは、なぜか私の部屋を訊ねてきた。

　わけがわからない。今まで大して会話もしたことがないというのに。

「明日の訓練、辞退しろ」

「……はい？　なんでそんなこと言われなきゃならないのよ」

「……危険だからだ。お前の能力を見てきたが、とても訓練に耐えられるとは思えない。ポイントにはまだ余裕があるだろう」

　……おかしい。

　私の魔法は、魔物に対して有効なはず。

　そうか、心配しているような素振りで油断させ、ライバルを蹴落とそうとしているのだ。

　アレン、やっぱりあなたが思ってるような人じゃない。

「私は辞退しない。誰に何を言われようが」

「……お願いしてもダメか」

　お願い？　あのヴァイスが？

　……意味不明だ。もう話す気はない。

「それ以上続けても無駄よ」

「……わかった」

　卑ひ怯きような手だ。

　情に訴えたり、偉そうにしたり。

　やっぱり噂通りだ。

　もし私が貴族でなければ圧力をかけていたはず。

　アレンと出会うまでの私は、ただのワガママな口だけの人間だった。

　でも今は違う。私にはやりたいことがある、叶えたい夢がある。

　世界中の子供たちに、安心できる居場所を作ってあげたい。

　一人でも多く、笑顔で過ごせるように。




　私は、シャリー・エリアス。




　誰に何を言われようと信念は曲げない。




　　　　◆




「シャリーさん、外は変わらずですか？」

「ええ、雪でまだ動けそうにないわ」

　サバイバルがスタートして、二日め、早朝。

　私とリリスさんは急きゆう遽きよ、雪せつ洞どうを掘って凌しのいでいた。

　まさかここまで吹ふ雪ぶくだなんて……。

　魔力雲の恐ろしさは知っていたけど、予想以上だった。

　……アレンは、大丈夫かな。

　するとリリスさんが、私にコップを手渡してくれた。

「新雪を溶かして温めたのでどうぞ。あまり飲みすぎるとお腹を壊すので気を付けてくださいね」

「ありがとう、リリスさん」

　私のペアの相手は、あのヴァイス・ファンセントのメイドだ。

　とはいえ、驚いている。

　どんな酷い人間なのだろうと思っていたのだが、丁寧な所作に物腰、そして何よりもその強さに驚かされる。

　雪で足が持っていかれるはずなのに、それをものともせず、すさまじい速さで魔物を倒していく。

　……すごい。

「それにしても、シャリーさんの魔法はすごいですね。今もこうやって安全に過ごせてるのは、付与のおかげですよ」

「ううん、私はどちらかというと後衛タイプだから、前衛のリリスさんと組めたのは良かったよ」

　そのとき、ちょうど外に仕掛けていた私の魔法が光った。

　慌ててリリスさんと外に向かうと、真っ白い鹿の魔物が、足を取られて倒れ込んでいる。

　地面に付与していたのは、魔力糸マジツクスレツド。

　私は、物や人に魔法を付与できる。

　効力はさまざまだが、魔物に対してはかなり有効だ。

　人間と違って魔法を見破る能力は低いし、自ら罠にかかってくれる。

　そしてリリスさんは、静かに魔物の首を切り落とした。

「えへへ、食料ゲットです」

「……あ」

　さすがだ、彼女はサバイバル能力にも長たけているらしい。

　というか、鹿肉……なのかな？　一応。




　　　　◇




　三日めの朝、私とリリスさんは順調にポイントを稼いでいた。

　罠を仕掛け、彼女に魔法を付与して、安全に魔物を倒す。

　相性が良かったのはもちろんだが、何よりも私のことを貴族として扱ってくれないことも居心地が良かった。

　いや……ダメだ。こんな考え方は、私が偉そうだから思っているだけだ。

　サバイバル終了まで約五時間、好成績で三日間を終えられそうになったとき、私の何気ない一言で、リリスさんが激怒してしまった。

「──言っても許されないことがありますよ」

「え、いや、でも噂で──」

「ヴァイス様は素晴らしい人です。今ここにいるのは私の意思です。都合よく使われているわけではありません」

「……そう」

　ヴァイス・ファンセント、彼のもとから離れたほうがいいんじゃないか、と言ってしまったのだ。

　だが、彼女はおそろしいほど冷たい目で私を睨んだ。

　その様子からも、彼がいかに慕われているのがわかった。

　……私は、気づかないうちに偉そうになってしまっているのだろう。

　貴族を馬鹿にしていたのに、どこかリリスさんをメイドとして見ていた。

　だから……そんなことを言ってしまったのだ。

　自己嫌悪で胸が締め付けられる。

　そんな気持ちのまま、私は罠を仕掛けようと一人で外に出た。

　私の魔法は突然起こる戦闘には不向き。

　一番無防備なのは、魔法を付与しているときだ。

　それをわかっているからこそ、リリスさんに声を掛け、自分でも気をつけていた。

　だけど私は、油断していた──。

「グガァアァアァアァアァ！」

　知らぬ間に魔物の縄張りに入ってしまったのだろう。

　巨大な魔ま狼ろうが数十体、牙を向いて私を威圧してくる。

　それに……強い。

　明らかに今までの敵とは違う強大な魔力。

　この弱肉強食の森の中で、生き抜いてきた眼だ。

「くっ──」

　急いで剣を取り出し、強化魔法を刃先に付与した。

　狼おおかみはジリジリと私を囲んていく。でもすぐに攻撃を仕掛けてはこない。

　──やはり、できる。

　後ろの狼が叫び声をあげた瞬間、私の身体がピクリと反応した。

　思わず振り向きそうになる。だがその隙を見逃さず、左右にいた魔狼が牙を向けて跳んでくる。

　引っかかった──。

　どっちから倒せばいい──その迷いが、思考を鈍らせる──。

　くっ──。

「シャリーさん！」

　だがそのとき、リリスさんが急いで駆けつけてくれた。

　私を庇かばって右腕を噛かまれてしまうが、そのまま魔物の首をナイフで刺し、一体を倒す。

「ごめんなさい、私が──」

「謝らなくていい。今は、倒すことだけを考えましょう」

「……わかった」

　それから二体、三体、四体、リリスさんと私は魔狼を倒していく。

　勝てる、これなら──と思ったとき、魔狼が高らかに吠ほえた。

　次の瞬間、森の奥から新たな魔狼がどんどん増えてくる。

　私とリリスさんは身体からだ中じゆうに噛み痕がついていた。

　血を……流しすぎている。おそらくだが、唾液に血液の凝固を妨げる成分が含まれているのだろう。

　視界が歪ゆがみ、足元がふらつく。

　頭に、死が過よぎる──。

　アレン……。

「負けない、私は、死なない!!」

　リリスさんが奮い立たせるように叫ぶ。

　私のせいで……。

　そうだ、ダメだ、死んだら……ダメだ！

　しかし魔狼は、私たちの望みを断ち切る勢いで増えていく。一斉に襲い掛かってきたら、とても防げない。

　でも、それでも──。

「グガァアァ！」




「──癒やしの加護ヒールライトと破壊の衝動ダークライト」




　そのとき、声が聞こえた。

　低く、とても自信に溢あふれている声。

　私を守るように、前に立ってくれている。

　次の瞬間、私の身体が温かくなっていく。

　血を流しすぎていた身体が、癒やされていくのがわかる。

　痛みが、和らいでいく。
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「ヴァイス様！」

「リリス、その場でしゃがめ。シャリー、お前もだ」

「ヴァ……イス……」

　どうして、なぜ、なぜここに？

　このサバイバルは、味方を助けてもポイントにはならない。

　いや、リリスさんがいるから……違う。そうじゃない。

　ヴァイスは……私を心配してくれていた。

　私はそれをわかっていた。

　だけど、どうしても認められなかった。

　噂を、貴族、悪だと……思いたかった。

　彼が本当は優しい人だと、気づいていたというのに。

「魔狼どもが、数だけで俺に勝てると思うなよ」

　地面の魔法陣が敵を蝕むしばみ、反対に私たちの身体が癒えていく。

　これは、ヴァイスがアレンと戦うときに見せた魔法だ。

　いや、そのときよりも強くなっている。

　彼は……努力しているんだ。

　それでも魔狼は数を増やし、早くに動いた一体がヴァイスに向かって────。

「オラァアァアアァアアアア！　ったく、カッコつけるねえヴァイス」

「黙れササミ。お前は後ろを守れ、俺は前をやる」

「はいはい、わかりましたよ」

　デューク。

　彼と私は幼おさな馴な染じみだ。

　正義感が強く、誰とでも仲良くする人だと周りから思われているが、本当に嫌な奴には心を開いたりはしない。

　そんなデュークが、ヴァイスと仲良く話している……ああ、私、間違っていたんだ。




「……さすがに数が多かったな」

「ああ、って、数が問題じゃねえよ！　全然寝てないのに連戦はきちーぜ！」

「黙れ、プロテインに格下げするぞ」

　デュークが息を切らしてその場に座り込む。

　彼は、身体強化で有名なビリリアン家だ。驚くほどのスタミナを持っている。そんな彼が疲れているところを見るのは初めてだ。

　一体、何があったのだろう。

「ヴァイス様、ありがとうございます！」

「ポイントのためだ。助けたわけじゃない」

「ふふふ、そうですかっ」

　……ポイントのため……か。

「けどまあヴァイスの言う通り、ポイントはめちゃくちゃ入ったな！　寝ずに頑張った甲か斐いがあったってもんだぜ！」

「口を動かす元気があるなら、今すぐ一人で魔物を倒してこい」

「無む茶ちや言うなよマジで……」

　私は、ゆっくりとヴァイスに近づく。

　……言わないと。言わないと。

「ヴァイス」

　…………。

「なんだ？」

「今まで本当に……ごめ──」

「ガォァァァアアッ!!」

　そのとき、瀕ひん死しの魔狼の一体が、私に体当たりしてきた。

　身体の軸が大きくズレて、体勢を崩してしまう。その先は断崖絶壁。

　そのまま私は──崖から落ちてしまう──。

　ああ──。

　私、こんな最期なんだ……。

　最後に……謝れなかった──。

「シャリー!!」

　驚いたことに、ヴァイスが、私を追いかけてきた。

　どうして、なんで、そこまで──。

　空中で、手が、伸びてくる。

　ああ、あなたは──本当に──。

　私は、咄嗟に手を伸ばして掴む。

　次の瞬間、私の身体が、ふわりと浮いた。

　これは、飛行魔法を私に付与した……!?

　そのまま勢いよく崖上に引き戻され、デュークに身体を受け止められる。

　起き上がり、急いで崖を覗のぞき込こむ。

　デューク、リリスさんも。

　しかし──。

「ヴァイス様！」

「ヴァイス!!」

　遙はるか下、ヴァイスが真っ逆さまに落ちていく。

　そんな、そんな……私のせいで彼が……。

　いやだ、いやだ、いやだ!!

　──そのとき、後ろから足音が聞こえた。




「──僕が、助ける」




　私の横を颯爽と抜き去り、崖から飛び下りたのは、アレンだった。




　　　　◆




　景色が目まぐるしく切り替わる。風圧がすさまじく、身体の自由が利かない。

　咄嗟にシャリーの身体に飛行魔法を付与することはできたが、それが最後の魔力だった。

　目を開けるのですらやっとだ。風の音が耳に響く。

　たとえ魔法が使えたとしても、この速度で落ちる身体を支える浮力を制御することは、カルタですら不可能だろう。




　つまり──死。




　ああ──、なんで俺は、シャリーを助けたんだろうか。

　破滅を回避しようとしていたはずなのに、なぜそれを守れなかったのか。

　……わからない。

　走馬灯のように記憶と思考が溢れては消えていく。

　原作でシャリー・エリアスが死んだとき、俺は創作物だとわかっていながらも涙を流した。

　辛くて、悲しくて、何もできない自分が歯がゆかった。

　一部ではあんな世間知らずは死んでも仕方がないと書かれていた。

　だが俺はそんなこと毛ほども思わない。

　彼女は孤独だった。その辛さは俺もよく知っている。

　それでも未来を信じるようになった。平等を信じるようになった。

　本気で世の中を変えるのだと誓った。

　だが……。

　助けられなかった。

　なんで、なんでこのルートしかないんだ、俺はやるせない気持ちでいっぱいになった。

　だから初めて二人を見たときは、正直嬉しかった。

　同時にヴァイスとして複雑な感情も芽生えたが、俺は悩んでいた。

　この試験のことを聞いたとき、頭からシャリーのことがこびりついて離れなかった。

　全員を真正面から倒すと決めたくせに、自らその行為を破った。

　これは罰だ。




　なあ、ヴァイス。




　全部かっさらおうなんて、さすがに虫が良すぎたよなァ。

　だが、これで良かったはずだ。

　ヴァイスが死んで、シャリーは生き残る。

　これ以上のハッピーエンドがあるか？

　お前があのとき望んでいた、最高の展開だろ──。

「──イス──」

　あ？

「ヴァ──イ──」

　……はっ、ははっ。何してんだコイツ。

「ヴァイス！」

　俺の上空には、アレンがいた。

　一生懸命に手を伸ばし、俺を追いかけてきてやがる。

　はっ、何してんだよ。

　……主人公野郎が。

「手を掴め、ヴァイス！」

　ったく、うるせえな。

　何でここに来た？　お前に何ができる？

　なんで俺を……助けに来たんだよ……。

「早くしろ、ヴァイス!!」

　ああ、そうだ。俺はヴァイスだ。

　悪役で、ゴミで、怠惰で、凌りよう辱じよく貴族、救いようのないカスだ。

「生きたいんだろ！」




　……ああクソが。




　俺は、ゆっくりと手を伸ばす──。




　かっこいいなァ、主人公お前は。




　パチパチと音が聞こえる。

　暖かい、心が、落ち着く。

「シャ……リイ……」

　上半身を起こし、ハッと目を覚ます。

　周囲を見渡すと、岩肌が目に入る。ここは……洞窟のようだ。

　籠もったような空気を感じるが、焚たき火びのおかげで気持ちがいい。

　身体に視線を向けると、上半身が裸だった。

　……なぜ？

「おはよう、ヴァイス」

　洞窟の入り口から、蛇のようなものを片手に現れたのは、アレンだった。

　無邪気な笑み、あどけない顔、不思議と今は苛いら立だちを覚えない。

　そのとき、記憶が蘇る。

　そうだ、俺はシャリーを助けて……それから……──！

「お前、何をした──」

「君が落ちるところを見かけて、追いかけた。結果的に下が川だったから良かったけど」

　そう言いながら、アレンは蛇を木串に刺し、パチパチと焼きはじめた。

　だが──。

「……嘘をつくな。あの崖下に川なんてない。本当のことを言え」

　ありえない。あの場所からどうやって……。

　どうやって──、コイツまさか!?

「アレン、お前、いつの間に覚えた？」

「……何が？」

　腰をかけ、火を囲む。不思議な感覚だ。

「とぼけるな。飛行魔法だ」

「何の話？」

「そうとしか考えられない」

　アレンは、焚火に木をくべると、静かに口を開く。

「ヴァイス……君は何を隠してるの？」

「……隠してる？」

「訓練の前日、シャリーに辞退しろって言ったのを聞いた。彼女は、自分がポイントを稼ぐために邪魔だから圧をかけてきたんだろうって言ってたけど、僕はそうは思わない。ヴァイス、君がそんな卑怯なことをするとは考えられない」

　はっ……何も知らないような顔して、意外に考えているんだな。

　しかし妙だ。たとえ違和感を覚えていても、あのタイミングで俺たちを見つけたというのか？　そんな偶然、ありえるのだろうか。

「いや……シャリーの言う通りだ。俺は効率よくポイントを稼ぐために圧をかけた。相対的に俺のポイントが減るからな」

「そう……なら僕も何もないよ、川に流されて落ちただけ」

「……ふん」

　気に食わない、気に食わないが……。

「……とりあえず、食べる？」

　アレンが、香ばしそうな蛇を手渡してきた。

　肉の焼けた匂い、胃袋はくすぐられるが、見た目はグロテスクだ。

　──ぐぅ。

「よこせ」

「食べたいって言わないと、あげない」

　……なんだこいつ。

　意外に面倒な奴だな……。

　だが──。

「隙がありすぎだ」

「ああっ！」

　俺はひょいと奪うと、頭からかぶりついた。

　もぐもぐと頂く。こいつに弱みは見せたくない。

　……もう、これ以上は。

「……アレン」

「何？　もしかしてまずい？　でも、味付けなんてな──」

「ありがとな」

「……ははっ、どういたしまして」

　ファンセント家の唯一のシキタリ、感謝を伝える。

　面倒な掟おきてだ。




　食事を終えても、脳内にアナウンスが流れてこないことに気づく。

　そろそろ終了のはずだ。

　いや……なんで俺はこんなに腹が減っていた？

　それも、奪い取りたくなるほどに──。

「……アレン、俺はどのくらい眠ってた？」

「半日くらい、もうすぐ朝だよ」

「クソ、そういうことか……」

　俺が気絶している間にアナウンスの終了が流れたのだろう。

　だがそれだと余計に変だ。

　なぜ俺たちはまだここにいる？　いや、だとしてもなぜ助けが来ていない？

　俺たちがすでに死んでいるだろうから見捨てる、なんてことはありえないはずだ。

　自分のことであれだが、リリス、シンティアなんてそれこそ血ち眼まなこになって捜すだろう。

　そのとき、アレンが口を開く。

「初めは君を抱えて移動しようとしたんだ。でも、できなかった」

「できなかった？」

「ああ、気づいてない？　あっちの方向」

　アレンの視線の先、身体の魔力が回復しているのに気づき、観察眼を発動させる。

　全身に鳥肌が立つほどの魔力。心臓が、逃げろと脈を打つ。

　……なんだあの化け物は。

「ありえないよね。おそらくあいつの魔力が邪魔して、誰も僕たちの居場所を特定できてないんだ」

　魔物、なのは間違いないと思うが、それにしても圧倒的な圧を感じる。

　下手にここから動いて襲われたりなんかしたら……気絶している俺が危険な目に遭うから……。

　そういうことか……。ったく、主人公野郎が。

「体力も魔力は少し回復できた。今なら問題ない、戻るか」

「普通ならもっと休んだほうがいいと思うけど……まあでも、ヴァイスなら大丈夫そうだね」

　そういうと、アレンは笑った。

　屈託のない笑み。人懐っこい顔だ。

　……ふん。

「で、どうやって助けた」

「何が？」

「とぼけるな。俺はちゃんと礼を言った。その権利はあるだろう」

　するとアレンは、ふぅと溜ため息いきを吐ついた。

　……教えてくれるのか。

　やっぱり主人公こいつ、いい奴だな。

「僕には、能力──」

　その瞬間、聞いたことがない叫び声が、洞窟にまで響き渡った。

　何とも言えない恐怖の感情。背筋がゾクゾクして、すぐに逃げろと脳が危険信号を放つ。

　アレンと顔を見合わせる。

　化け物が、目を覚ました。

　だが、同時に違和感を覚えた。

　観察眼を使って確認すると、微弱な魔力が動いているのに気づく。

　アレンもそれに気付いたのが、表情でわかった。

　そして俺たちは、同時に外へ走る。

　木々の間を縫うように進むと、その声の主が姿を現した。

「グォオオォオォオォオォオオォオォオォ」

　腹の底から捻ひねり出だしているような唸うなり声ごえ。振動で身体が震え続けている。

　その巨大な存在は、まるで地獄から這はい上がってきたかのような威圧感を放っていた。

　全身が深緑の鱗うろこで覆われた化け物、深しん淵えんを見据える眼、大きな翼と鋭い牙、手足のかぎ爪は、凶器のように光り輝いている。

　眠りを妨げられたことに憤慨したのか、それともまったく別の感情によるものか。

　肌に突き刺さってくるのは圧倒的な殺意。

　このあたりのすべてを破壊する力を持っていることが、容易に感じ取れる。

　いや、そんなことは関係ない。

　俺は知っている。この化け物のことを、ステータスを、レベルを、恐怖を。

「竜……」

　アレンが、声を漏らすように呟つぶやく。

　こんな怯おびえた顔を見るのは初めてだ。

　だが、俺の手足も震えている。

　なぜならこの竜は、最終局面で現れるボスみたいなものだ。

　圧倒的な攻撃力、魔力、すべてをはじき返す無限の抵抗力。何よりも恐ろしいのは自分以外はゴミだと思っているであろう獰猛な性格。

　今の俺たちでは勝てるわけがない。

　研けん鑽さんを積んで、ようやく最後に戦うのが本筋だ。

　だが──。

「きゃ、きゃあああああああああ」

「クソ、な、なんだよコイツ！」

　あいつらは見たことがある。

　確か、下級生の男女だ。

　クソ……あいつらも遭難していたのか。

　明らかに竜に殺気を向けられている。

　咆ほう哮こうが終わると攻撃を仕掛けられ、彼らの身体は切り刻まれ、この世から完全に消えるだろう。

　仕方のないことだ。

　運が悪かった。

　──ただ。

「……アレン、何してる」

「彼らを、助ける」

　主人公は、静かに魔力を漲みなぎらせ、剣を構えようとしていた。

　バカが、何もわかってない。

　いや……わかっている……。

　わかった上で、立ち向かおうとしている。

「勝てるわけがない。お前なら感じ取れるだろう」

「……不可能なんてない。この世には」

「間違いなく死ぬ。今の俺たちでは勝てない」

　俺は知っている。

　足りない、レベルが足りない。魔力が足りない、技術が足りない。何もかも足りない。

　間違いなく死ぬ。

「でも、僕は逃げない」

　……ああ……知っている。

　お前のことは誰よりも知っている。

　馬鹿で、お人ひと好よしで、だけど前しか見ない主人公野郎。

「……ヴァイス」

「──借りは返す。それがファンセント家の掟だ」

　気づけば俺は、アレンの隣に立っていた。

　自分でも不思議だった。

　わかっている。勝てるわけがないってことは。

　でも誰だって一度は考えたことがあるだろ？

　主人公の隣で、命を懸けてみたいってな。

「咆哮が終わる瞬間に動く。隙を作って彼らを逃がそう」

「ああ──わかった」




　ああ……今ようやくわかった。




　ヴァイス、お前は、主人公アレンに憧れていたんだな。

　主人公アレンになりたかったのか。

　だから、許せなかったんだ。

　今ならわかるかもしれない。

　俺も、同じ気持ちだ。

　こんなに真まっ直すぐな主人公野郎には、どうあがいても勝てないもんな。

　そりゃ、羨ましいよなァ。

「ヴァイス──今だ！」

　竜の咆哮が消える瞬間、俺とアレンは、同時に竜の背後から左右に駆けた。

　挟み撃ち、なんて戦略的な技じゃない。

　即死するとしても、一人で済むかもしれないからだ。そのことは主人公もわかっている。

　竜の一番の恐ろしさは、その生まれ持った身体の大きさだ。

　人間もそうだが、体重差ってのは実力以上に力を発揮する。

　どれだけ研鑽を重ねたとしても、それを覆すのは並大抵のことじゃない。

　魔物はとくにそうだ。デカけりゃ強いが当たり前。

　その代わり速度が遅いなんてのは、創作物の中の戯言でしかない。

　俺たちと違って、魔物は身体の大きさに合わせて魔力総量が増えていく。
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　魔法抵抗、物理抵抗、魔法攻撃、物理攻撃、ただ手足を振ったり、尻尾を動かしたりするだけでも最強クラスの攻撃だ。

　さらに村を焼き尽くすことができるほどの炎を、口から吐くことができる。

　知能が高く、長寿で、危機管理能力に長け、何よりも傲慢だ。

　それが、最強と呼ばれる所以ゆえん。

　俺たちは今できる限界まで魔力を漲らせた。

　それに気付かないほどの相手じゃない。いくらこいつでも、無防備な背後に一撃を食らえば痛みは感じるだろう。

　目の前のおやつより、後ろの蠅はえを殺すのを優先するなんて当然だ。

「グォゴォオォオォォォオォオオオ」

　竜は振り返りながら大口を開けて──アレンに狙いを定めた。

　アレンからは、喉奥の赤い炎が見えているだろう。

　だがそれでも恐れず、まっすぐに駆けている。

　決して後ろを振り向かない主人公野郎。

　ああ、お前はやっぱり最高だな。

　心配なんてしない。

　死なないと思っているわけじゃない。

　その感情が、今この瞬間に不必要だからだ。

　攻撃の矛先が俺でも、アレンなら同じことを考えていただろう。

　やるべきことはただ一つ、渾こん身しんの一撃を与える。

　その後のことなんて考えていない。ただやるべきことをやって、次の一手も全力で考える。

　それほどの相手だ。ああしてこうしてなんて、余裕がある時にするもんだ。

　俺は地面で震えている下級生二人に目配せをした。仮にもノブレス魔法学園の生徒だ。

　勇気を振り絞り立ち上がると、急いでその場から離れていく。

　振り返るなよ、何が起きても──。

「グォオォオォォォォオオオ」

　俺が背後に回って不自然な壁アンナチユラルで高く舞い上がったとき、アレンに炎が放たれた。

　低い唸り声のような咆哮とともに、断続的な高魔力の炎がアレンに降り注ぐ。

　骨すらも残らないと瞬時にわかる威力と顔が歪むほどの熱波、今まで聞いたことがない空気を焼く熱の音。

　だが俺の心は揺れ動かない。

　癒やしの加護ヒールライトと破壊の衝動ダークライトは既に発動していた。

　竜から吸収した魔力が俺の身体に流れ込み、身体がはち切れそうだ。

　例えるなら小さなコップに蛇口全開で水を注いでいるようなもの。

　今の俺はミルク先生よりも強いだろう。

　だが長く続くわけじゃない。発動し続けていると、いずれ俺の身体が爆発四散する。

　身体中の血管が膨張していく、だがこの魔力をすべて、剣に乗せる──。

「──蜥蜴とかげ野郎がッッッ！」

　小手先の技術なんて必要ない。上段から渾身の力で剣を振り下ろす。

　竜の鱗は固く、並大抵の攻撃は弾かれてしまう。

　だが今の俺の攻撃は、それすらも凌りよう駕ができる。

　身にまとった闇と光の魔力、そして竜の魔力を融合させた力。

　そのすべてを刃先に乗せた。

　剣先が鱗に突き刺さり、ぐちゅりと肉の感触が手に伝わってくる。

　さらに押し込むように魔力を漲らせると、硬い骨に到達したのがわかった。

　だがそれでも、俺は構わずに切り裂こうとする。

　これにはさすがの相手もダメージを負ったのだろう。

　耳をつんざくような叫び声を上げて、鋭利な尻尾をぶんっと振ってきやがった。

　大木を押し倒しながら巨大な尾が、鞭むちのようにしなり、襲い掛かってくる。

　速度は緩むどころか、勢いを増す。直撃すれば死を免れないだろう。

　──が。

　ふたたび不自然な壁を詠唱し、右足をかけて空中で身体を翻し、寸前で回避する。空気を切り裂く音が、死を予感させた。

　カルタがいなければ俺はすでにこの世にいなかっただろう。

　生きて帰ることができれば、あいつに感謝の一言でも言いたいくらいだ。

　そして竜は、俺に向かって鋭い視線を向けた。その直後、前後左右、すべてに防御抵抗バリアを展開する。

　こいつら上級魔物は、生まれながらにして魔法が使える。

　生まれたての蜘く蛛もが誰からも教わらずに罠を張れるように、こいつらも本能で魔法が使える。

　──クソが。

　竜から吸い込んだ魔力が俺の身体の限界を超えはじめていた。意識が朦もう朧ろうとし、カーテンが閉じられるかのように視界が遮られていく。

　神経が研ぎ澄まされる一方で、俺は死の限界を感じて咄嗟に魔法を解除する。

　身体中のすべての抵抗力が失われ、魔力が流れて消えていく。

　次の攻撃を回避できる可能性は著しく低い。

　まあでも、木こつ端ぱ微み塵じんよりはいいかァ。

「──グオォオオォオオオオオオ」

　俺が与えたダメージは致命的と言うには程遠い。竜は右手のかぎ爪で俺を引き裂こうとしてきた。すさまじく速い。生死を懸けた戦い、指を一本失くしたからといって何が起きるわけでもない。

　痛みによるダメージは負っただろうが、勝敗に関係するほどではなかったのだ。

　──速すぎる。

　だが俺は十分すぎるほどの爪痕を残した。

　今のレベルで、この魔力で、竜に一撃を与えたことがどれだけ凄すごいのか、原作をプレイしていた俺だからこそわかる。

　最後に人助けができたのも……悪くはない。

　アレンの最期を見届けたこともな……。

　わりぃな、ミルク先生、弟子のくせに、俺は不ふ甲が斐いねえ。

「──ヴァイス！」

　竜の攻撃が寸前に迫ったとき、アレンの声が聞こえた。

　どこにいるのかはわからない。だが聞き間違えるわけがない。

　どうやって避けた？　ありえない。

　けど、今はそんなことはどうでもいい。

　お前が諦めないのなら──俺だって諦めるわけにはいかない。

　俺はふたたび、癒やしの加護ヒールライトと破壊の衝動ダークライトを瞬時に詠唱した。

　今までで最速の発動だ。多分、いや絶対に、二度とこの速さでは発動できないだろう。

　だが限界はとうに超えている。補充された魔力が皮膚を突き破って、手足から血が流れていく。鼓膜が破れたのか、耳鳴りが酷い。

　まるで狂戦士バーサーカーだ。はっ、戦って死ぬのも悪くねぇ。

「人間様を、舐なめるんじゃねえ！」

　俺の頬にかぎ爪の先端が触れる。肉を突き破り、顔面ごと持っていかれそうになるが、無理やり反動で身体を翻す。頬が裂け血肉が飛び散る。だが俺は死んでいない。

　主人公野郎が俺の名を呼ばなければ、今まで何度も見たゲームオーバーを思い出していたはずだ。

　俺は最後の力で不自然な壁を空中で詠唱、両足で思い切り蹴り上げ、真正面から突っ込んだ。

　全身の骨が軋きしむ音を響かせながら──竜の額を狙う。

　この瞬間、今だけに全力だ。

　アレンの姿は見えない。だがあいつは、確実に俺と同じことを考えている。

　わかる、知っている。あいつに憧れた俺だから、わかる。

　耳鳴りが酷く俺の脳内を圧迫する。脳が焼けるようだ。

「これで、終わりだ！」

　同時に、アレンが上空から下りてくる。上半身の服が焼け落ち、身体もズタボロだ。

　俺は、俺たちの二本の剣は、頭部と額に突き刺さると、硬い鱗を突き破り、頭蓋骨にぶち当たりながらも深く突き進んでいく。

「クソ野郎が、死にやがれ！」

「グォオオオォオオオォオオン!!」

　だがそれでも竜は即死しなかった。脳が破壊され思考が妨げられているにもかかわらず、やつは足あ掻がき続ける。

　本能が、己以外のすべてを駆逐しようとしているのだろう。

　しかしそれでも竜は生物だ。脳が破壊されて生き続けることはできない。

「アレン！」

「ああ──」

　俺とアレンは手ごたえを感じ、竜から急いで距離を取る。今の攻撃で失明したのか、竜は無作為に周囲を破壊しはじめる。

　最後の抵抗だ。

　俺とアレンは、それを無言で眺めていた。叫び、血を吐き、最後に断末魔の叫びを上げ、ようやく倒れこむ。何トンもあるであろう巨大な身体が、地面に轟ごう音おんを響かせると、ついには動かなくなった。

　俺とアレンは──不可能を可能にした。

「もう動けない……」

　ホッとしたのか、アレンはその場でへたり込んだ。しかしわけがわからない、なんであの炎を回避できたのか。

　勝ったのは、こいつのおかげだ。

　はっ、すげえな、主人公お前は。

　そして俺も、その場に倒れ込むように座り込む。

　何もかもが限界だ。身体中が悲鳴を上げている。

　だが──勝った。

　そしてアレンが、俺に顔を向け、いつものように笑った。

　あの、むかつく笑みだ。

「ヴァイス、君はやっぱり最強だよ」

「はっ、お前もな」

　俺たちの思想は合わない。

　これからもそれは覆らないだろう。

　だが俺はお前を認める。お前のことは嫌いだが、お前はそれでいい。

　理想を語れるだけの正義を、お前は持っている。

　すべてが終わった。と、思ったそのとき──。




「グゥウゥウゥオォオオォオォオォォン」




　上空を見上げた瞬間、心臓が止まりかけた。

　なぜ気付かなかった、なぜわからなかった。

　魔力を隠していたのか？　ありえない。

　俺たちは勝った。竜に勝った。だが、何でこいつはここにいる？

　思い出せ、思い出せ。記憶を呼び起こせ。

　そうか、そうだ。

　竜は一匹じゃない。原作でも、各地に竜は存在した。

　そう、こいつらは──。

「グォオォオォオォオン」

　俺たちの目の前に、同じような竜が下りてきた。

　いや、瓜うり二ふたつだ。

　こいつらは番つがいだった。

　半身を失われた竜が、俺たちを睨んでいる。

　復ふく讐しゆうに燃える魔物、俺たちが勝てるわけもない。

「……ヴァイス」

「……ああ」

　さすがのアレンでもわかったらしい。

　もう俺たちの魔力は毛ほども残っていない。

　剣を構えることもできない。

　立ち上がることすらできない。

　巨大な竜は、すべてを飲み込むような巨大な口を開けて魔力を漲らせた。

　直後、喉奥から地獄の業火、赤い炎が湧き出てくる。

　ああ、こいつはこれに向かって駆けたのか。

　やっぱりすげえな。

　アレンの瞳に怯えは一切ない。

「……ヴァイス、君と話したあと、色々考えたんだ。僕がいかに理想を語ってるのか」

　ああ、そうだな。

　わかっている。

　だが──。

「僕が間違──」

「言うな」

「……え？」

「お前はそれでいい」

　ああ、最高の最期だ。

　じゃあな──。

「──蜥蜴如きが、一丁前に復讐者気取りか」

　次の瞬間、竜は口を強制的に閉じられた。

　空中から颯爽と現れ、剣で竜の口に蓋をするように切り裂いたのは、燃えるような赤髪、ミルク・アビタスだった。

「俺の生徒に何してんだゴラァ!!」

　そして間髪を容れずにダリウスが森から現れると、大剣で竜の腹部に叩たたきつけるように攻撃を放つ。

　俺たちのとは違う。破壊力がすさまじく、肉を切り裂き骨に到達するどころか、骨を破壊する音が聞こえる。

　だがそれでも竜は身体を翻し、瞬時に上空に駆け上がろうとした。

　こいつらはわかっている。空が自分の領域エリアだということを。

　上がりきってしまえば、炎を放ち森を焼き尽くし、それでも敵かなわないなら姿を消すだろう。

　それが竜、卑怯で狡こう猾かつだが強い──。

「逃げ出すのは、よくないわねえ」

　だがその上、先に空を飛んでいたのは、銀髪のストレートヘア、最強の女神、エヴァ・エイブリー。

「はっ、ははっ」

　気づけば笑っていた。俺は強くなった、強くなったが、化け物たちにはまだほど遠い。

　だが俺はもっと強くなれるはずだ。

　お手本たちが、目の前にいるのだから。

「後輩を虐いじめた悪い子は、さようなら」

　そしてエヴァ・エイブリーは、竜の頭部にそっと触れた。いや、正しくは強大な威力の魔法を放ったのだろう。

　だが俺は、静かで、ただ淡々とした魔力を感じただけだ。

　そして竜は断末魔の悲鳴を上げることもなく浮力を失って堕おちていく。

　何をしたのかすらわからない。だが、一撃で竜の命を狩り取った。

　やがて轟音が響く。

　同時に身体の力が抜けていく。ああ、意識が朦朧としてきやがった。

「ヴァイス！」

「ヴァイス様！」

「ヴァイスくん！」

　シンティアとリリス、カルタが俺に向かってきている。瞼まぶたが、重い。

　安心すると人は眠くなるってのは本当なんだなァ。

「アレン！」

「アレン!!」

　デューク、シャリー。

　二人がアレンに駆け寄っていく。あいつも限界だったらしく、俺と同じように倒れこんでいた。

　ああ、いいなァ。

　俺が見たかった光景だ。

　最高だ。

　最高のシーンだ。

「ヴァイス、あなたのことを心から愛しています。だからどうか、死なないでください……」

「ああ……俺も……」

　シンティアが俺を膝に乗せてくれている。

　わりぃな、主人公アレン。

　これからどうなっても、お前には渡さねえからよ。

　俺は、悪役だ。

　ヒロインを奪うくらい、許されるよなァ。

「──ヴァイス、よく生き延びたな」

　最後のミルク先生の声のあと、俺は完全に意識を失った。
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　キングサイズのベッド、純白なシーツの上で、二人の美女に挟まれていた。

「ヴァイス、どうぞ」

「ああ」

「ヴァイス様、どうぞ」

「あ、ああ」

「ヴァイス、どうぞ」

「落ち着け、まだ口に残ってる」

　シンティアとリリスが、身体に優しいとされているベリーベリーフルーツを交互に食べさせてくれている。

　味は悪くないが、いかんせんペースが速い。

　ここはノブレス魔法学園での俺の部屋だ。

　高級な家具に天蓋付きのベッド。専用の風呂に、観葉植物だって置いてある。

　だが俺は病人のように横になっていた。

　竜の魔力は人間の身体には毒だったらしく、俺は死ぬ寸前だったとのことだ。

　しかし闇魔法と光魔法の加護で、日々力を取り戻している。

　医者いわく、ありえない回復速度、だそうだ。

　それから俺はずっと気になっていたことを尋ねた。

　シンティアとアレンは同じペアだった。あの広大な森、なのにあいつは間髪を容れず俺を助けにきた。

　そんな偶然、ありえるか？

「──突然走った？」

「はい、何か胸騒ぎがしたかのように。私はてっきり魔物かと思ったのですけれど……ごめんなさいヴァイス、私は気づきませんでした」

「それはいい、気にするな」

　結局のところ、何もわからないということか。

　魔力感知だとしても偶然がすぎる。まあでも、すべてを知ってしまってもおもしろくはない。未公開ってのは、そそられる単語だからな。それよりも──。

「あとな……」

「はい、どうしました？」

　俺はもう一つ、いやこっちが本命だった。

　今でこそ俺はシンティアが婚約者で嬉うれしいが……、彼女はアレンと三日間一緒だった。

　どう……思っているのかと。

　もちろん最後に愛していると言ってくれたが、冷静になってくると不安になってきた。

　俺は二人のストーリーを知っているからこそ余計に……。

「……アレンと……何かあったりし……ないよな？」

「？　どういうことですか？」

「……そのなんだ。何も変わったことはなかったのかなと……」

「どういう意味ですか？　私とアレンはただの同級生です。それ以上でも、それ以下でもありません」

「そ、そうか」

　……ったく、女々しいなあ俺は。

　ハッキリ聞けばいいのに。

　だがやはり未来は変わるってことだ。

　俺の行動が、未来を創っていく。

　ミルク先生の言う通りだ。

「シンティア様、ヴァイス様はヤキモ──」

「おいリリス、それ以上は言うな」

「は、はい！　何でもありませんモチモチ！」

「え、モチモチがどうしたのですか？」

　こういうとき、シンティアの天然は助かるな。




　──コンコンコン。




　そのとき、誰かがドアをノックした。

「入れ」

　扉を開けて現れたのは、シャリーだった。

　いつもの明るい表情は消え、心配そうに、それでいて申し訳なさそうにしている。

　あの日、あのとき、あいつは俺に何か言いかけていた。

「シンティア、リリス、外してくれるか」

「……わかりました。行きましょう、リリスさん」

　俺がそう言うと、二人は何も聞かずに部屋から出ていく。

　彼女たちは、本当に気遣いに溢あふれている。

　俺は気絶したあと、気が付いたらこの部屋にいた。

　後に知ったのだが、ミルク先生が俺を背負ってくれたらしい。眠っていたのが、少しもったいない気がした。

　そしてあの後、父親は学園長に直訴したらしい。

　といっても、父親もバカじゃない。

　誓約書にはサインをしているので、崖に落ちたことは問題ない。追及したのは竜の存在だ。

　調べによると北の国で戦争があって、それに巻き込まれた森から逃げ出したのが、あの番つがいだったらしい。

　言われてみればそんなイベントもあったと思うが、あの森で羽根を休めていたことは知らなかった。

　今後は十重二十重に気を付けてくれ、というのが父親のまっとうな主張だ。

　まあ、こんな優しい言い方ではなかったとは聞いているが。

　……ちょっと見たかったな。

「で、シャリー、何だ？」

「ええと……その……。──ごめんなさい、私はあなたのことをずっと勘違いしてた。噂うわさを鵜う呑のみにして、何もかも……本当に……私が悪かった」

　シャリーは思い切り頭を下げた。

　……いや、お前は悪くない。

　俺は変わった。俺の噂自体はそもそも真実だからな。

「何を言うかと思えば、そんなくだらない謝罪か」

「え……」

「俺がお前を助けたのは役に立つからだ。今、世界で魔物が活発化してるのは知ってるだろう。俺はアレンと違って平等の社会は求めてない。もしどこかの国を破壊し、あぶれた移民が大勢押し寄せてきたらどうなると思う？　間違いなく戦争が起きる。そのとき、お前の魔法付与は役に立つ。これは貸しだ。いつか俺に返せ」

　ヴァイス・ファンセントが破滅するきっかけはアレンだが、俺を直接殺すのは魔王だ。

　いずれ厄災がこの世界を襲う。

　そのとき、シャリーは必ず役に立つ。

『ノブレス・オブリージュ』には様々な分岐点があるが、最後だけは変わらない。

　そこだけは決して覆らないだろう。だからこそ、俺は必死に抗あらがおうとしている。

　今はまだ通過点にすぎない。

　シャリーは、肩の荷が解けたかのように、ふっと笑みを浮かべた。

　ああ、お前はそっちのが似合うよ。

「……わかった。ありがとう、ヴァイス」

「はっ。それで……アレンの奴やつはどうだ？」

「……気になるの？」

「あ？」

　ふふふっと笑みをこぼす。

　ったく、なんだよ。

「生きてるといえば生きてるけど、ほとんど死んでるわ。あなたと同じで力を使いすぎたみたいで、今はデュークに看病してもらってる」

「はっ、男同士で慰め合いか」

「そうだね。──羨ましいの？」

「バカ言うな、俺にそんな趣味はない。なんだったら、お前もここにいて俺にフルーツを食べさせるか？」

「しないわよ」

「だろうな」

　この先、シャリーがどう動くのか、俺にはわからない。

　今まで俺が行った中でも、一番の改変だ。

　凶と出るか吉と出るか、まあ、どっちでもいいか。

　未公開シーンってのは、ファンの特権だよなァ。

　つうか……。

「おいカルタ、いつまでそこにいるんだ」

「ひ、ひぃ!?　ご、ごめんなさい!?」

　扉の外、カルタがいるのはわかっていた。

　おそらく見舞いに来てくれたんだろうが、俺たちが話しているのに気づいて立ち往生。

　で、そのまま待っていたらいいのか困ったのだろう。

「用事あるなら入れ。──シャリー、アレンに伝えておけ。お前の能力ギフトは、俺が暴くと」

「……わかったわ。ほんと、あなたたちはお互いを認め合ってるのね」

「あ？　認め合う？」

「何でもないわ。それじゃあまたねヴァイス。本当に感謝してる。でも、もし戦うときがあれば、遠慮はしないわよ」

「当たり前だ」

　アレンは、能力──と言いかけていた。

　そんなもの……聞いたことがない。

　俺を崖から助けたり、竜の炎を回避したり、普通じゃ考えられないことだらけだ。

　だがいい。お楽しみは後々に取っておこう。

「し、失礼します！」

　カルタは、怯おびえた様子で入ってくる。

　手に持っているのは、どデカい網目模様……それは、メロメロン!?

　たしかこの世界で採れる希少価値の高いフルーツ。

　最高に美味おいしいと原作で書かれていた。

　どんな味か気になるとコミュニティサイトでも話題で、俺も……食べたいと思っていた。

　こいつ……神か？

「ご、ごめんなさい。ヴァイスくんの体調、どうかなって」

「……まあまあだ。そういえばお前の飛行魔法のおかげで助かった。だが使いこなすのはまだ難しい。身体が治ったら教えてくれ」

「え、あ、う、うん！　あ、違った……。返事は、はい！」

「……今はどっちでもいい」

「わ、わかった！　じゃ、じゃあまたねヴァイスくん」

　カルタは、そのまま去っていこうとする。両手にメロメロンを抱えながら。

「おい、どこへ行く」

「え、そ、その戻ろうと思って」

「……その……なんだその……おい……フルーツは俺のじゃないのか」

「フルー……ツ？　あ、あ、いやこれ!?　そ、そうだよね……。ごめんなさい、ミルク先生が食べたいって言ってて、家から送ってもらったの」

「……お前の家、農家なのか？　それも、メロメロン農家なのか？」

「え？　う、うん。農家ではないけど、事業の一つだよ」

　クソ、そんなこと原作に書いてなかったぞ。それになんで俺にそれを見せつけるんだ。

　病人にフルーツを見せたら食べたいに決まっているだろう。

　わがままを言えばくれるか？　しかしミルク先生の食べ物……殺されるか？

　いや、確実に殺される。

『おいヴァイス、やっていいことと悪いことがあるよな？　死ね』

　てな感じか？　いや、でもこれやっていいことのほうだよな？

　悪魔がささやく。死にたくない。だが、食べたい。

「……メロメロン、半分切ってもバレないんじゃないか？」

「え？　ヴァイスくん食べたいの？」

「……いや、少し味見したいだけだ」

「ふうん、でもミルク先生に怒られるから……」

「だから半分だ。バレなければいいだろう」

「だから、食べたいの？　ヴァイスくんが、食べたい！　っていうなら、考えるけど……」

　コイツ、天然か？　それともマジなのか？

　顔からは何も読み取れない。どう見ても食べたい雰囲気が出ているだろう。

　普段の俺の態度から察せられないのか？　くそ、鈍感ってのはこういうときに面倒だ。

「……食べた──」

「ヴァイス、調子はどうだ？」

　そのとき、ミルク先生が思い切り扉を開けた。

　しかも足でだ。ここは俺の自室だが……。それよりも今の聞こえてないよな……？

「げ、げんきですよ!?」

　思わず上ずった声で返してしまう。

　カルタはペコリと挨拶して、そして──。

「じゃあ、ヴァイスくん半分切るね」

「は、はい？」

「食べたいんでしょ？　メロメロン」

「どういうことだ？　ヴァイス。これは私が頼んだものじゃないのか？」

「あ、ええと、でもヴァイスくんが、半分食べたいって言うんです」

「え、いや、いや!?」

　カルタ、なぜそんな──。

「ふふふ、冗談だよ。初めからこれ、ヴァイスくんのだから」

「え？　ど、どういう」

「私が仕掛けた。お前の食事を何度か見てきたが、フルーツに目がないことは知ってる。どうせ食べたいと言い出すだろうとな」

「……ひどい」

　酷ひどい、悲しい、冷たい。

「カルタ、私が切ろう、貸してくれ。ヴァイス、あーんまでしてやるぞ」

「え、あ、はいどうぞ！　せ、先生、大胆！」

　……まじ？　あのミルク先生が……？

　これって、病室でリンゴの皮を剥くみたいな感じ……？

「とりあえず食べやすいように切るか」

　ミルク先生は、どこからともなく木の棍こん棒ぼうを出す。

　スイカ割りの要領でメロメロンを破壊──するかと思いきや、寸前で止めて、その風圧だけで真っ二つに割る。

　これはたしか、空斬撃エアリイ、ミルク先生の得意技だ。

「ヴァイス、口を開けろ」

「え、あ、はい」

「ヴァイスくん、メロメロンおいしいよ！」

「あ、あ、ああ、ああ」

　そして俺は、ドッキリでも仕掛けられているのかと不安になりながら、フルーツを口に入れてもらった。

　ミルク先生の「あーん」。

　こんなのは原作にない。最高の改変、最高の未公開シーン。

　ファンディスクに投入すれば、売り上げは二倍、いや三倍は伸びるだろう。

　そして肝心のメロメロンは……うまい。

「最高……」

　ノブレス魔法学園の理念は飴あめと鞭むち。

　これは世界の強制力に違いない。

　悪いことの後にはいいことが起きる。

　これは揺るぎない事実だ。

　マジで……飴ちゃん様様だな。

「も……もう一口いいですか」

「ああ、こぼさずに食べろよ」

「ばぁぶすくん、あんよが上手！」

　今日だけはヴァイスじゃなくて、ばぁぶすを受け入れよう。

　しかしカルタは俺を舐なめているらしい。それにあんよでもない。

　今度、スパルタで特訓してやる。

　体調が戻り次第、俺はまた強くなるために訓練をはじめる。

　今よりもっと魔法を覚えて、剣術もミルク先生を超えたい。

　あのエヴァ・エイブリーにだって、俺は勝てるようになりたい。




　来たるべき魔王に備えて、俺は──前だけを見続ける。




　　　　◆




　中級生の寮、エヴァ・エイブリーの自室。

　ヴァイス・ファンセントの部屋より三倍も広いその部屋には、高価な絵画がたくさん飾られていた。

　そのどれもが、コレクターなら喉から手が出るほどほしいものばかりだ。

　だが今のエヴァはもう興味がない。

　熱しやすく冷めやすい、それが彼女だ。

　エヴァは一度決めたらまっすぐに突き進む。

　エヴァ・エイブリーが最強になったのも、彼女が世界最強を目指したから。

　ノブレス魔法学園はその通過点だった。だが、誰も自分には敵かなわないとすぐに気づく。

　魔物と戦うことも、竜と戦うことも、彼女にとってはただのお遊戯。

　つまらない、つまらない、つらまらなかった。




　──ヴァイスが現れるまでは。




「ふふふ、ふふふ」

　ベッドの上、ネグリジェ姿で横になったままのエヴァは、魔法写真を眺めていた。

　そこには竜と戦って満まん身しん創そう痍いで気絶したヴァイスとアレンが映っている。

　どちらも上半身裸で、血だらけで、そして──乳首が見えている。

　そしてエヴァは──興奮していた。

「ああ、いいわあ。いい。すごくいい……こんな素晴らしい組み合わせの二人が、学園にいただなんて……」

　エヴァ・エイブリーは、ノブレス魔法学園で過去最高のポイントを保有している。

　本来Ｓ級に到達すれば飛び級するのだが、その寸前で授業を休み、わざとポイントを減らしていた。

　理由はただ一つ、快適な住居を守るため。

　こんなことが許されるのは、後にも先にも彼女しかいない。

　何不自由のない生活の中で彼女は思う。誰も自分には敵わないとしても、優秀な生徒を眺めることはできる。

　だがそれでも彼女は学園に飽きていた。自主退学して南にバカンスにでも行こうかなと考えていたとき、ヴァイスと出会った。

　やる気に満ち溢れ、気高く、そして何よりも貪欲なヴァイス。




　と──。




　やる気に満ち溢れ、まっすぐで、正義感に溢れるアレン。




　正反対だが、どこか共通点を感じるこの組み合わせが、彼女にとって最高の──おかずになった。

「ああ……いいわああ」

　エヴァは異性に興味がない。

　興味があるのは、男性同士の絡み合い。

　学園を自主退学しようとしていた最大の理由は、いい組み合わせがいなかったから。

　だがアレンとヴァイスの登場で、世界が変わった。

　どちらか一人が欠けていても、エヴァの気持ちが昂たかぶることはなかった。

　原作のようにヴァイスが怠惰なままなら、心の高揚がここまでいたることはなかった。

　ヴァイスの努力が、信念が、彼女の心を揺れ動かせた。

　今は、ヴァ×アレ、いや、アレ×ヴァ、攻めと受けのどちらがいいかと悩んでいた。

　そして今まで彼女が望んだことは、すべて叶かなえられている。

　たとえそれが、他者からみて絶対に不可能だということでも。

　楽しい、楽しい、楽しい。

　でも──。

「……仲が良すぎるのは、好みじゃないわねえ」

　いがみ合い、罵倒し合い、お互いの嫌悪感が最高潮に辿たどり着ついてなお、二人にくっついてほしい。

　エヴァ・エイブリーは──生粋の変態である。

「どうしようかな、何か考えようかな。二人が喧けん嘩かするところ、見たいのよねえ」




　これこそが最大の改変だということを、アレンはもちろん、ヴァイスもまだ知らない。
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『ノブレス・オブリージュ』には、様々なイベントが存在する。

　以前行ったプール授業のように、人気の定番は必ず組み込まれている。

　もちろん、文化祭も──。

「このクラスの出し物は、投票によりメイドカフェに決定した。服は各自で用意してもいいが、基本的にはこちらで用意する」

　教壇に立っているのは、仁王立ちで腕を組んだミルク先生だ。

　いつもと同じように、一切の笑みを零こぼさず、さも当然であるかのように言った。

　ちなみにクロエ先生は風邪を引いているらしい。

　俺たちは、文化祭に向けて話し合いを重ねていた。その結果が、今日発表されたのである。

　しかし誰も不思議に思わないのだろうか。

「よっしゃああ！　最高だぜ！」

「えー恥ずかしいよー」

「メイド服かあ、うちの家のやつ持ってこようかな」

　なぜなら生徒のほとんどが貴族だ。

　普通に考えると、身分的にメイドに変装するなんてありえないだろう。

　だが普段、偉そうにしている連中も、なぜかそれに異を唱えない。

　気を抜くと、なぜ？　と、声が出てしまいそうだ。しかし誰もそのことに言及しない。

　いや、貴族学園？　紳士淑女？　そんなくだらないことは忘れろ。

　かくいう俺も、おかしいんじゃないか、なんて野や暮ぼなことは言わない。

　理由はただ一つ、下手にシナリオの改変をすると面倒だからだ。

　ただそれだけ。

　下心なんて一切ない。

　一切、ない。

「ヴァイス、なんだか嬉うれしそうですね」

「文化祭、楽しみですね！」

「……そうか？」

　さて、面倒なイベントのはじまりだ。

　腰は重いが……仕方ないな。




　　　　◇




「いいか、メイド服は大きく分けるとクラシックとフレンチに分けられる。普段、お前らの家にいるのは前者だ。奥ゆかしさもあっていいが、生徒によるメイドカフェでは動きやすい恰かつ好こう、そして生徒らしい見た目を重視したほうがいい。つまりフレンチ、わかりやすく例えるなら絶対領域エリア、太ももが見えているかどうかで判断しろ」

　それから俺は、非常に面倒だがメイド服の基礎を知らない奴やつらに説明をしていた。

　こいつらはどいつもこいつも知識が足りない。

　文化祭に勝ち負けはないが、最後に一位から三位までの売り上げ上位が発表される。

　俺は真正面から圧倒的に勝つと決めた。

　他クラスから褒められるようなメイドカフェにしなければ意味がない。

「な、なあアレン、なんかヴァイスやたら詳しくないか？」

「そ、そうだね。もしかしてメイド服が好きなのかな──」

「おい、デューク、午前と午後でメイド服がどう違うか答えろ」

　俺が話しているにもかかわらず、バカ二人が無駄口を叩たたいていた。

　すかさずに問いかける。二人は混乱しながら顔を見合わせた。

「な、何の話だ？」

「午前の主な仕事は掃除だ。丈夫な麻布で作った淡い色の服を着ることが多い。対して午後は？　答えろ、猪ちよ突とつ猛もう進しん野郎」

「え、ええと……ピンクとか？」

　俺は、思い切りため息を漏らす。

「午後は主人が帰宅する時間だ。気品のある黒色がいい。来客がいれば白キャップやカフスを用意したほうが無難だな。その程度も知らないくせに、無駄口を叩くな」

「「はい、すみません」」

　ふう……まったく。

「いいか、メイドの頭飾りは本来、作業中に髪の毛が邪魔にならないように押さえ──」




　俺たちは、その日から文化祭に向けて準備をはじめた。

　非常に面倒でやる気は出ないが、行事なら仕方がない。

　ノブレス魔法学園のコネクションも使って世界中のメイド服を集めてもらった。

　だが俺の予想をはるかに超える品しな揃ぞろえとなり、思わず興奮──いや、勝利を確信した。

「ふむ、シンティア。くるりと回ってみてくれ」

「こうですか？」

　伝統的でクラシックな装いに身を包んだシンティアが、スカートをふわりとなびかせる。

　類いまれな美貌、染み一つない肌は、黒と白のコントラストがよく映えていた。

　靴下とキャップは白、あえて肌の露出を抑えることで、視みえない部分に興味を持たせる。

　色々考えたが、個性によってメイド服を変えることにした。

「悪くないな。リリス、その場でぴょんぴょんしてくれ」

「は、はい、こうですか？」

　対してリリスは、少し変わったメイド服だ。

　この時代には絶対そぐわないフリルが施されたミニスカート、太ももの絶対領域のおかげで、黒ニーソの境目がむっちりとしている。

　それと合わせて、ほどよいたゆんが揺れ動く。

　決して下品ではなく、むしろこれこそが正統派だと思える仕上がり。

「キャップはなしでもいいか。いや、ありのほうがいいか。一応透けないようにシンティアはパニエ、リリスはペティコートを穿いてくれ」

　まったく、早く終わってほしい。

「ヴァイスのこと見直したぜ、俺」

「俺もだ。メイド服って、奥深いんだな」

「ああ、最高だ。太もも最高」

　後ろで何やら男たちが騒いでいる。たかが文化祭で浮かれやがって。




　　　　◇




　そして迎えた文化祭当日。

　教室の入り口には、ノブレスメイドカフェと可愛かわいい文字で書かれた看板が立てられていた。

　その前には、呼び込みとして、カルタが立っている。

「ヴァ、ヴァイスくんっ」

「着心地はどうだ？」

「い、いい感じ！　ちょっと恥ずかしいけど……」

　カルタのメイド服は、たゆんが協調されているフレンチよりのスタイルだ。

　胸の下には謎の紐ひもがついていて、たゆんが強調されている。

　恥ずかしがっていたが、俺が似合うと言い切ったところ、頬を紅潮させながら頷うなずいた。

　メイド服ってのは着せられるんじゃない。着るものだ。そして白ニーソに絶対領域。

　たゆんたゆんたゆんたゆんたゆんと合わせて、破壊力はばつぐんだ。

　ふむ、なぜかマシュマロを思い出すな。

「綺き麗れいだぞ、カルタ」

「ほ、ほんと!?　だ、だったら……良かった」

　身体をくねくねしながら喜んでいる。

　メイド服は、着るだけで人の気分を高揚させるのだろう。

　ちなみに俺は文化祭実行委員長のピンを胸元に付けている。

　ヴァイス以外に適任はいない。頼む！　と男たちから懇願されたのだ。

　理由はまったくわからない。おそらく面倒ごとを俺に押し付けたかったのだろう。

　これも、元ヴァイスが悪名高いことが関係しているに違いない。

　いつ払拭できるのか、まったく面倒な男になってしまった。

　教室に足を踏み入れると、迎えてくれたのは、シンティアとリリスだ。

「ヴァイス、おかえりなさいませ」

「ヴァイス様、おかえりなさいませ！」

　二人とも以前と同じメイド服を着ていた。

　リリスのメイド姿は見慣れているはずだが、普段と違うとまた興奮──いや綺麗だ。

　続いて、窓際にいたアレン、デューク、シャリーに声をかける。

　男は当然だが、俺も含めて執事服、黒と白を基調とした伝統的なスタイル、黒いジャケット、ストライプ入りのズボン。インナーは白シャツ、そして黒ネクタイ。

「デューク、筋肉量は多いが、似合ってるぞ。アレンも悪くない。いや、むしろいい」

「え、マジかよ!?　ありがとな！」

「あ、ありがとうヴァイス」

「……わ、私は？」

　シャリーは明るい性格だ。黒だとせっかくの笑顔が目立たないと思い、パステルカラーのメイド服を着てもらっている。伝統的ではないが、臨機応変にいくのが戦いの基本だ。

　ピンク色を基調とし、ミニスカート、キャップは白、もちろん白ニーソは欠かせない。

「凄すごく綺麗だ。シャリー」

「……嬉しい。──ありがとう、ヴァイス」

　そういえば誰かが、ヴァイスはメイドカフェを経営していれば、世の中が平和になるんじゃね、と意味のわからないことを言っていた。普段より優しく感じるとのことだ。

　そんなことはないはずだが、これもメイドマジックだろう。

　そのとき、魔法鳥が文化祭の開始を告げた。

『文化祭はじまり、文化祭はじまりー！』

　その瞬間、生徒たちから歓声が沸く。

　教室内、もとい店内には、木目を基調とした丸テーブルと椅子がいくつも置かれていた。

　もちろん、本格的な飲み物も取とり揃そろえている。校内なのでアルコールの提供はないが。

　文化祭ということもあって、働くのは交代制だ。各クラスへ遊びにいく時間も与えられてはいるが、俺にそんな時間があるかどうか。

　メイドカフェの成否を見届けるのも、実行委員長の役目だからな。

　まったく、面倒な事この上ない。

「ヴァイス、よく似合ってますわ」

「ああ、ありがとう。シンティア」

　シンティアは少しだけ背伸びして、俺の胸元の蝶ちようネクタイの向きを直してくれた。

　ネクタイがよかったのだが、普段と違って可愛いほうがいいと選んでくれたのだ。

　しかしようやくスタートだ。まずは呼び込みから──。

「ヴァ、ヴァイスくん！　お、お客さんがー!?」

　すると早々、入り口から、カルタの叫び声が聞こえた。

　急いで向かうと、そこはすでに人だかりができていた。

　下級生だけではなく、中級生、上級生の姿も。

　……なぜだ？

「おおっ、マジで噂うわさ通りだ！　すげえ、本格的すぎるだろ」

「可愛すぎる……しかも全員、メイド服が違うらしいぜ」

「これが、ヴァイスメイドカフェか」

　……なんだヴァイスメイドカフェって。

　いや、それより──。

「カルタ、受付は俺が交代する。お前は中で接客してくれ、おそらく人手が足りなくなる」

「わ、わかった！」

　そして隣に立っていたアレンとデュークにも声をかける。

「お前たちは人数を確認して先に注文を取れ。スイーツは単価がいい。絶対に忘れるなよ」

「おうよ！」「わかった」

　さて、試合開始だ──。




「ご主人様、いってらっしゃいませ」

　丁寧に深々とお辞儀をするシンティア。姿勢が綺麗なので、見ていて気持ちがいい。

　だが朝から働きっぱなしだ。一度も休みを取っていないのは、さすがに申し訳ない。

「シンティア、人数も落ち着いてきたから休憩を取ってくれ。リリスにも伝えておく」

「あら、でしたら……ヴァイスもどうですか？」

「いや、俺はまだやることが──」

「ヴァイス、お前も遊んでこいよ。俺とアレンもさっき取らせてもらったしな」

「ああ、ヴァイスはいつも頑張りすぎだよ」

　そのとき、デュークが俺の肩を叩いた。アレンからも説得されてしまう。

　少し心配だが、シンティアも俺が働いていると気楽に休めないかもしれない。

「……そうか。なら頼んだ。何かあったらすぐ呼んでくれ」




　それからリリスにも声を掛けて、三人で校内を回ることにした。

　だが着替える時間がもったいないと、メイド服と執事服のままだ。

　恥ずかしいが、効率を考えると仕方がない。そしていつもだが、両腕を掴つかまれている。

「ふふふ、みんなヴァイスのおかげで大喜びですわ」

「そうですよね！　さすがヴァイス様、何でもすごいです！」

「手を抜くのが嫌いなだけだ」

　そしてさすがノブレス魔法学園だ。

　優秀な奴らが揃っているだけあって、定番の出し物も気合が入っていた。

「お化け屋敷ホーンテツドハウスか」

　近くのクラスの教室、入り口の看板には、とてもリアルな骸骨アンデツド死霊モンスターの絵が描かれていた。

　もしかすると召喚しているんじゃないだろうな……いや、さすがにそれはないか。

「今ならすぐ入れますよー」

「行きましょうか、ヴァイス」

「怖そうですね！　でも、楽しそうです！」

「まあ、そうだな」

　タイミングもよかったので、そのまま中にはいる。

　入り口からしてすでにかなり暗い。癖で観察眼ダークアイを発動させてしまいそうになるが、寸前で抑え込む。危ない、何もかも視えてしまうところだった。

　暗く狭い通路を歩いていると、横から魔物の人形が──現れる。

　手作りだとは思うが、精巧すぎて本物みたいだ。

「きゃぁっあ」

　シンティアが、たゆんっと俺に押し付ける。

　次の瞬間、反対方向からも魔物が現れた。

「きゃぁぁっ──」

　リリスが、ほどよいたゆんを腕に押しつける。

　ふむ、これがノブレス魔法学園の文化祭か。まあ、悪くないんじゃないか。

　出口の光が見えはじめると、シンティアとリリスが途端に早足になる。

　最後は、まるで飛び出すように外へ出た。

　だがすぐに目を合わせて、いつもより笑顔になる。

　俺はその二人を眺めて、強く実感が湧いた。

『ノブレス・オブリージュ』は創作物、だが今は現実だ。

　二人の笑顔を曇らせないためにも、俺は強くならないといけない。

　その瞬間、頬がぷにゅんっとシンティアに指で押された。

「ヴァイス、どうしたのですか、怖い顔をして。もっと楽しみましょう」

「そうですよ！　あ、メロメロン揚げありますよ！　食べましょうよ！」

「……そうだな。休憩時間くらい何も考えずに楽しむか」




　遊び終わって、俺はまたメイドカフェに戻っていた。

　さすがに残り一時間となれば、来客も少なくなっている。

　おそらくまだ回っていないクラスに急いだり、食事を楽しんでいるのだろう。

　だが──。

「人も落ち着いてきましたし、そろそろ終わりですね」

「楽しかったですね。ヴァイス様！」

「いや──まだだ。奥の手が残ってる」

　原作では、どれだけ頑張っても売り上げを一位にすることはできなかった。

　なぜならこの競い合いは三学年合同、上級生たちは、研けん鑽さんを積んだ魔法で様々な催し物を出しているからだ。俺たちも下級生ながら健闘しただろうが、おそらく三位、良くて二位か。

　だが俺は、勝つと決めたのだ。

「──私の出番だな」

「後輩くんの頼みなら、仕方ないわねえ」

　そのとき、後ろから声がした。時間ピッタリだ。

　振り返ると、立っていたのは、ミルク・アビタスとエヴァ・エイブリーだった。

　この二人が、俺の奥の手だ。

　作戦は単純だ。残り一時間、二人にメイド服を着て接客をしてもらう。

　さらに外から見えないように、特別な魔法結界を張ってもらう。

　二人のメイド服は、ノブレス魔法学園の在校生なら、間違いなく見たいはず。

　これなら、俺たちは勝てる──。

「さっそく着替えてもらっ──あれ？」

　気づけば、二人はもういなかった。

　すると教室から女子の歓喜の声が聞こえはじめ、男たちが外に出された。

　どうやら、もう着替えに入っているらしい。

　……俺も気になるな。

　だがそのとき、前から地鳴りが聞こえる。なんだあれ──いや、人だ。

「ミルク先生とエヴァ先輩がメイド服に着替えるって!?」

「クラシックかな？　フレンチかな!?　それともミニスカか!?」

　残り一時間、二人がメイド服を着て接客することを魔法で周知してもらっていた。

　新規客だけじゃなく、そこには二回めの客の姿もある。

　どうやらメイド服にそこそこ詳しい生徒もいるらしい。見込みがあるな。

　そして俺はラストスパートだと、アレンとデュークに声をかける。

「最後の戦いだ。気合を入れろ」

「おうよ！」「わかった」

　そして、残り一時間、俺たちはさばきに捌さばいた。




『文化祭、終了。文化祭終了。お疲れ様です、お疲れ様です──』

　魔法鳥が、終了の鐘を告げる。

　俺もさすがに疲れていたので、壁を背もたれにして、その場で座り込む。

「ヴァイス、お疲れ様ですわ」

「ヴァイス様、結果が楽しみですね！」

　シンティアとリリスが、着替えを済ませて俺のもとへ駆け寄ってきた。

　ノブレス魔法学園の制服は白を基調としている。半日ぶりに見たが、なんだか懐かしく思えた。

　しかし……本当に疲れた。

「教員の仕事が残っているから先に上がるぞ。またなヴァイス」

「じゃあね後輩くん、これは貸しだからねえ」

　そんな俺を横目に、やはり着替えをすませたミルク先生とエヴァが去っていく。

「ミルク先生のメイド、たまらなかったな」

「いやあ、エヴァ先輩もすごかった。まさかあっちで攻めてくるとは」

　教室の中では、みんなが興奮気味に会話していた。

　受付が忙しくて、俺は結局見られなかったのだ。

　……まあでも、みんなに楽しんでもらえたのなら、俺も頼んだかいがあるか。

　エヴァの貸しは怖いが、それ以上の利はあったはず。……たぶん。

　最後にみんなで片付けをしていると、集計を終えた魔法鳥の声が聞こえてきた。

　結果は──。

「やったぜえええ！　一位だ！」

「すげえ、本当に先輩たちに勝った！」

「快挙じゃね？　みんなお疲れ様！」

　俺たちの勝利だった。長いノブレス魔法学園の歴史の中でも、下級生が勝つなんて初めてだろう。

　また一つ、俺は改変することができた。まあ、本筋に影響はないだろうが。

　するとそのとき、カルタが、俺になぜか赤いバラの花束を手渡してきた。

「これはなんだ？」

「みんなからのお礼だよ。みんな、ヴァイスくんに感謝してるから」

「はっ、そんなわけが──」

　すると、教室内で拍手が起きる。

　……まったく、俺はただ一位になりたかっただけだ。

　お前らのことなんて、どうでもいい──。

「ヴァイス、ありがとう」

「さすがだなヴァイス、良かったぜ！」

「ヴァイス、お疲れ様」

　アレン、デューク、シャリーが、俺にそう言った。

　思えばシャリーがこの文化祭に参加することはなかった。いや……できなかった。

　そう考えると、これも未公開シーンみたいなものか。

　……ならまあ、ありがたく受け取るか。

「ヴァイス、あなたはやっぱり素敵ですわ」

　大勢に感謝されたが、最後のシンティアの言葉が一番嬉しかった。




　その日の夜、自室で湯を浴びた後、タオルで頭を拭いていた。

　空いた手で、シンティアからもらった魔法写真を一枚、壁に貼り付ける。

　そこに映っているのは、クラス全員での集合写真だ。

　しかも俺が先頭だ。ったく、アレンの野郎が咄とつ嗟さに押し出しやがって。

「……ふん」

　これから先、こんなのんびりとしたイベントはほとんどない。

　退学者も増えるだろう。だからこそ、もっと努力する必要がある。

　なのにどこいつもこいつも浮かれがやって……。




　──ま、ちょっとはお前も楽しかったか？　ヴァイス。




「はっ……答えるわけがないか」

　たとえ返事があっても、なくても、やる事は変わらない。

　どんなイベントにも、どんな壁にも、俺は真正面から挑み続ける。




　まあでも……今日ばっかりは、俺も自分を労わって、ゆっくり眠るとするか。








あとがき






　初めまして、菊池快晴です。

　本作は、「カクヨム」というサイトに連載していたところ、ありがたいことにお声をかけて頂き、この度書籍化の運びとなりました。

　おそらく殆ほとんどの方が、また悪役転生か、と読み始めたのではないでしょうか。

　そして読み終わった後の感想はいかがでしょうか。

　多くの方が学園に入学してから雰囲気が変わったと感じたのではないでしょうか。

　その理由は、筆者の大好きな要素をありったけ詰め込んだからです。

　幼い頃から熱い少年漫画が好きだった私は、少年少女たちが戦いを重ねて、身も心も成長していく王道物語に目がありませんでした。

　本作のヴァイスも、初めは赤ん坊同然からスタートします。

　しかし多くの人と出会い、触れあい、戦い、衝突を繰り返しながら変化、成長していきます。

　もちろんそれは、ヴァイスだけではありません。

　天性の能力に甘んじていたシンティアは努力の大切さを知り、過去を悔やんでいたリリスは前を向き、弱虫のカルタは強い心を手に入れます。

　完璧に見えるミルク先生ですら、ヴァイスの影響を受けてノブレス魔法学園の教員にまでなりました。

　ただこれは、現実世界でも常日頃起こっている、なんでもない事だと思っています。

　初めは満足に喋しやべる事すらできなかった私たちも、こうやって娯楽の為ために本を読むことができるようになりました。

　苦しんだり、迷ったり、誰かのふとした言葉に救われたり。

　人はいつでも些さ細さいなきっかけで成長することができる。

　それが本作で伝えたいメッセージでもあります。

　しかしながらヴァイスが本当に運命に抗あらがう事ができるかどうかはまだわかりません。

　もしかしたら途中で挫折するかもしれません。誰かにあっさりやられてしまうかもしれません。

　そしてそれを知るには、私の力だけではどうにもならない現実があります。

　何とも恐ろしいことです。

　なんと二巻が出ないことには物語が進まないのです。世知辛い世の中です。

　しかしこの問題には簡単な解決方法があります。それは、「凄すごくおもしろい本を見つけたよ！」と誰かに伝えるだけです。ちなみにネットでも大丈夫らしいです。ね、簡単でしょう？

　冗談です。でも半分本当です。いや全部本当です。

　なんて、そのくらい楽しんでくださった方がいらっしゃったのなら嬉うれしい限りです。

　最後に私の作品を世に送り出してくださった方々に感謝の言葉を述べたいと思います。私を見つけてくださった編集の佐々木様、素敵なイラストでキャラクターに命を吹き込んでくださった桑島黎音様、校閲様、本作に関わってくださった大勢の方々。

　そして小説を書くきっかけを与えてくださったＲ様。

　私は、元の悪役と同じで怠惰な人間でした。日々を無む為いに過ごし、夢を語るだけ。

　そんな私でも無事に夢を叶かなえ〝成長〟することができました。

　あとがきまで楽しんでくださった読者様にとっても、この本が何かを踏み出す一歩なってくれればいいなと思います。

　最後までお読み頂き本当にありがとうございました。







電子書籍限定　描きおろし特典イラスト
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キャラクターデザイン

カバーラフ＆完成版

口絵ラフ＆完成版

挿絵ラフ＆完成版

リバーシブルカバーラフ＆完成版

電子書籍限定　描きおろし特典イラスト

電子書籍特典　書きおろし短編『シン・フルーツ定食』
































































































































































































































































































































































電子書籍特典　書きおろし短編

『シン・フルーツ定食』









「どうぞ、フルーツ定食ですー」

　そういって差し出された定食は、デカいバナナ一本だけだった。

　しかも皮もむかれてない。

　間違っているのかと思い声をかけようとするが、忙しいのか離れていく。

　ノブレス食堂では、日替わりや定番系のほかに、気づけば新しいメニューが書いてあることはめずらしくもない。

　そして俺がそれを頼んだところ、出てきたのがこれである。




　……さすがに質素すぎねえか。




「ヴァイス、美味しそうだね」

「すげえなヴァイス、漢だな！」

「バナナ好きなんだね」

　そしてそれを見た三人組三バカトリオ、アレン、デューク、シャリーに声を掛けられる。

　バカにされているのか、それとも本当にただの感想かわからないが、ここであたふたしていると余計にかっこ悪いだろう。

　だから俺は──。

「ああ、これで十分だからな」

　と、よくわからない言葉を言い残して、その場から立ち去った。

　席に戻ると、先に待っていてくれたシンティアとリリスからの質問攻めを食らう。

　それ、なんですか？　デカすぎませんか？　と。

　しかし平常心を装う。

　失敗を失敗と思わなければ、何事も成功の礎だからだ。




　だから俺は、何も思わない。




　ああ、何も、思わない。




「バナナが食べたい気分だったからな」

　そういいながら、少しだけ聞こえない程度にため息をつく。

　視線を落とすと、見ればみるほどデカイバナナがそこにある。

　三〇センチはあるだろう。ちゃんと横にも太い。

　なぜかご丁寧にフォークとナイフがついているが、これで食べろということか？

　確かにかぶりつくのは難易度が高い。

　紳士として、綺麗な食事作法は当たり前だが。

　いつものように白ナプキンを胸元に付けると、ナイフとフォークを手に取り、バナナの先端に切れ込みを入れる。

　だがそのとき、俺──ヴァイスに戦慄が走った。

　柔らかすぎて、ナイフがするすると入っていく。

　そして先端に見えたのは──煌びやかなメロメロンの一角だった。

「な……んだと……」

　俺は急いで次に切り込みを入れる、するとその隣は、伝説とされるナナナナシ。

　その横はマスマスカット、キュウキュイ。

　つまりこれは、最高級フルーツをバナナに包んだものだ。

　俺は反射的に、ノブレスの調理場に視線を向ける。

　ここの料理長は、生徒の前に一度も姿を現したことがない。

　原作でも、恥ずかしがり屋、という設定で顔を出さないのだ。

　ノブレスの開発陣も設定はあるものの、頑なに情報を出さなかった。

　コミュニティサイトでは、料理の飾りつけからして、美人女性で間違いないと断定されていた。

　だがそんなことは関係ない。

　俺は、静かに感謝の一礼をした。

　この素晴らしき定食を編み出した料理長にだ。

　取り分けたメロメロンとバナナの皮を同時に口に運ぶ。

　それはまるで、フルーツのキングとプリンセスが出会ったかのような繊細な味わい。

　さらに例えるなら、織姫と彦星が再会したかのような──。

「素晴らしい……」

　さながらこのバナナは、宝石箱だ。

「ヴァイス、嬉しそうですね。そんなに美味しいのですか？」

「この唐揚げ、最高ですっ！」

「ああ、これは、奇跡だな」

　その日、その瞬間、ノブレスでの俺の推しは決まった。

　翌日も、翌々日も、俺はフルーツ定食をいただいた。

　驚いたことに、日によって切り分けたフルーツの中身が変わっているのだ。

　一日とて同じものはなく、料理長の誇りを感じた。

　だが何事にも終わりはある。それは、フルーツ定食も例外ではなかったらしく、突然メニューから消えていた。

　俺は絶望した。要望には出していた。決して外さないでほしいと。

　急いで給仕に訪ねてみると、俺以外に頼んでいる人がいないらしく、残念ながら終了が決定したとのことだった。

「嘘だ……」

　その日、項垂れながら食べたサバ定食は、二度と忘れることはないだろう。

　そしてそんな悲しみからようやく立ち直れたある日、俺は深夜、訓練室で剣を振っていた。

　試験に納得がいかなかったからだ。

　未来への焦り、焦燥、何とも言えぬ苦しさが込み上げてくる。




「クソ、まだまだな……」

　一時休憩をはさもうとしていたまさにそのとき、気づけば地面に何かが置かれていた。

　それは紛れもなく、あのフルーツ定食、でかいバナナだった。

　俺はまるでモンキーがバナナを見つけたごとく、ウッキイと駆ける。

　隣に添えられていた紙には、可愛らしい丸文字で「ごめんね」と書かれていた。

「……ありがとう」

　名も知らぬ、姿も知らぬ料理長。

　だが、確かにノブレスの一員なのだ。

　その日食べたバナナは、いやフルーツ定食は、生涯で忘れられない味となったのだった。




　　　　◇




　ノブレス食堂、早朝。

　誰も知らない、原作でも明かされていない調理場が、そこにはある。

　整理整頓された調理器具、ノブレス在校生の好みをすべて網羅しているファイリング。

　世界各国の調味料が、いくつも棚に置かれている。

「さあて、仕込みの時間だ」

　そこに立っていたのは、二メートルはある体躯の男。切れ長の目に、髪の毛が一切入らないように丸刈りにしている。それでも頭にタオルを巻くのは忘れない。

　筋肉は、ダリウス、デュークをも凌駕する。

　漲る魔力は、ノブレス教員と同様。

　だがその情熱は、すべて料理に注げられている。

　彼こそが、このノブレスの料理長である。

　もし彼が強くなりたいと願えば、あのエヴァ・エイブリーと同様の力を持っていたかもしれない、と思わせるほどの魔力。

　だがそんなことは毛ほども思っていない。

　彼が望んでいるのは、食欲を満たされた学生たちの笑顔。

　昔、とある食堂で働いていた際に、顔が怖いと子供を泣かせたことがある。

　それ以来、彼は純粋に料理だけを楽しんでもらいたいと、顔を出すことを己で固く禁じた。

　それもすべて、料理のためである。

　彼は、フルーツ定食のレシピを見つめながら、終了、と書かれたファイルにゆっくりと閉じる。

　だがその顔は、どこか満足気だった。

「──ヴァイス・ファンセント。あいつのおかげで、俺の料理にも幅ができたな。──ありがとな、少年」

　ヴァイスは、ノブレスに多大なる影響を与えている。

　だがその中の一人に、料理長が含まれていることは、ヴァイスはもちろん誰も、知らない。




























怠たい惰だな悪あく辱じよく貴き族ぞくに転てん生せいした俺おれ、シナリオをぶっ壊こわしたら規き格かく外がいの魔ま力りよくで最さい凶きようになった
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